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■「金」、この言葉は昨年暮れに日本漢字能力検定協会が発

表した「今年の漢字」です。ロンドン五輪における様々な競

技での活躍や山中伸弥さんのノーベル生理学・医学賞受賞な

どの金字塔が打ち立てられたこと、また、金環日食が日本列

島で観測されたことなどが理由とされました。これらの映像

を見ていた人たちは、多くの感動を共有したことでしょう。

特に金環日食は、次回は 2030 年と聞いて、日食グラスを手

に観察した場面では、雲間から見え隠れする姿に童心に返っ

たように一喜一憂した感動を今でも忘れられません。 

■学校教育においては、いじめ・体罰に関する心痛なニュ

ースが絶えない一年でした。その衝撃は全国に広がり、文

部科学省は、小学校から高等学校の児童生徒、保護者、教

職員を対象に緊急アンケートを実施しました。早急に実態

を把握し、今後の対応に確実に生かす……いじめ・体罰の

一掃を願わずにはいられません。 

■本市においても未然防止のために「いじめ相談ホットラ

イン」を迅速に開設しました。さらに、「いじめ問題の解

決と対応」の冊子を各学校に配布する等、対応に努めてい

ます。一方で、高校生、中学生が様々な競技に出場し、全

国大会での活躍も伝えられました。また、創立 10 周年を迎

えた市立横須賀総合高等学校の改革と中高一貫教育構想

は、大きな関心が寄せられ、今後の動向が注目されます。 

■本研究所においては、神奈川県教育研究所連盟「人材育

成部会」で発表の機会を得ました。県内各地区からの多数

の参加者とともに、喫緊の課題である教員の人材育成につ

いて、熱心な協議が展開されたことは、大きな成果となり

ました。学習指導はもとより、様々な重圧にも立ち向かえ

る全人的な教師の育成が求められていると身が引き締まり

ました。 

■「頭のよい先生」「育ちの良い先生」「美人の先生」こ

の言葉は、偉大な教育学者 斎藤喜博先生の全集にあるよ

い教師の３つの条件です。「頭のよい先生」とは学び続け

る先生であり、「育ちの良い先生」とは自己の資質を高め

ようとする先生であり、そして、「美人の先生」とは魅力

ある先生ではないかと解釈しました。40 年以上も前に執筆

された本ですが、現在にも当てはまる多くの内容が記載さ

れており、改めて教育の本質は今も昔も変わらないと確信

しました。本市の多くの子どもたちが、「学校に行きたい」

「勉強が楽しい」、何よりも「先生が大好き」と思えるよ

うな魅力ある教師、教職に情熱を持った教師の育成に、学

校とさらに連携を図りながら取り組むことが本研究所にと

って急務です。魅力ある教師、教職に情熱を持った教師に

教えを受けた子どもたちが、学校生活の様々な場面で、沢

山の感動を誕生させることでしょう。その先に、本市の教

育課題への明るい兆しが見えてくることと考えます。感動

の輪がさらに広がることを期待して止みません。 
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 日本の教育  平成 24（2012）年度 

 
平成 23 年におこった東日本大震災は、甚大

な被害のために復旧復興も思うように進まな

い。今でも避難先の学校に通う児童生徒もいる

中で、本年度の学校教育はスタートした。 

新学習指導要領においては、昨年度完全実施

の小学校に加え、本年度は中学校も完全実施さ

れ、要領の趣旨に沿った教育が粛々と行われて

いる。また、平成 25 年度入学の１年生から新学

習指導要領完全実施の高等学校でも、移行期間

中の教育を着々と推し進めている。 

以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

 

■金環日食に学校も沸く 

 ５月 21 日（月）、日本の広範囲で金環日食が

観測された。登校時刻を早めて学校で観測会を

開いたり、遅らせて各家庭で観測する方法をと

ったりと、各学校では様々な取組で世紀の天体

ショーに対応した。 

首都圏では、雲が去った瞬間に表れた見事に

光る金環日食に、町のあちこちから大人も子ど

もも同時に感嘆の声が聞こえ、みんなで一時の

天体観測を楽しんだ。 

 

■いじめ・体罰等の指導 

 いじめの自殺事件やいじめによる傷害事件が

相次いで報道され、その都度、学校側の認識の

甘さや指導の力量不足などがクローズアップさ

れた。12 月には、大阪の公立高校で教師の体罰

によるとされる自殺事案が起こった。大阪市長

は入試中止や校長以下全教員の総入れ替えを求

め、大きな社会問題へと発展した。１月末には

女子柔道のトップ選手 15 名が連名で代表監督

から暴力やパワハラを受けたと JOC に告発し

た。代表監督などの辞任や柔道界の大改革など

とともに、スポーツ界全体に渡って、指導体制

やその在り方をめぐり国民的な議論が進んだ。 

文部科学省は、これらの事案に対し、体罰の

根絶に向けた取組を進めるための契機として、2

月中旬、各県･政令指定都市教育委員会を介し

て、小中高校生全員に「部活動及び学校生活全

般における体罰の実態把握に関する緊急調査

(市町村学校)」を実施した。内容は、児童･生徒、

保護者向け調査と、教師向け調査に分けて行う

詳細なもので、指導の在り方等、教育現場の力

量が大きく問われるものとなった。 

■平成 24 年度全国学力・学習状況調査 

文部科学省は、平成 24 年度の全国学力･学習

状況調査(学力テスト)を全国一斉に実施した。

前年度は東日本大震災で中止されていたため、

２年ぶりの全国学力･学習状況調査となった。調

査教科は、従来の国語と算数･数学に加え、初め

て理科を追加した。国公私立小･中学校合わせて

２万 5868 校。81.2％が参加した。 

 

■本年度より小学１・２年生は、35 人学級に 

昨年度､公立小学校 1 年生で 35 人学級を制度 

化する改正義務教育標準法が成立し、31 年ぶり 

に学級定員の引き下げが行われた｡本年度は､小 

学２年生の 35 人学級が行われたが、これは、法 

改正による制度化を行わず都道府県で加配定数 

などの活用での実施である。来年度は、いじめ 

対応の教師 800 人の純増が決まったが、小学校 

３年生以上については国の財政難と政権交代に 

より再検討になった。 

 

■「学校週６日制」の導入検討始まる 

 １月 15 日、文部科学相は公立小中高校で実施 

されている｢学校週５日制｣を見直し、土曜日も 

授業を行う｢学校週 6 日制｣の導入に向けた検討 

を省内で開始したことを明らかにした。「学校週 

５日制｣は、子どもがゆとりある生活の中で、個 

性を生かしながら豊かな自己実現を図ることを 

目指し、平成 4 年 9 月から段階的に実施され、 

平成 14 年 4 月から完全実施に移行されている。 

学校と家庭、地域社会が連携し、子ども自ら考 

える力を育むことが目的とされたが、授業時数 

が減り学力低下を招いたとの指摘があった。 

 そこで新しい学習指導要領では、学習内容の

一部復活や各教科に「活用」の学習活動が取り

入れられ授業内容を濃くした。授業時数も増え、

平日の授業が遅くまで行われるようになった。

このため東京など一部の市町村では、土曜日授

業を試験的に始めているところもある。   

今後、全国的に「学校週 6 日制」を導入する

には、導入に向けた課題を精査し、省令改正な

どをして実現を目指さねばならない。また、教

職員の勤務時数が法律で週 40 時間と定められ

ているため、実施するには教員数を増やす対応

が必要になるなどの課題も多い。学校での学習

も含め、土曜日の過ごし方について社会全体の

議論が必要になってくる。 
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 横須賀の教育    平成 24 年度   

子ども 

■児童生徒数 

本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数

は、幼稚園109人、小学校20,975人、中学校10,627

人、特別支援学校 63 人、高等学校 1,179 人で、

減少傾向が続いている。（平成 24 年５月調査） 

東日本大震災の被災地から本市に避難されて

きた児童生徒については、簡易な事務手続きで就

学できるようにし、平成 25 年２月現在、小学生

13 人、中学生８人を受け入れている。 

 

■子どもの体力 

「平成 24 年度神奈川県児童生徒体力・運動能

力調査」へ、小学校８校、中学校９校が抽出され

た。そのうち小学校５年生 250 人、中学校２年生

318 人の結果から、次のような傾向がみられた。 

小学校５年生、中学校２年生の体格は、全国平均

値と比べると、多少の数値の差はあるものの、ほ

ぼ全国と変わらない傾向である。 

小学校５年生、中学校２年生の体力、運動能力

は、全体的に下回り、体力合計数を見ても全国と

の差が小学校、中学校とも見られる。特に、「ボ

ール投げ」や「反復横とび」については、平成

23 年度、平成 24 年度とも、全国との平均値との

差が大きく、本市の課題といえる。 

 

「反復横とび」（点） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 42.29 40.24 52.92 47.01

横須賀 38.64 36.67 48.88 44.00

  

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 25.48 14.75 22.08 14.01

横須賀 21.99 13.50 19.63 11.83

 

 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 55.55 56.08 44.57 51.39

横須賀 52.79 55.06 38.76 45.54

 

■児童の意識調査 

本年度、本市の指導の重点２「人との関わり合

いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力

を育てる」の実態調査として、小学校５年生全学

級を対象に７月にアンケートを実施し、3,577 人

の回答結果から、次のような傾向がみられた。 

【友達との関わりについて】 

約 97％の児童が、「信頼できる友達をもって

いる」と答え、約 72％の児童が、お互いに聞い

たり話したりする時に楽しいと感じている。一

方、「友達との会話で、気を付けていることは」

の問に対し、「自分が話したいことを伝える」

「特に気を付けていない」と答えた児童が 30％

以上おり、「友達とほとんど話をしない」と回答

した児童も 144 名いる。また、友達とのコミュニ

ケーションの方法として、「メールや携帯電話を

利用する」と答えた児童が 211 人いた。 

【家族との関わりについて】 

多くの児童は家族関係が良好に築けているが、

家の手伝いを「手伝う時は少ない」「ほとんどし

ない」と答えた児童は約 39％ある。また、約 25

％の児童は、学校や友人のことについて家族で会

話する機会は少なく、「悩み事があるとき」約

21％の児童は家族に悩みを相談しないと答えて

いる。 

【地域・社会での関わりについて】 

約 81％の児童が、地域で自ら進んで挨拶をし、

約 78％の児童が、地域の方々からよく声をかけ

られている。しかし、約 25％の児童が、地域で

役に立つことがあまり好きではない、嫌いだと感

じている。 

【集団生活について】 

約 89％の児童が、みんなと生活することが好

きだと感じ、約 95％の児童が、みんなで学んだ

り活動したりすることは大切だと感じている。と

ころが、約 30％の児童は、学級の中で自分の力

が出せていないと感じ、約 12％の児童は、学級

の中で特に安心する場面（場所）がないと感じて

いる。 

子どもたちや子どもたちを取り巻く社会の変

化を踏まえ、「人との関わり合い」の大切さを

実感させるとともに、自他の違いを認め、互い

に高め合う集団づくりをめざし、自己肯定感や

自己有用感を高められるような指導をより一層

充実させていく必要がある。 

「小：ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 中：ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」（ｍ） 

体力合計点（点） 
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 横須賀の教育    平成 24 年度 

 

   教 師 

 

《表１》市立小・中学校の教職員数の推移（人） 

年 小 学 校 中 学 校 

H20 1,084 667 

H21 1,101 676 

H22 1,094 682 

H23 1,097 678 

H24 1,096 695 

 

《表２》 退職教職員数の推移（人） 

 

 

《表３》 初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

 

■教職員数の推移状況 

《表１》は、各年度の５月１日現在の市立小・

中学校の教職員数（校長・教頭・総括教諭・教

諭・養護教諭・栄養教諭）の推移である｡教職員

数については、ほぼ横ばいの状況がこの数年続

いている。中学校教職員数の中には、任期付常

勤講師として配置された、外国人英語教諭（FLT）

の人数（５名）も含まれている。 

平成 20 年度以降、退職者数が多い状況が継続

しており《表２》、いわゆる団塊の世代の大量

退職の影響が大きいと考えられる。 

大量の退職者に応じて増加するのが、新採用

教員である。 

《表３》は、本市の県費負担教員の初任者研

修の対象となる新採用者数の推移である。平成

22年度まで続いた100人規模の大量採用が減少

し始めている。この他に、教職経験のある新採

用者（初任者研修対象外、平成 24 年度は８名）

も増えている。 

本年度の初任者研修対象者の教諭は、小学校

では、36 校に配置されている。うち初任者２人

配置の学校が 13 校、３人配置の学校が１校あ

る。中学校では、20 校に配置されている。うち

２人配置の学校が８校、３人配置の学校が３校

である。今後も小規模校以外の学校においては、

初任者の複数配置が続くと予想される。 

本年度より小学校に栄養教諭が 10 人（５年経

験者１人、新採用者９人）配置された。 

今、本市の教職員の年齢バランスは、中間層

がとても少なく、年齢の高い層と若い層が非常

に多いワイングラス型の状態になってきてお

り、各学校とも学校運営の充実のためにも、校

内での人材育成の推進が重要と思われる。 

年 小学校 中学校 
高 等 学 校 
特 別 支 援 学 校 

合計

H20 70 28 2 100

H21 60 34 6 100

H22 60 32 5 97 

H23 68 39 8 115

H24 59 35 15 109

年 小学校 中学校
高 等 学 校 

特 別 支 援 学 校 
合計 

H20 60 36 １ 97 

H21 59 39  98 

H22 68 32 3 103 

H23 49 35  84 

H24 41 34  75 
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横須賀の教育   平成 24 年度 

 

■教育行政 
 平成 24 年度の教育費当初予算総額は、132 億 7 

千 230万 9千円、一般会計に占める割合は 9.43％。

前年度比で92.9％、10億 1千 182万 6千円の減額。 

教育委員会は三塚勉（委員長）、三浦溥太郎（委

員長職務代理者）、齋藤道子（委員）、森武洋（委

員）、永妻和子（教育長）で組織された。12 月 25

日付けで、委員長に三浦溥太郎委員、委員長職務

代理者に齋藤道子委員が選任された。 

 

■教育政策 

 本市における教育の振興のための施策に関する

基本的な計画として「横須賀市教育振興基本計画」

を平成 23 年３月に策定し、それに基づいて教育政

策を掲げた。 

 この計画では、「『生きる力』の育成」を目指

した学校教育編、「いつでも、どこでも、だれで

も学べる社会の実現」を目指した社会教育編、「豊

かなスポーツライフの実現」を目指したスポーツ

編の３つに区分し、施策・事業を位置付けた。 

また、子どもの教育を重点的に捉えることとし、

子どもの教育に関する考え方を「横須賀の子ども

像」と「目指す子どもの教育の姿」により示し、

学校・家庭・地域での教育を充実させるとともに、

共通の意識を持って、相互に連携を図っていくこ

とを目指している。なお、このことの実現に向け

ては、「学校・家庭・地域の連携推進」「学力・

体力の向上」「いじめ・暴力・不登校の未然防止

と早期解決」「学校の教育力向上」を重点課題と

して位置付け、対応する事業を中心に取り組んだ。 

 

■教育指導課関連 

引き続き、学力向上事業、キャリア教育推進事

業において事業の推進を図った。学力向上事業で

は、市内 41 校の小学校へ小学校放課後学習ルール

サポートティーチャーを派遣するとともに、保護

者・地域の方々参加のもと学力向上シンポジウム

を開催した。 

また、国際コミュニケーション能力育成事業に

重点をおき、英語活動や英語教育に小学校英語活

動アドバイザーの派遣や ALT の配置等を行った。 

小学校芸術鑑賞会（６/28～29、７/９～10）、 

子どものための音楽会（８/19）、児童生徒書写展

（１/18～22）、読書感想画展（１/５～11）、児 

童生徒造形作品展（１/12～28）等の行事の他、作

詞･作曲募集、学校文集等の作品募集も行った。 

 本年度の研究委託は、市関係は、幼・小・中・

高等学校並びにろう学校・養護学校 75 校園及び教

科・教科外の 36 研究会。 

その他の研究活動としては、幼稚園教育課程研

究会を８月 27 日に、小学校教育課程研究会を６月

15 日、６月 20 日、８月３日、11 月７日に、中学

校教育課程研究会を６月 15 日、６月 20 日、８月

２日、11 月 14 日に、高等学校教育課程研究会を

11 月 13 日に開催した。 

 

■支援教育課関連  

 本年度の支援教育を推進するにあたっての「一

人一人がいきる集団づくり」「子ども理解」「連

携」を柱として、「スポットからエリアへ～つな

ぐ指導・広がる連携」をテーマに、支援教育推進

事業・不登校対策事業を実施した。 

平成 24 年 6 月に、支援教育推進委員会から提出

された「答申」を受け、9 月に「横須賀市の支援

教育推進に向けた提言」を発表した。 

 研修では、支援教育研修講座、特別支援学級新

担任者研修講座、児童指導担当者研修講座、生徒

指導担当者研修講座を担当した。 

 主催行事として、不登校児童生徒及びその保護

者を支援するための、「ハートフルフォーラム」

（6/25）・「進路情報説明会・不登校相談会」（10/15）

「不登校相談会」(12/1)を開催した。特別支援教

育では「中学校合同交歓会」（10/12）・「第 2

回児童生徒ふれあい作品展」（11/30～12/3）を開

催した。 

 

■学校保健課関連 

 本年度も、インフルエンザの流行拡大により、 

89 学級の児童生徒が学級（学年）閉鎖となった。 

学校保健関係行事としては、よい歯の図画・ポ

スターコンクール及び標語コンクール、学校保健

大会、学校保健研修講座などを開催した。 

学校給食関係では、市立小学校・ろう学校は全

市統一献立を作成し、養護学校は独自献立により、

学校給食を実施した。食育の一環として、統一献

立で市内農水産物９品目を使用し、地産地消を推

進した。 

米飯給食は年間給食回数 188 回中 92 回実施し
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た。幼少連携の一環として、就学前児童が給食を

体験し在校児童と交流する学校給食交流体験事業

を行い、小学校 21 校、幼稚園・保育園 26 園が参

加した。また、給食用食器を脂製 PEN（ポリエチ

レンナフタレート）食器に順次交換している。 

 

■体育関係 

前年度に引き続きよこすかドリーム・スポーツ

プロジェクト推進事業を実施した。第 61 回中学校

総合体育大会開会式が４月 21 日、横須賀アリーナ

で行われた。第 37 回小学校児童相撲大会は５月

12 日、第 44 回小学校児童陸上記録大会は 10 月 13

日、第 63 回中学校男子・第 29 回女子駅伝競走大

会は 10 月 20 日、第 30 回表現運動・ダンス発表会

は 11 月 10 日に、第 46 回小学校児童ボール大会は

12 月 5 日に、それぞれ開催された。 

 

■学校施設の整備 

本年度の主な学校教育施設整備は、諏訪小学校

の建て替え工事の他、武道場の建設（浦賀中）、

平成 25 年度の統合に伴う池上小学校の施設整備、

避難所機能の向上を図るための体育館等トイレの

洋式化を実施した。 

 

■学校再編の推進 

平成 22 年度に設置された平作地域小学校適正

配置検討協議会における検討結果を受け、平作小

学校と池上小学校は平成 25 年４月 1 日に統合し、

統合後は、池上小学校の校舎を使用することにな

り、校名は「池上小学校」となる。平作小学校は

平成25年３月25日の閉校式をもって39年間の歴

史に幕を閉じた。 

 

■学校選択制 

 平成 25 年度の学校選択制では、対象 3,818 人の

うち約10.3％に当たる395人が他学区の中学校を

選択した。なお、久里浜中学校は受入枠の人数を

超えたため抽選となった。 
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研 

究 

所 

概 

観 
 

本年度から中学校で新学習指導要領が完全実

施となった。また、高等学校では平成 25 年度入

学生から完全実施を迎える。授業時数、学習内

容の増加に伴い、各学校では教育課程の様々な

工夫が行われている。 

研修業務においては、本年度、人材育成に注

力し、まずは人づくり、そして、学び続ける教

師の育成に取り組んだ。また、神奈川県教育研

究所連盟人材育成部会で発表の機会も得た。土

曜日開催のスキルアップ研修講座では、経験の

少ない教師が授業にすぐに活用できる教材作り

等に自主的に参加していた。２期目となるよこ

すか教師塾では、本市で教師を目指す本市出身

の塾生が、夜間に講師（退職教員）から具体的

な手法を学んだ。理科教育においては、次年度

回収となる不要薬品の実態把握と回収準備、理

科室の環境整備について、前年度に引き続き年

間２回学校訪問をし、その精度を上げた。 

 教育資料として保管してあった故雑賀昭二先

生所蔵の多くの視聴覚機器について作業が進

み、HP に掲載し広く発信することができた。ま

た、教科書センターとして所有している多数の

教科書について、数年ぶりに埃を落とし、年代

順に再展示しながらその整理に取り組んだ。 

稼働２年目となる校務支援システムは、学校

の理解と努力、きめ細やかな研修が成果となっ

て表れ、活用が進んだ。また、教育長を本部長

とする教育委員会情報化推進本部を３回開催

し、全課で特にハード面について共有化を図っ

た。情報モラル、情報セキュリティ等、情報に

関するあらゆる分野についても情報化推進本部

の案件にするよう要望もあり、充実した。今後

も校務支援システム等、教育委員会全体で情報

の推進に取り組むことが重要と考えている。本

年度も研修指導主事の人員削減の中、月１回の

所内会議、週１回の係長ミーティングを実施し、

職務遂行のために日々全職員で努力を重ねた｡ 

■平成 24 年度予算 

教育研究所費の平成 24 年度一般会計予算額

は、517,571 千円（前年度比▲24,524 千円）で

あった。このうち、情報システムの運用や情報

教育の推進に係る情報関連予算は 314,262 千円

で、全体の約６割を占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、

特別支援学校、高等学校における教育用パソコ

ン等の整備・運用に関する予算（637,423 千円）

も所管しており、これらを合わせた情報関連予

算は、951,685 千円となる。（所管予算全体で

は、1,469,256 千円） 

平成 24 年度は、再編交付金を活用し、各小中

学校、特別支援学校に延べ 792 回、教育情報化

支援員を派遣した。 

 

■調査研究 

本年度は他機関との連携により「人材育成」

をテーマに調査・研究を行った。関東地区教育

研究所連盟の市区町村特別委員会における加盟

機関へのアンケート調査、神奈川県教育研究所

連盟の研究協議会「人材育成部会」の運営及び

研究報告、市内の総括教諭と教職１年経験者を

対象としたアンケートの調査等を行った。 

長期研修員は、「教科指導における ICT 活用」

をテーマに津久井小学校 橘恒仁教諭が実践・

検証を行った。理科センターとしては、２回の

全校訪問を実施し、理科室の安全点検及び薬品

管理の調査を行い、非常勤職員を理科安全指導

員として小学校に派遣した。その他、図書・資

料室の機能整備と有効利用の促進、理科教材の

展示、コンテンツの有効活用に関する情報提供

などに努めた。 

 

■教員研修 

 近年、社会の価値観の多様化に伴い、教員に

は複雑化かつ高度化する課題への対応力が求め

られている。 

また、新規教員の大量採用とベテランの退職

の問題に伴い、優れた資質を兼ね備えた人材の

育成が喫緊の課題となっている。ともすると教

師の資質向上は、個人の意欲の問題に委ねられ

がちである。しかし、これからは、自己のキャ

リアアップを計画的に図り、学校として意図的
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組織的に人材を育成する意識転換が求められて

いる。このことにより有形無形の学校文化、あ

るいはベテランの教師力がしっかりと継承され

ていくことが教育の質の向上に必須である。 

そこで学校力を高め、人材育成を促進するよ

うな研修内容の充実を主眼に取り組んできた。 

具体的な目標と方針として①教師として求め

られる資質、授業力の向上を図ること、②学校

組織の活性化と人材育成を図ることを掲げて事

業を展開してきた。 

そこでは、研修そのものに係る工夫として主

体的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワー

クショップ型の研究協議等の、多様な研修スタ

イルを取り入れてきた。研修としてのノウハウ

の提供も同時に行ってきた。また、異なる経験

者同士がつながり合う場面の設定、教えること

で学ぶメンターの機会も充実させてきた。 

また、内容面でも管理職や学校運営に携わる

教諭を対象に、学校マネジメントや人材育成を

促進する研修内容を充実したり、経験年数の少

ない教員を対象にしたスキルアップ研修を拡充

したりしてきた。土曜日の講座も様々開講して

いる。教師が学びたいときに学び、自己のキャ

リアや職能に応じて、自らの資質を向上できる

研修体系を構築してきた。 

さらに、学校における職員の協働性を高め、

ともに協議を深める場づくりを支援するため

に、教育研究所指導主事が学校で実施する訪問

支援研修も展開してきた。 

一人一人が教師としての高い志を持ち続け、

学校においても優れた教師を育てようとする意

識が高まるよう、教育研究所としてのきめ細や

かな支援を大切にして取り組んでいる。 

 

■教育の情報化推進 

 平成 23 年度は、平成 22 年度までに整備した

ICT 機器環境を教育の情報化に有効に活用する

ために、教科指導における ICT 活用研修、授業

力向上のための ICT 活用研修、経験年数に応じ

た各研修でも教育の情報化について研修を行っ

てきた。 

本年度も引き続き、ICT 活用の推進を軸に、

校務支援システムによる通信簿の作成、中学校

調査書の作成、要録作成のための研修等、学校

訪問の機会を増やし、現場に寄り添った支援に

力を入れた。５月の情報セキュリティ月間には

情報セキュリティ保持のためにポスターを配付

し、その後 10 月、２月にも学校に対して情報セ

キュリティ喚起の取り組みを行った。このため、

ウィルスアラート発生件数が前年度から半減し

た。 

今後の課題は、学習用データベースの充実と

その活用、PC 教室と普通教室における ICT 機器

の有効活用、職員と児童生徒の情報モラルの育

成などである。加えて、ICT 機器を活用した次

代の授業の在り方を模索し、子どもの学びの充

実に寄与していく。 
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調査研究関係 

 

調査研究概要 

調査研究では、教育研究所連盟と連携した調査研

究とともに教育に関する情報・資料の収集・発信の

充実を重点目標に取り組んだ。 

第１に、長期研修では、教科指導における ICT

活用を課題として研究を行った。 

第２に、資料・情報提供事業と兼ねて教育研究

所図書資料室の機能を充実させることに努めた。

経験年数が少ない教員の参考となる書籍を多く揃

えた。また、カリキュラムセンターとしての機能

の充実を図り、土曜日の研修講座の実施に併せて

開館も行った。 

第３に、理科センター機能の充実に努めた。理

科研修講座を開講し、それらの内容や資料を展示

した。また、学校理科室の手本となるように理科

室を整備し、理科教材や情報を提供した。また、

２回の全校訪問を実施し、理科室の安全点検及び

薬品管理の調査を行い、要請に応じて非常勤職員

を理科安全指導員として小学校に派遣した。 

 調査研究事業 

１ 長期研修 

津久井小学校の橘恒仁 教諭が、長期研修員とし

て、「教科指導における ICT 活用～授業のねらい

にせまる ICT 活用の在り方を探る～」をテーマに、

１年間研修を行った。 

学習指導要領の改訂に伴い、教育の情報化につ

いて一層の充実が求められている。諸研究によ

り、ICT を活用するだけでは、学力向上に一律の

効果は見込まれず、目的・意図を持って効果的に

ICT を活用することが重要であると示唆されてい

る。そこで、普段の授業の中で ICT をどのように

生かすべきか、また、ICT をより効果的に活用す

るためにはどうすればよいかを、以下の実践を通

して研究した。小学校５年体育の「とび箱運動」

の単元において、コミュニケーションと思考を促

すための ICT 活用の実践・検証を行った。また、

小学校５年理科の「メダカのたんじょう」の単元

においてこれまでの教材・教具を生かすための

ICT 活用の実践・検証を行った。さらに、期間を

決め、ICT 機器の常設環境をつくり、普通教室で

の日常的な ICT 活用の実践・検証を行った。その

他、小学校２年算数の「かけ算」の単元において、

指導者用デジタル教科書の活用について実践・検

証を行った。実践した授業については、横須賀市

情報教育センターイントラネット上の「ICT 活用

事例集」に掲載した。 

成果として、次の３点が挙げられる。１点目は、

ICT を有効に活用し、活動に確かな見通しを持た

せることが、子どもが主体的に学ぶ姿につながる

ことが検証できた点である。２点目は、ICT 活用

を推進するには、授業スタイルや学年、児童数、

教室環境などに基づいて、ICT 常設環境を整える

ことと、教師が具体的な活用方法を知り、その効

果を実感することが大切ということが検証でき

た点である。３点目は、ICT を活用した授業作り

を考えることが、授業改善に直結することを実感

できた点である。 

今後、本研究を広く還元する場を持つ予定であ

る。 

２ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10 月 12 日(金)、神奈川県教育研究所連盟の主

催する教育研究発表大会が、川崎市総合教育セン

ターで開催された。59 回を迎えた大会では、加盟

する県内 25 の教育研究所が調査研究した内容に

ついて、10 分科会 38 テーマに分かれて発表及び

報告があった。 

本年度、横須賀市からは、平成 23 年度横須賀

市教育研究所長期研修員の太田泰義教諭と教育

政策担当｢授業研究｣研究員会の小田耕生教諭が

研究発表を行った。 

◆第４分科会：太田泰義（坂本中学校） 

《発表テーマ》 

地域環境をいかした教材開発と活用 

～地域教材の活用により思考を深める～ 

《研究の概要》 

中学校理科で、身近にある地域環境を教材化

し、探究的な学習や問題解決学習を展開する。地

域環境に関する事象と直面させ、それらの因果関

係や相互関係を理解することで、持続可能な社会

の構築に向けての態度を養う。また、その学習過

程で生徒の思考を深め、自ら学び自ら考える力の

育成につなげる。 

《研究内容》 

(1) 地域環境の教材化 

地域環境の教材化により、実社会・実生活との

関連が重視され、身近な環境に関心が高まり、環

境教育の充実が図れる。 
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①横須賀市を中心とした地域資料を教材化する。 

②横須賀市イントラネットサイトに、学校間で共

有できるコンテンツを作成する。 

(2) 持続可能な社会に向けての態度を養うための

工夫 

①地域教材を活用し、思考を深めるために授業展

開の工夫を行う。 

②小学校と中学校における学びをつなぐ工夫を

単元に取り込む。 

《授業実践》 

(1) 地域環境教材の活用により思考を深める学習

活動 

①中学３年生「自然と人間」 

 単元の導入で、校内のマツと作成したコンテン

ツにある地域のマツを比較した。マツの気孔の様

子から横須賀の大気の状況を知り、そして地域の

様々な環境課題を見出すことにつながった。課題

に対して、個人で考えた意見を小集団に伝え合う

活動を行い、考えを整理した。生徒の学習に併せ

て、教材化した地域資料を提示した。そして、地

域環境の課題から地球規模の問題へと学びが進

み、生徒の思考の深まりが見られた。 

(2) 小学校からの学びをつなげる学習活動 

①中学１年生「植物の生活と種類」 

 裸子植物であるマツの葉の観察を行うことで、

生徒は気孔の汚れに気付いた。その後横須賀の大

気の汚れから、地域環境を改善するためにできる

ことを考えた。小学６年生で水の循環や空気と生

物のかかわりを学習したことを生かした発言が

見られた。 

《研究のまとめ》 

(1) 持続可能な社会の構築に向けての態度 

①中学３年生の授業と振り返りより 

 温暖化やゴミ問題などの具体的な環境問題を

小集団でまとめた結果、環境問題は一つの課題を

解決しても、根本からの解決にはならないことを

生徒は見出した。そして、持続可能な社会の構築

をするためには、「個人でできることを見つけた

い」「無駄のない生活をしていく」などの意見が

あった。今後は、何らかの自主的な行動が必要で

あると生徒は考えたことから持続可能な社会の

構築に向けての態度が養われたと思われる。 

②中学１年生の授業前後のアンケートより 

 近い将来の横須賀の環境についてのアンケー

トを授業前後に行った。授業前は既存の知識や経

験から漠然とした内容であったが、授業後は地域

や人のつながりを意識した考えが見られた。学習

後に、地域環境の事実や人のつながりを考えてい

ることから、持続可能な社会の構築に向けての素

地が育まれたと思われる。 

(2) 思考の深まり 

 地域環境を教材化し活用したことで、地域から

地球環境へと生徒の思考に深まりが見られた。ま

た、学習過程で個々の考えを大切にし、伝え合う

活動を繰り返し取り入れたことも、生徒の思考が

深まった要因であろう。 

 中学１年生の単元で、開発した地域教材を活用

し、地域環境を意識した学習を取り入れること

で、地域を見直し、環境を意識することにつなが

ったと思われる。 

◆第７分科会：小田耕生（高坂小学校） 

《発表テーマ》 

よりよい授業づくりや授業力向上のための望

ましい授業研究の在り方について 

《研究の概要》 

「子どもの事実から学ぶ」ということを常に中

心におき、日常の授業を振り返ることからスター

トした。互いの授業を参観し、子どもの姿を記録

することで、自分自身では気付かなかった子ども

の動き、教師の対応について検討してきた。そし

て、そこから得た視点をもとに、授業づくりの在

り方（授業改善・指導改善に向けて）や授業研究

の進め方について具体的な検証ツール等を開発

し、校内の研究において実践を続けてきた。 

《研究内容》 

(1) 授業エピソード～日常の授業を振り返る～ 

 教室の中で毎日繰り返されている「授業」で、

授業記録（45 分間を VTR 撮影）をもとに、子ども

の発言や学びの様子、教師とのやりとり等、あり

のままを「具体的事実」として一言一句読み取っ

ていった。常に子どもの姿や言動に着目し、その

場の子どもの活動に対して的確に支援や指導が

できるような指導力を付けていきたいと考えた。 

(2) 授業研究実践集（校内研究の実践から） 

～共に授業から学ぶ「語り合いプランの全体像～ 

ステップ１ 授業準備、事前研究 

・授業情報シートの作成  ・座席表の作成 

 ステップ２ 授業記録の方法 

・学習基本スキルチェック表 

ステップ３ 授業振り返りの方法 

・授業観察シート 
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・リフレクションシート（授業で意識するポイ

ント） 

ステップ４ 他者参観、協議の方法 

・ワークショップ型授業研究の勧め 

・ワークショップ型授業研究の進め方 

・授業振り返りシート 

・授業を語る会の進行台本 

・ＫＪ法のまとめ方 

・マンダラ法のまとめ方 

・授業振り返り（成果と課題のまとめ） 

(3) 授業改善アイデア集 

授業改善の具体的なアイデアをまとめた。子ど

もの発達の段階に応じて、学習環境を整えたり、

学年で連携して同様な学習方法の指導を行った

りすることで、より一層効果が得られると考え

る。学習の定着、学力の向上を図ることができる

指導について考えた。 

《研究の成果》 

「授業研究の在り方が変わる」 

(1) 指導者（参加者）の変容 

・よく見せるのではなくありのままを見せる姿 

・参加したすべての人が何を学んだかを語る姿 

・何を子どもは学んだかを語る（子どもの事実）

姿 

・議論ではなく多様な子どもと授業の見方を学

ぶ姿 

・自分のためではなく自分たちのために取り組

む姿 

(2) 子どもの変容（スタンダードの定着へ）・よ

く聞く子ども 

・あいさつ、言葉を大切にする子ども 

・認め合う集団 

「ワークショップ型授業研究によって培われる 

学校文化（つなぐ、広げる）」 

(1) 授業研究から生まれる「学び続ける集団」 

・ワークショップ型研究授業を通じて、授業研

究での学びを自分の中に留めずに、同僚や子

どもに成果を返すことができる。 

・指導案や教材、学習環境といった直接子ども

に関わる『ものづくり』を協同的に行うこと

で、教師同士が学び合い、授業力や指導力を

高めていくことができる。 

(2) よりよい学校を目指して（学校の変容） 

子どもの見方、授業の組み立て方、授業研究の

仕方などを共同研究することで、学校全体の雰囲

気が変わってきた。 
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 資料･情報提供事業   

 

【図書・資料】 

１ 図書資料 

 図書購入の予算は、平成24年度は 50万円である。

この予算で、合計167冊の図書を購入した。前年度

から実施の小学校、本年度から完全実施の中学校、

次年度入学生から実施の高等学校等、新学習指導要

領への対応や、各教科等を中心に、支援教育、児童

生徒指導、学校経営に関する図書等を購入した。 

 蔵書数は、本は25,465 点、教育ビデオは24点、

DVD53 点であった。  

また保管している市内各学校や各地の研究機関・ 

大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要及び研

究発表資料等は、平成25年２月 27日現在において

前年度より、337点増え 23,294 点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりである。 

（定期購入したもの） 

① 初等教育資料    ② 中等教育資料  

③ 教育委員会月報  ④ 総合教育技術 

⑤ 児童心理     ⑥ 教育    ⑦ 高校教育 

⑧ 日経 PC22   ⑨ 内外教育  

⑩ 教育展望       ⑪ 指導と評価(寄贈) 

広報よこすか，県のたより，部落解放，人権と部

落問題，人権のとも，語る・かたる・トーク，更生

保護よこすか，よこすかボランティアニュース，よ

こすか社協だより，まなびかんニュースなどは、２

階事務室の前にある雑誌専用書架に配架している。

貸し出しはしていないが、いつでも利用することが

できる。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

① 日本教育新聞  ②神奈川新聞  

日本教育新聞は雑誌専用書架に、神奈川新聞は事

務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21 年度、図書室に整備したデスクトップ型

PCの利用内容は、インターネットでの情報検索、イ

ントラネットでの利用（閲覧･メール等）である。 

SAB 資産の処理作業は禁止し、読み込みや保存に

は、SAサーバの各個人フォルダを利用してもらうよ

うにしている。 

 

また、図書室の各コーナー(新学習指導要領、学 

校づくり、辞書･辞典、国語、社会、算数･数学、理

科、音楽、図画工作･美術、体育･保健体育、幼稚園

教育・家庭･技術家庭、生活・総合的な学習の時間、

道徳、特別活動・情報教育・学校図書館、特別支援

教育・生徒指導、授業づくり、各学校の研究紀要、

研究会の紀要・学校教育賞、研究員会の紀要)に加え、 

地域資料と自殺予防のコーナーを充実した。 

図書室前の書棚では、「斉藤喜博全集」「大村は

ま国語教室」などとともに、平成24年 1月に寄贈さ

れた「柳田国男全集全41巻」や「旅と伝説全33巻」

等を紹介している。 

  

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日９時30分～17時30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 

・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、本は１ヵ月以内、ビデオは２週間、

その他は1ヶ月以内としている。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

 

本年度の貸出実績（平成25年２月27日現在）は、 

次のとおりである。    

 ・図書       432点 

  ・ビデオ       3点 

 

４ 新刊本の情報提供 

 図書資料の活用充実を図るために、図書室内の掲

示方法を工夫し、新規購入図書の紹介はイントラネ

ットを通して行っている。 

また、エプロンシアターなど、貸し出しできる教

材用具を見やすい場所に移動したり、手軽に見るこ
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とができるようにしたりして紹介した。研修などで

研究所に来た学校図書館ボランティアからも借り

たいという申し出があり、大いに活用されている。

教員とともに学校図書館ボランティアからの強い

要望により、エプロンシアターを新たに購入した。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センター」

を兼ねており、日常的な教科用図書閲覧や問い合わ

せに対応している。教科書センターとして教科書展

示会は、本年度６月17日から６月30日まで行った。

新学習指導要領に基づく高等学校教科書293冊を加

え、保管してある教科書は18,821 冊。 

 

６ レファレンス・サービス 

本教育研究所の図書室・資料室の保管している 

情報・資料をより広く活用してもらうために、教育

資料情報に関する問い合わせには、来所された方だ

けでなく、電話やメールなどでも応じている。それ

らには、即時性を求めるものが多いので、優先的な対

応を心がけた。本年度の件数は 93 件（平成 25 年２

月 21日現在）であった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデー

タを公開している。このため、教育図書・資料の利

用者は、市内の教職員や一般市民にとどまらず、市

外の教職員や教育関係の大学院生、研究者及びライ

フワークとして教育に関心を持っている人と多方面

に広がっている。 

昔を懐古して、覚えている情報をもとにして調べ

たり、学校文集など自分や孫の作品が掲載されてい

ることを確かめたりした方もいた。 

また他県よりの電話で、「我が県には偉大な教育

者がいられたので記念館を作ることになった。その

方は昭和6年頃私立横須賀商業学校を設立し代表理

事をしていたことが分かったので、その資料を探し

て送って欲しい」や、「私は、読み聞かせの会を行

っている。今、佐渡では、野外に放たれたトキが雛

を育てているので、この時期に、昔の教科書にあっ

た「ニッポニアニッポン」を今の子どもたちに読ん

であげたい。教科書を探して欲しい。見せて欲し

い。」などの申し出もあり、それぞれのレファレン

スに、迅速に対応した。 

 本教育研究所が保管している多くの貴重な資料

は、紙類が多く、劣化も始まっている。今後は、CD

化などの保存方法についての検討を早急に始め、対

応を進めていきたい。 

 

７ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターイントラネット上には、次の資

料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より 新設) 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校長、

横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭二先

生は、教育に関する道具や機器を中心に集められ

時代とともに変遷していく教具や視聴覚機器の散

逸を憂い、収集された。 

平成 11年に、これらの貴重な資料を本教育研究

所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなられ

た。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の手

続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資料

199 点を、データーベース化してまとめ、広く多

くの方々に供するため、「雑賀コレクション」と

題し、ホームページへ目録とその写真を掲載した。

 

８ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47 年より収集し平成５

年に「教具的民俗資料集」と題して冊子にまとめら

れた。教育研究所では、すでに、冊子の内容を、「教

具的民俗資料」と題し、41点をインターネット上に

公開している。 

本年度は、国語授業「たぬきのいとぐるま」で、

『手紡ぎ車』を使いたいという依頼や、一般市民よ

り『日時計』の写真データを送って欲しいなどの要

望があり、それぞれに適切な対応をした。 

 

９ 研究所刊行物  

 本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所所報74号 

・教育研究所要覧（平成24年度版） 

・小学校児童 中学校生徒 研究集録 51号 
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  理科教育事業 

 

文部科学省による TIMSS2011 の報告では、｢日

本の理科の平均得点は小学校４年生、中学校２

年生とも上位グループに位置しているといえ

る。｣また、前回調査との比較では、「小学校４

年生は平均得点で 11 点有意に高くなっており、

理科の学力は向上している。」「中学校２年生

は４点高くなっているが、有意差はない。」し

かし、「理科の勉強は楽しい」についての回答

では高いレベルの割合は小学校、中学校ともに

国際平均値より下回っている。さらに、「先生

の理科に授業はわかりやすいか」を肯定的に答

えた小学生は 81％、中学生は 65％であるが国際

平均値より下回っている。このような現状をふ

まえ、今後も理科教育の力量を高めるために教

員研修の充実、学習環境の整備が求められると

考える。 

教育研究所の理科教育事業では教員が学び、

探究する場、そして科学への関心を高める場と

して、研修講座を中心に、授業の支援や情報の

提供を行ってきた。 

研修講座の内容としては、理科指導に必要な

基礎的な技術を身に付けるもの、指導が難しい

実験・観察を含む単元の内容、野外での自然観

察の際の留意事項や環境問題にかかわる内容な

どを取り上げた。 

さらに、科学の最新情報を提供し、関心を高

めることもこれからの理科教育で大事な要素と

なると考え、こうした内容の講座も盛り込んで

いる。 

研修講座以外の事業としては、理科学習に必

要な教材・生物の配付や斡旋、観察実験用具の

貸し出し、研究のための理科施設の開放、様々

な問合せ・相談に応じることなども行ってきた。

また、小・中学校の理科室訪問を２回実施した。

第１回は５月から６月に行い、薬品の管理状況

と理科室の棚の固定などの地震対策を点検し、

改善策をアドバイスした。第２回は１月から２

月に行い、平成 25 年８月に予定している廃棄薬

品の確認や、理科室の地震対策の改善状況を点

検した。 

なお、事業を進めるにあたり、教育指導課指

導主事や小学校理科研究会、中学校理科研究会、

他の研究機関と連携をとりながら、内容の充実

と活動の円滑化を図ってきている。 

１ 理科教育研修講座 

平成 24 年度は下記の４コースを設定した。 

ア．理科基礎技術研修講座 

イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

ウ．科学教養講座 

エ．理科夜間教材勉強会 

（１）理科基礎技術研修講座   

主に理科の授業を担当している教師や、初

任の小学校教諭を対象に、理科指導に当たっ

て必要な基礎的な技術を身に付ける内容と

して＜表１＞（P.16）のような 11 講座を実

施した。 

希望調査を参考に、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に実施した。実験・観察基礎技術、自然観

察の際の基礎知識、地域資源の生かし方等に

ついて研修した。この 11 回のうち、フィー

ルドワークによる研修が６回含まれる。 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座  

小学校・中学校の学習内容で、学習効果を

高めるための教材開発や学習展開の工夫を

研修するため＜表２＞（P.16）のように４講

座を実施した。 

第１回、第４回は教材開発販売会社のスタ

ッフによる様々な実験を学んだ。第１回は生

命・地球領域、第４回は物質・エネルギー領

域の内容を行った。新学習指導要領に対応す

る実験器具や材料が多く紹介され、それらを

実際に使って実験をすることで原理を理解

することができた。 

第２回、第３回は横浜国大の平島由美子准

教授に、100 円ショップなどで購入した身近

な材料を使った自作の教材で物理実験を行

い、それぞれの現象について分かりやすく説

明をしていただいた。第２回は小学校の内容

で、新しい内容の電気の発電、蓄電、発熱等

の実験を行った。第３回は中学校の内容で、

音の単元の実験を主に行った。スピーカー等

の教材製作も行った。 
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（３）科学教養講座 

理科指導に当たる教師にとって役立つ技

術や最新情報を得るための講座として＜表

３＞（P.16）のような２講座を実施した。 

第１回は東京大学 坂井克之准教授に、MRI

による脳のマップや、実験を通し解明されて

きた自我の発生についてなどを話していた

だいた。 

第２回は東京都市大学 岡田往子准教授

に、放射線についての基礎知識を教えていた

だき、霧箱を使った放射線観察を行った。 

（４）理科夜間教材勉強会 

初任者と教職１年経験者を主な対象とし、

教材研究をする講座として＜表４＞（P.16）

のような 10 講座を実施した。 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配付・維持管理 

教材生物、実験素材などの育成・管理・保

存と必要に応じて配布、斡旋を行った。 

種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵、

カブトムシの幼虫やそのえさとなる木材チ

ップ、花壇・畑用の堆肥についてはほとんど

の小学校で要望があるが、総合的な学習の時

間に関連してか、中学校からの申し込みも増

えている。 

水中の微小な生物についてもほとんどの

中学校に配付することができた。県総合教育

センターから提供されたものが、教育研究所

において年間維持管理され、春以外の要求に

も応える体制を整えている。 

メダカ、オオカナダモ等の希望も毎年あ

り、理科教材園の整備が十分でない小学校、

中学校にとって教育研究所の果す役割は大

きい。 

３ 理科資料のデータベース化 

教育情報センターのイントラネットサイ

トに「横須賀から見た星空」、「三浦半島海

辺の生物ウォッチング」、「校庭の植物」、

同インターネットサイト上にある「三浦半島

の植物」・「久里浜の気象」・「三浦半島の

地層・地質」「三浦半島の野鳥」「植物歳時

記」の配信とデータ蓄積を行った。 

 

４ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

各学校で選ばれた子どもの研究の代表作

品１点ずつを研究集録として CD にまとめ、

２月に発行した。また、教育情報センターの

イントラネットサイトに掲載した。この研究

集録には小学校 28 点、中学校１点が掲載さ

れ、主に夏季休業中に取り組んだ自由研究が

多い。資料としてグラフや写真を使用してい

る作品が多く、CD に収録することでこれら

のデータを生かすことができた。また、作品

をプリントしたものを 12 月～１月に児童図

書館に展示した。 

５ 授業支援 

理科の授業を展開していく上で必要な資

料・情報の提供として、理科や総合的な学習

の時間、選択理科、薬品処理などの様々な問

合せや相談に応じるとともに、これまでに蓄

積されている理科関係資料の提供、理科施設

や器具の貸出し等を行った。また、鉄製スタ

ンド、クルックス管、小型電動ポンプなどの

備品を購入し、貸し出しや研修に活用できる

環境を整えている。 

理科実験室の施設や機器等の利用につい

ては、各学校の要望にできる限り応じ、本年

度は液体ガス容器、天体望遠鏡、骨と筋肉の

動きモデル、人体解剖模型、クルックス管、

オシロスコープなどを貸し出した。 

６ 理科安全指導員派遣 

理科授業における観察・実験活動の活性化、

教員の資質向上、小学校における理科授業の

充実を図り、希望があった市内小学校１校に

４日間、理科安全指導員を派遣した。理科安

全指導員は理科の授業において、観察・実験

の支援を行った。 

７ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、市

小学校理科研究会、市中学校理科研究会をは

じめ、多くの方々との連携・協力を行った。

ご協力いただいた主な方々は次のとおりで

ある。 
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小学校理科研究会長 志村 和彦（鷹取小） 

 副会長 福田 倫弘（長浦小） 

            副会長 平野 邦好（北下浦小） 

中学校理科研究会長  鈴木 眞人（岩戸中） 

      副会長 阿部 信行（馬堀中） 

 副会長 守谷 賢二（神明中） 

 副会長  山下 実 （長沢中） 

 

HP「植物歳時記」作成    八田羽榮一 

HP「三浦半島の野鳥」作成  泉  和幸 

                                 （敬称略） 

             

 

 

 

                                

＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （10 回 186 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場  所 参加

 ５. 11 

６．16 

 ７．23～26 

 ７．23～26 

 ７．27 

 ７．30 

 ８. １  

８．17 

10．27 

10．27 

12．26 

自然観察会～カイコ～ 

自然観察会～初夏の植物～ 

はじめての理科実験ホップ 

はじめての理科実験ステップ 

身近な自然の教材化（講義編）

地域教材を活用した理科授業 

自然観察会～海の生き物～ 

自然観察会～昆虫～ 

身近な自然の教材化（衣笠城址）

身近な自然の教材化（大楠山）

自然観察会～観音崎の地層～ 

内舩 俊樹（自然人文博物館） 

八田羽 榮一 （植物研究家） 

白井 宏一  （教育研究所） 

白井 宏一  （教育研究所） 

高橋 良寿（五感教育研究所） 

太田 泰義（坂本中学校） 

萩原 清司（自然人文博物館） 

内舩 俊樹（自然人文博物館） 

高橋 良寿（五感教育研究所） 

高橋 良寿（五感教育研究所） 

柴田健一郎（自然人文博物館） 

理科実験室

観音崎公園

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

走水小学校

博物館 

衣笠城址 

大楠山 

荒崎 

 13 

 ６ 

 49 

 38 

 16 

 15 

 18 

 18 

 ３ 

(３) 

 10 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                  （４回 141 名） 

  月  日  講     座     名 ・ 学 年 指     導     者 場 所 参加

 ８．６  

８．７ 

８．７ 

８. 10 

おもしろ実験ゼミナール 

楽しい物理実験～小学校編～ 

楽しい物理実験～中学校編～ 

なるほど実験教室 

ケニススタッフ 

平島由美子 （横浜国立大学） 

平島由美子 （横浜国立大学） 

ナリカスタッフ 

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

 27 

27 

 42 

 45 

＜表３＞ 科学教養講座                            （２回 98 名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加

 ８．８ 

 ８. ９ 

脳の仕組と自我の発生 

小中学校の放射線教育 

坂井 克之（東京大学） 

岡田 往子（東京都市大学） 

第１研修室

理科実験室

 62 

 36 

＜表４＞ 理科夜間教材勉強会                         （10 回 43 名） 

  月  日 内   容 場  所 参加

 ４．27 

５．15 

５．16 

７．３ 

７．31 

８．23 

８．24 

12．４ 

１．７ 

１．15 

昆虫をそだてよう（小３）・メダカのたんじょう（小５） 

月と太陽（小６・中３）・とじこめた空気や水（小４） 

月と太陽（小６・中３）・植物の成長と日光や水（小６・中１） 

星や月（小４・中３）・自由研究 

風やゴムのはたらき（小３）・わたしたちの体と運動（小４） 

ものの重さを調べよう（小３）・ものの温度と体積（小４） 

電磁石の性質（小５）・土地のつくりと変化（小６・中３） 

豆電球にあかりをつけよう（小３）・もののとけ方（小５） 

電気の性質とはたらき（小６）・ふりこの動き（小５） 

すがたをかえる水（小４・中３）・生物と地球の環境（小６） 

理科実験室

理科実験室

諏訪小学校

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

 ５ 

 ３ 

 ２ 

 ９ 

 ８ 

 ３ 

 ２ 

 ３ 

 ３ 

 ５ 
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概 要 

平成 24 年度は、研修体系の整理と様々な教育課

題に応じた研修の充実を図ってきた。近年、新採

用教員の大量配置に伴って顕著になってきた教

員のアンバランスな年齢構成を鑑み、人材育成の

視点を強調した事業も展開している。 

本年度の目標と方針は次のとおりである。 

１ 教師として求められる資質、授業力の向上を

図る。 

（１）基本研修において、経験年数に応じた資質

能力及び指導力の向上を図る。 

（２）選択研修において、授業力向上、教育課題、

学校づくりなど系統的な研修講座を提供する。 
２ 学校組織の活性化と人材育成を図る 

（１）各学校において組織的、計画的な人材育成

が図れるよう、学校づくり、コミュニケーショ

ン能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充

実させ、校内研修との連動を図る。 

（２）各学校において協働性を生かした校内研修

研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

具体的に重点をおいて実施した内容は次のと

おりである。 

まず１についての例を挙げる。 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠 

実で公正な職務遂行能力の育成を図るための内

容を盛り込んだ研修を実施した。 

②新規に、初任者研修グループ提案授業におい

て、10 年経験者研修受講者がファシリテーター

として協議会の司会進行を務め、話し合いの充

実を図った。 

③新規に、教職 10 年、20 年経験者研修において、

人材育成の視点を強調した研修を実施し、意識

の向上を図った。 

④新規に、スキルアップ研修講座を土曜日にも実 

施して、若手教員のための授業づくり、学級経 

営の研修を充実させた。 

⑤スクールコンプライアンスや災害時の対応を

考える研修講座を実施し、意識の向上を図っ

た。特に、本年度は総括教諭研修の指定研修と

して、スクールコンプライアンスの研修を実施

した。 

また２についての例は次のとおりである。 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について、管理職研修をは

じめ、多くの機会を通じて強調した。 
②ペア、またはグループによる校内研修の実施、

養護教諭経験者研修による授業研究の実施など

において、授業を通して学び合う機会の充実を

図った。 
③コミュニケーション研修において、社会人とし

ての対応力、児童生徒理解、保護者対応などの

内容を充実させた。これらの内容は、継続して

実施し、好評を得ている。 
④「訪問支援研修」として、校内研究への教育研

究所指導主事の派遣により、協働性を生かした

校内研究・研修の充実を支援した。 
  手法としてワークショップ型授業研究協議

会を展開し、授業研究の充実及び学校職員の協

働性向上を目指した。 

 

このように、各目的が達成されるように様々な

研修を実施してきたが、本年度は特に、学校にお

ける人材育成の重要性を強調して、研修事業を展

開した。 

横須賀市教員の二極化した経験年数別グラフ

を示し、若手育成が急務であることや、多様な教

育問題に対して学校としての組織的な対応力が

強く求められていることを説明してきた。また、

研修受講者自身が自己の資質向上を図るととも

に、若手育成に力を注いだり、学校マネジメント

への参画意識を意識したりするような研修内容

を展開した。 

学校の組織力向上のため、校外研修の成果が各

学校に還元されることや、直接的に教育研究所指

導主事による訪問支援研修のような学校支援を

通じて、各学校における人材育成の充実が今後ま

すます発展していくことを期待している。 

 

 
研修 
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

教職員のライフステージに沿って、教職経験

に応じた体系的な研修により、教育公務員として

の公正な職務遂行能力と資質、そして専門職とし

ての優れた指導技術の向上を図る研修である。 

本年度は経験年数の異なる研修対象者をつなぐ

研修も展開した。また前年度より、養護教諭研修

も授業づくりの内容を新規に加え、公開授業を実

施し、授業を見合う機会を広げている。 

 

◎初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。本年度は外部民間講師より社会人と

してのマナー研修を新たに取り入れ、社会人とし

ての教師を意識した研修を実施した。受講者は 75

名。（養護教諭１名を含む）研修日数と時間は校

外研修年間25日以上と校内研修年間210時間以上

を実施した。 

＜校外指定研修＞  16 日 

回  日 時 内 容 講 師 

１ 

 

 

４月17日 

 

 

開講式 

教育長講話 

教職員の服務 

オリエンテーション 

横須賀市歌紹介 

 

教育長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事

教育指導課指導主事

２ 

 

５月15日 

 

人権教育 

道徳教育 

教育指導課指導主事

 

３ 

 

 

 

６月５日 

中学校教諭 

６月19日 

小学校教諭 

社会人としてのマナ

ー・学級集団づくり 

社会人としてのマナ

ー・学級集団づくり 

（株）TMC千葉理恵子

教育研究所指導主事

（株）TMC千葉理恵子

教育研究所指導主事

４ 

 

７月３日 

 

横須賀市の特別支援

教育・模擬授業づくり 

支援教育課指導主事

教育研究所指導主事

５ ７月31日 授業づくり 小林宏己 

６

 

講義・演習 

研究所長講話 

（早稲田大学教授） 

教育研究所長 

教育研究所指導主事

７

８

９

10

８月21日 

～22日 

IPC生産性

国際交流 

センター 

授業づくりの基本に

ついて「模擬授業」 

（Microteaching） 

講義・演習 

グループ協議  

小林宏己 

（早稲田大学教授） 

教育研究所指導主事

11

 

10月23日 

10月30日 

11月６日 

校外授業研究Ⅰ 

グループ提案授業 

（中学校） 

教育研究所指導主事

 

12 11月13日 

11月20日 

11月27日 

校外授業研究Ⅱ 

グループ提案授業 

（小学校） 

教育研究所指導主事

 

13 12月４日 子ども理解の方法 

児童・生徒指導 

支援教育課指導主事

 

14 １月15日 

 

特別活動 

総合的な学習の時間 

グループ協議 

教育指導課指導主事

教育研究所指導主事

教育研究所指導主事

15

 

２月12日 実践報告会 

閉講式 

教育研究所指導主事

教育研究所長 

16

５月８日 

５月22日 

５月29日 

６月５日 

６月12日 

６月19日 

教育情報化 教育研究所指導主事

 

選

択

研

修

 異校種研修（1日） 勤務校以外の 

学校の教職員 

 

 

 

校外課題研修（9日） 

支援教育研修講座1回・

小学校教諭は理科基礎

技術研修講座を1回受講 

外部講師 

教育研究所指導主事

＜選択研修＞ ７日 

・市主催の選択研修等より選択とした。 

＜異校種研修＞ ２日 

・子どもの成長の段階を見通した上で、適切な指

導力を身に付け、教職員としての幅広い教育観を
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形成するために実施した。 

＜校外授業研究＞ （敬称略） 

・初任者による提案授業と研究協議（教

職 10 年経験者が進行役を務める） 

◆10 月 23 日（火） 

加藤美緒（追浜中） 

◆10 月 30 日（火） 

堀田沙織（長井中）、鈴木幸恵（鷹取中） 

北脇梨沙（久里浜中） 

◆11 月６日（火） 

岩﨑 彩（公郷中）、高橋俊仁（北下浦中） 

森戸義友（武山中） 

◆11 月 13 日（火） 

高橋晴香（野比東小）、武内良平（神明小） 

新倉康仁（鴨居小）  、大久保 俊（野比東小） 

◆11 月 20 日（火） 

崎田香緒里（馬堀小） 

◆11 月 27 日（火） 

熊谷拓哉（根岸小）、信夫 遥（山崎小） 

＜校内研修＞  年間 210 時間以上 

本年度より初任者研修における非常勤講師の任

用に関する通知の変更があり、校内研修の総時間

数が300時間以上から210時間以上に変更された。

研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を図る

とともに、初任者の授業や部活動指導の教育活動

や校務内容の充実を図った。また、研修報告書類

を簡略化し準備・まとめの時間の効率化を図った。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180 時間

以上、コーディネーターによる研修を週１時間程

度、年間 30 時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210 時間以上実施した。 

◎教職１年経験者研修講座 

児童生徒理解に基づいた教育実践について理解

を深め、指導力の向上を目指すための研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者 80 名。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ４月27日

 

 

オリエンテーション 

２年目の教師生活に

ついて考える 

教育研究所指導主事

 

2 ８月23日

 

教職員の服務につい

て 

授業づくりで大切に

したいこと 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事

3 ８月23日 授業づくりで大切に

したいこと 

青山浩之（横浜国立大

学准教授） 

4 １月７日

 

実践の交流と振り返

り 

教育研究所指導主事

 

＜校内研修＞ 

５月～12月 

 

勤務校における授業

研究と研究協議５回 

教育研究所指導主事 

校内でのペアまたは

グループ 

◎教職５年経験者研修講座 

 児童生徒理解に基づいた教科指導の充実を図り

指導力の向上を目指すための研修を実施。校外研

修４回、校内研修５回。受講者 45 名。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ５月16日

 

６年目の教師とし

ての役割について 

教育研究所指導主事 

2 ８月24日

 

子ども同士の学び合

いをもとにした授業

づくり 

教育研究所指導主事 

3 ８月24日

 

子ども同士の学び合

いをもとにした授業

づくり 

教育研究所指導主事 

4 １月７日

 

授業実践の交流と振

り返り 

教育研究所指導主事 

＜校内研修＞ 

５月～12月 

 

勤務校における授業

研究と研究協議５回 

校内でのペアまたは

グループ 
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◎教職 10 年経験者研修講座 

教職経験 10 年を経過した教員が対象。教育公務

員特例法第 24 条及び第 25 条の規定に基づき、個

々の適正を伸長し、教科指導、生徒指導等に関す

る指導力の向上を図るとともに、学年及び学校運

営における企画調整力を身に付ける研修を実施し

た。 

本年度の受講者は 29 名。研修日数は校外研修

15 回、校内研修 12 回の合計 27 回。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ５月９日 開講式 

「11年目の教員として求

められること」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事 

2 ８月１日 

 

 

教職員の服務について 

講義演習「授業研究と校

内研修の活性化」 

教職員課指導主事 

吉崎静夫 

（日本女子大学教授） 

3 

 

 

８月１日 

 

 

講義演習「授業研究と校

内研修の活性化」 

吉崎静夫 

（日本女子大学教授） 

4 

 

 

８月25日 

 

 

講義演習「人材育成」 教育研究所指導主事 

5 

 

12月25日 

 

講義演習「社会体験研修

交流会」 

教育研究所指導主事 

6 

 

12月25日 講義演習「実践の交流と

振り返り」 

閉講式 

教育研究所指導主事 

7 10月～11

月 

初任者提案授業と研究協

議 

教育研究所指導主事 

選択研修は、受講者の研修テーマに応じて１日

選択した。 

 社会体験研修は、外部機関における業務の体験

を通して、教員としての資質向上を目指すため、

主に市内の事業所等で実施した。日数は、事前訪

問１日、体験研修３日（６回）の計４日（７回）。

体験研修先は以下のとおりである。 

市立児童図書館、中央消防署、ソレイユの丘、

横須賀美術館、湘南国際村センター、藪そば、 

横浜市立金沢自然動物園、京急観音崎ホテル、 

RRROOM CAFE、東京湾フェリー、西友馬堀店、さ

かくら総本家、三浦しらとり園、三浦商工会議所、

太田和保育園、ジョリーパスタ、 

ざんぎり、光の丘、グループホーム吉井の郷、 

ホテルニューグランド、セブンイレブン 

＜校内研修＞ 

４月～３月

 

「授業に関する研修」 

「児童生徒指導に関す

る研修」 

「学年・学校運営におけ

る研修」 

12日間（12回） 

各校指導担当 

教育研究所指導主事

校内でのペアまたはグル

ープ 

◎ 教職 20 年経験者研修講座 

学校運営・学校経営に関する知識や技能を習得

するとともに、学校業務全般に関して中心的な役

割を果たす資質能力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者 20 名。 

＜校外研修＞ 

回 日 時  内 容 講 師 

1 ５月11日 

 

 

教職20年経験者の責任

と役割 

キャリアの振り返り 

１年間の目標設定 

教育研究所指導主事 

 

2 ８月23日 教職員の服務について 

校務情報化について 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事 

 

3 ８月23日 

 

 

校内授業研究を推進す

る方法や人材育成につ

いて考える 

三浦修一 

（横浜国立大学講師）

4 １月７日 

 

実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事 

＜校内研修＞ 

５月～12月 

 

勤務校における授業

研究と研究協議５回 

校内でのペアまた

はグループ 
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職務等に応じた研修 

 

◎管理職研修講座（指定） 

 

学校経営に関することや、今日的な教育課題に

ついての理解を深め、円滑な学校経営に必要な資

質の向上を図るために研修を実施した。 

 

■校長・園長研修講座（対象者 75 名） 

５月 17 日（木）９：30～11：30 

  講 義「校長・園長としてのマネジメント」 

  ～人材育成を図るこれからの学校づくり～             

  講 師 浅野 良一 

    （兵庫教育大学大学院 教授） 

                

■副校長・教頭研修講座（対象者 75 名） 

 ５月 17 日(木）13：30～15：30 

  講 義「副校長・教頭としてのマネジメント」 

  ～人材育成を図るこれからの学校づくり～             

  講 師 浅野 良一 

    （兵庫教育大学大学院 教授） 

 

◎総括教諭等学校運営推進者研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

本年度は、指定研修としてスクールコンプライ

アンスの研修と、選択研修として学校におけるマ

ネジメントや喫緊の教育課題に関する研修を実

施した。それぞれ 1 講座、計２講座の受講とした。 

（受講対象人数 314 名） 

 

回 日 時 内  容 講 師 

講座Ａ

１ 
８月６日 

スクールコンプ

ライアンスⅠ 

東京女学館大学

准教授 

黒川 雅子 

講座Ａ

２ 
８月７日 

スクールコンプ

ライアンスⅡ 

日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

講座Ａ

３ 
８月17日 

スクールコンプ

ライアンスⅢ 

大矢部中学校長

醍醐 一朗 

富士見小学校長

石坂 正子 

講座Ｂ

選択 
７月27日

学校全体で取り

組む授業研究 

鳴門教育大学 

教授 

村川 雅弘 

講座Ｂ

選択 ８月６日

今必要な学校力

を高める 

横浜国立大学 

講師 

三浦 修一 

講座Ｂ

選択 ８月７日

教職員のメンタ

ルヘルス 

金沢文庫エール

クリニック院長 

藤原 修一郎 

講座Ｂ

選択 ８月17日

これからの学校

組織マネジメン

ト 

筑波大学 

教授 

浜田 博文 

講座Ｂ

選択 
８月20日

子どもの安全を

守る学校 

日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

講座Ｂ

選択 
８月23日

人材育成を促進

するためのコミ

ュニケーション 

人材育成コンサ

ルタント 

三好 良子 

講座Ｂ

選択 
８月８日

ICT 活用実践研

修講座 

教育のための情

報化の推進 

横浜国立大学 

教授 

野中 陽一 

講座Ｂ

選択
８月８日

ICT 活用実践研

修講座 

教室で ICT を活

用しよう 

教育研究所 

指導主事 

 

◎初任者研修拠点校指導教員研修講座 

 年間を通して初任者の指導を専門に担当する

拠点校指導教員を対象に、初任者指導の現状とそ

の対応を協議し、指導教員自身の指導方法を高め

る研修を実施した。また、初任者のグループ代表

提案授業に参加し研究協議の中で助言を行った。

研修日数は 5 日。受講者は 27 名。第３回は初任

者研修校内指導教員研修と合同で実施した。 

第１回 ４月３日（火）15:00～16:45 

（３日暴風警報発令のため、一部を４日に実施） 

平成 24 年度 初任者研修について 

拠点校指導教員の実務と役割 

第２回 ５月８日（火）15:00～16:45 

研究協議「初任者研修の現状とその対応」 

第３回 ７月 25 日（水）9：30～12：00 

    校内指導教員研修と合同開催 
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講義・演習「初任者の現状と指導の在り方」 

講師 横浜国立大学教育人間科学部附属

教育デザインセンター 主任研究員 

白井 達夫 

第４回 10 月 23 日、10 月 30 日、11 月６日、 

11 月 13 日、11 月 20 日、11 月 27 日 

の中から 1 回を選択し、初任者のグループ

代表提案授業を参観し、研究協議に参加し

た。 

第５回 ２月 19 日（火）15：00～16：45 

初任者研修の成果と課題 

 

 

◎初任者研修校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務

について理解を深め、初任者研修の効果を高める

ための研修講座である。本年度は初任者の授業づ

くりや指導の在り方についての研修を実施した。

研修日数は２日。受講者は 10 名。第２回は初任

者研修拠点校指導教員研修と合同で実施した。 

第１回 ４月３日（火）15:00～16:45 

（３日暴風警報発令のため、一部を４日に実施） 

初任者研修について校内指導教員の実務

と役割 

第２回 ７月 25 日（水）9：30～12：00 

     拠点校指導教員研修と合同開催 

講義・演習「初任者の現状と指導の在り方」 

講師 横浜国立大学教育人間科学部附属

教育デザインセンター 主任研究員 

 白井 達夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択研修 

◎コミュニケーション研修講座 
本講座は子どもと教師、教師と保護者とのコ

ミュニケーションを円滑にするための技術と理

論を身に付けることをねらいとした。 

社会全体において、コミュニケーション能力

の重要性が指摘されている中で、子ども・保護

者の姿は多様化しており、過去の「教師と子ど

も」、「教師と保護者」の関係性を支えとした

指導は困難な状況にある。さらに、このような

状況の中では、子どもとのコミュニケーション

や、保護者対応を起因としたトラブルに教師が

長時間にわたり関わることも多く、このことを

起因として心身に不調をきたす教員の数も全国

的に増加している。 

これらのことに対応するには、これまで以上

に、子ども・保護者の内面を理解し、それぞれ

に合ったコミュニケーションスキルを用いた教

育を実践していかなければならないと考え本講

座を開講した。 

第１回 ７月 30 日（月）９：30～12：00 

    ８月 24 日（金）９：30～12：00 

講義「子ども理解のためのコミュニケーション

講座」 

講師 人材育成コンサルタント 岩井昌江 

 

第２回 ８月７日（火）９：30～12：00 

 講義「コミュニケーション力向上講座」 

 講師（株）TMC 専務取締役 千葉理恵子 

 

 第３回 ８月７日（火）13：30～16：00 

 講義「コミュニケーション力向上講座」 

 講師（株）TMC 専務取締役 千葉理恵子 

 

 第４回 ８月９日（木）９：00～12：00 

 講義「教師のためのコミュニケーションスキル 

           ～児童生徒への対応～」 

 講師 東海大学 教授  芳川玲子 

 

 第５回 ８月９日（木）13：30～16：00 

 講義「教師のためのコミュニケーションスキル 

            ～保護者への対応～」 

 講師 東海大学 教授  芳川玲子
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◎教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員と

しての資質や指導力の向上を図ることを目的と

して、実践的な研修を本年度新規に実施した。 

 

第１回 ７月 23 日（月）9:30～12:00 

   講義「津波から生き延びる」 

   講師 高橋 重雄 

（港湾空港技術研究所理事長） 

第２回 ７月 26 日（木）9:30～12:00 

    講義「目標を達成するための心理的スキル

Ⅰ～メンタルトレーニングの理論

と実際～指導者保護者編」 

   講師 高妻 容一(東海大学教授) 

第３回 ７月 26 日（木）13:30～16:00 

   講義「目標を達成するための心理的スキル

Ⅱ～メンタルトレーニングの理論

と実際～実技編」 

   講師 高妻 容一(東海大学教授) 

第４回 ７月 27 日（金）９:30～12:00 

     講義「ワークショップ型授業研究の実践」 

      講師 村川 雅弘（鳴門教育大学教授） 

第５回 ８月 10 日（金）９:30～12:00 

   講義「言語活動の充実 

～豊かな言語力を育む～」 

   講師 松木 正子（十文字学園女子大学教

授） 

第６回 ８月 23 日（木）９:30～12:00 

   講義「支え合う集団づくり 

      ～グループワークトレーニング～」 

   講師 三好 良子 

（人材育成コンサルタント） 

 

◎学校づくり研修講座 

様々な課題に対して、学校としての組織的な対

応が求められている。教育問題に関する理解を深

め、学校組織力を高めるための研修を実施した。 

 

１ ７月27日 

学校全体で取り組

む授業研究 

鳴門教育大学 

教授 

村川 雅弘 

 

２ ８月６日 

今必要な学校力を

高める 

横浜国立大学 

講師 

三浦 修一 

 

３ ８月７日

教職員のメンタル

ヘルス 

金沢文庫エールク

リニック院長 

藤原 修一郎 

 

４ ８月17日

これからの学校組

織マネジメント 

筑波大学 

教授 

浜田 博文 

 

５ ８月20日

子どもの安全を

守る学校 

日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

 

４ ８月17日

これからの学校組

織マネジメント 

筑波大学 

教授 

浜田 博文 

 

５ ８月20日

子どもの安全を

守る学校 

日本女子大学 

教授 

坂田 仰 

 

６ ８月23日

人材育成を促進

するためのコミ

ュニケーション 

人材育成コンサル

タント 

三好 良子 

  

◎スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的な知識及び技能に関する

実践的な研修講座。教員としての資質や指導力の

向上を図る目的として、前年度から新たに開講

し、本年度はさらに土曜講座としても拡充を図っ

た。 

回 日 時    内 容 講 師 

１ ４月 28 日

学級集団づくり１ 

～子どもが安心して 

学べる学級づくり～ 

教育研究所 

指導主事 

２ ５月 19 日

授業づくり１ 

～子どもが動き出す 

算数・数学的活動～ 

杉並区立高井

戸第三小学校 

教諭 

吉田 映子 

３ ６月２日 

授業づくり２ 

～子どもが話す聞く、考

える国語の授業～ 

十文字学園女子

大学  

教授 

松木 正子 

４ ６月 16 日

授業づくり３ 

～役立つ授業 

    アイデア～ 

国語・算数等 

教育研究所 

指導主事 
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５ ６月 30 日 

学級集団づくり２ 

～豊かなクラスの 

人間関係をつくる～ 

人材育成コン

サルタント 

三好 良子 

６ ７月７日 

集団づくり３ 

～学校掃除 

  セミナー（AM）～ 

株式会社ダス

キン研究所員 

７ ７月７日 

集団づくり４ 

～学校掃除 

  セミナー（PM）～ 

株式会社ダス

キン研究所員 

８ ７月 30 日 

授業づくり４ 

～音楽づくりの指導 

  方法について～ 

筑波大学附属

小学校教諭 

高倉 弘光 

９ ８月 10 日 

授業づくり５ 

～子どもが動き出す 

算数・数学的活動～ 

杉並区立高井

戸第三小学校 

教諭 

吉田 映子 

10 ８月 20 日 

学級集団づくり５ 

～GWTで子どもが変わる

クラスが変わる～ 

日本グループ

ワーク協会（秦

野市立南小学

校教諭） 

石原 由紀子 

11 12 月１日 

授業づくり６ 

～魅力ある教師の 

  パフォーマンス～ 

教育研究所  

鈴木 安則 

相場 俊広 

12 12 月８日 

学級集団づくり６ 

～望ましい 

  学級集団づくり～ 

教育研究所 

指導主事 



 平成24年度 夏季休業期間中実施 研修講座

研修名 内　容 所　属 講師名 日 時間 場　所 参加
者数

司書教諭研修 小学校の図書館活用教育の実践を学ぶ 元山形県朝暘第一小学校 五十嵐　絹子 7月30日 13:30 ヴェルクよこすか 76

国語科研修 言語活動を通して国語の力をつける 青山学院大学 小森　茂 8月9日 13:30 ヴェルクよこすか 103

社会科研修 江戸にくらす 山田　順子 7月27日 13:30 横須賀総合高校 133

算数科/数学科研修 算数・数学的な思考力・判断力・表現力 常葉学園大学 黒澤　俊二 8月6日 9:30 市役所 78

音楽科研修 鑑賞指導の指導方法について 川越市立仙波小学校 粟飯原　喜男 8月10日 9:30 生涯学習センター 86

図画工作科/
美術科研修

子どもの世界を鑑賞するまなざし 聖徳大学 奥村　高明 8月17日 13:30 教育研究所 52

新学習指導要領全面実施で行う授業 横浜国大附属鎌倉中学校 尾崎　誠 8月6日 13:30 教育研究所 10

8月9日 23

8月10日 23

生活科研修 よりよい生活科の授業を考える 文部科学省初等中等教育局 田村　学 8月8日 9:30 生涯学習センター 24

「習得から活用、そして定着へ」 駒沢女子大学 太田　洋 7月30日 9:30 27

英語授業を活性化するリーディング指導 山梨大学 田中　武夫 7月30日 13:30 26

はじめての理科実験ホップ 9:00 49

はじめての理科実験ステップ 13:30 38

身近な自然の教材化１ 五感教育研究所 髙橋　良寿 7月27日 16

地域教材を活用した理科授業 坂本中学校 太田　泰義 7月30日 15

自然観察会～海の生き物～ 自然・人文博物館 萩原　清司 8月1日 9:30 走水小学校 19

自然観察会～昆虫～ 自然・人文博物館 内舩　俊樹 8月17日 13:30 自然・人文博物館 18

脳は機械か、「わたし」か 東京大学 坂井　克之 8月8日 72

小中学生の放射線教育 東京都市大学 岡田　往子 8月9日 36

9:30 27

13:30 27

楽しい物理実験１　小学校エネルギー分野 9:30 19

楽しい物理実験２　中学校エネルギー分野 13:30 23

9:30 22

13:30 23

7月23日 23

7月24日 18

「体つくり運動」の指導法 9:00 43

「表現運動」の指導法 13:30 36

学びをつなぐ指導資料を基にした指導法 9:00 45

ボール運動　審判法 13:30 51

「表現運動・ダンス」指導法 国分寺市立第七小学校 長津　芳 8月21日 9:00 南体育会館 24

「体つくり運動」指導法 市内中学校 担当 9:00 20

新学習指導要領実施の取組 文部科学省 石川　泰成 14:00 19

総合的な学習の時間
研修

思考を深める「ツール」の活用法
文部科学省初等中等教育局
教育課程課

田村　学 8月8日 13:30 生涯学習センター 48

特別活動研修 互いに認め合い高め合う関係を築く力 國學院大學 宮川　八岐 8月9日 9:30 ヴェルクよこすか 70

道徳研修 これからの道徳教育 千葉大学 上杉　賢士 8月6日 13:30 教育研究所 64

外国語活動研修 子どもが主体的に参加できる授業作り③ 東京外国語大学 高島　英幸 7月27日 13:30 教育研究所 13

日本語指導 横須賀市教育委員会 平塚　淑江 7月26日 13:30 ヴェルクよこすか 43

特別支援教育 筑波大学附属小学校 桂　　聖 8月1日 9:30 横須賀総合高校 222

児童生徒指導 逗子市教育研究所 鹿嶋　真弓 8月1日 13:30 ヴェルクよこすか 78

コーディネーター概論Ⅰ（理論編） 9:30 21

コーディネーター概論Ⅱ（実践編） 13:30 17

津波から生き延びる 港湾空港技術研究所 高橋　重雄 7月23日 13:30 教育研究所 83

目標を達成するための心理的スキル１ 9:30 39

目標を達成するための心理的スキル２ 13:30 17

ワークショップ型授業研究の実践 鳴門教育大学 村川　雅弘 7月27日 9:30 生涯学習センター 19

言語活動の充実 十文字学園女子大学 松木　正子 8月10日 9:30 教育研究所 54

支え合う集団づくり 人材育成コンサルタント 三好　良子 8月23日 9:30 ヴェルクよこすか 39

学びの質を変える授業づくり 東京大学大学院 秋田　喜代美 7月24日 14:00 109

学力形成と言語活動の充実 宮城教育大学教職大学院 相澤　秀夫 7月31日 13:30 99

「ココロの元気」のつくり方 志縁塾 大谷　由里子 8月1日 14:00 横須賀総合高校 262

幼児教育研修 幼稚園・保育所における支援教育 鎌倉女子大学 吉田　豊香 8月24日 9:30 ヴェルクよこすか 62

就学前教育と小学校
教育の連携研修

「アプローチカリキュラム・スタートカリキュラ
ム」への挑戦

上越教育大学大学院 木村　吉彦 8月6日 9:30 教育研究所 52

薬物乱用の実態 横浜ダルク　ケア　センター 坪倉　洋一 7月25日 64

スポーツ栄養学と食育 県立保健福祉大学 鈴木　志保子 7月26日 94

聞いておきたい食物アレルギーの知識 神奈川県立こども医療ｾﾝﾀｰ 高増　哲也 7月27日 9:30 市役所 107

    学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、
    教職員の指導力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として64講座実施した。延べ参加人数3,020人。

家庭科/
技術・家庭科研修 家庭科の授業で生かすエコクッキング 東京ガス

エコクッキング
インストラクター

10:30
東京ガスキッチン
スタジオ横須賀

外国語科研修 教育研究所

理科基礎技術研修

教育研究所 指導主事
7月23,24,

25,26日
教育研究所

13:30 教育研究所

科学教養研修 13:30 教育研究所

小学校・中学校
理科教材研究

なるほど実験教室 ケニス 担当 8月6日

教育研究所横浜国立大学 平島　由美子 8月7日

おもしろ実験ゼミナール ナリカ 担当 8月10日

横須賀アリーナ

支援教育研修

支援教育課 井上　達雄 8月20日 教育研究所

体育科/保健体育科
研修

水泳指導法講習会

市内小学校 担当

9:00 市内小学校

7月26日

横須賀アリーナ

7月27日

8月16日

学校保健研修
13:30 ヴェルクよこすか

教育課題研修

東海大学 高妻　容一 7月26日 教育研究所

夏季大学
ヴェルクよこすか
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◎訪問支援研修 

 教育研究所指導主事が学校を訪問し、初任者の

授業づくりを支援する「初任者サポート研修」と、

校内研究を支援する「校内研修ファシリテート」

を実施した。 

 「初任者サポート研修」では、本年度希望のあ

った対象校１校に対し、授業参観及び指導、教材

研究、授業に関する講義・演習等、指導主事が延

べ７回訪問した。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が研

究協議の持ち方について指導したり、研究協議会

の進行を務めたりした。小学校４校の校内研究に

関わり、24 回学校を訪問した。 

※ファシリテート：促進するという意味を持ち、

校内研究協議において発言や参加を促すことや、

話の流れを整理したり、参加者の認識の一致を確

認したりする行為で介入し、合意形成や相互理解

をサポートする。 

 

◎ よこすか教師塾 

横須賀市立学校で教師になるという強い志と

情熱をもった人材に本市が目指す教師像、教育理

念、実践的指導力を伝授し、教職に対する強い使

命感をもつ教師を育成することを目的として開

講している。その対象に合わせて、２つの講座を

開設した。「よこすか教師未来塾」は大学４年生、

大学院生、短期大学２年生と社会人を対象に 19

名で編成した。また、「よこすか教師希望塾」は

現在、臨時的任用職員または非常勤講師として勤

務している者を対象として 27 名で編成した。原

則毎月 1 回、全 13 回の開催となった。金曜日の

17:30～19:30 までの２時間の講義・演習の中で、

授業づくりや学級づくり、子ども理解や指導、地

域教材の活用等、実践的な講座を展開した。現職

教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、指導主

事等による講義、演習を通して、即戦力となる人

材の育成を行った。 

よこすか教師塾担当  

非常勤講師  大久保静香  鈴木安則 

        相場俊広   伊藤 満 

 

第１回 ５月 11 日（金）両塾合同 

「入塾式」 

第２回 ５月 18 日（金）両塾合同 

「教師という職業を選んで」 

第３回 ６月１日（金）両塾合同 

   「先輩教師から学ぶ」 

講師：新倉康仁（鴨居小） 

鈴木幸恵（鷹取中） 

第４回 ６月 15 日（金）両塾合同    

「教師という職業を選んで」 

講師：神村美花（船越小） 

井上麻子（野比中） 

第５回 ７月６日（金）､13 日（金） 

「コミュニケーションを考える」 

第６回 ８月３日（金）、24 日（金） 

「支援教育におけるポイント」 

講師：荒川正敏（船越小） 

「児童、生徒を理解する」 

講師：金子 務（衣笠小） 

    畦地隆弘（野比中） 

    水島和正（武山中） 

    篠田 穣（久里浜中） 

第７回 ９月７日（金）、21 日（金） 

「授業づくりのために」 

「教育の情報化」 

第８回 10 月５日（金）、19 日（金） 

「授業づくりのために」 

「体験型環境教材」 

第９回 11 月２日（金）、16 日（金） 

「総合的な学習の単元づくりを通して」 

「学級経営について」 

第 10 回 12 月７日（金）、14 日（金） 

「教師をめざす皆さんへ」 

講師：八矢信宏（教職員課指導主事） 

「学び続ける教師像の確立をめざして」 

第 11 回 １月 11 日（金）、18 日（金） 

「教師のためのプレゼンテーション」 

「学級通信をどう作るか」 

第 12 回 ２月１日（金）、15 日（金） 

「横須賀の魅力を語れる教師目指して」 

「魅力ある学級をつくろう」 

第 13 回 ３月１日（金）両塾合同 

「卒塾式」 
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学校・学級経営相談事業 

 学校・学級経営相談の業務内容は、①学校経営

上の諸問題・管理職に関すること ②学級経営上

の諸問題・教職員に関すること ③学校・家庭・

地域に関すること ④その他に関することであ

る。 

 相談に臨む基本姿勢は、管理職の主体性を尊重

しながら学校の活性化を図る、学校現場の事情を

考え慎重に対処する、機密情報の扱いを特に気を

付けるの３点である。 

 相談の形態は、学校訪問、来所での相談、電話

やメールによる相談である。 

①学校経営に関するもの 

主として校長からの相談で、人事、教職員のメ

ンタルケア、児童生徒指導、保護者からの学校や

担任への苦情・要望に関すること等がある。 

学校において万一問題が発生した場合は、当該

校長及び教職員とどう連携し、その教職員にどん

な支援ができるかを探った。 

②教職員に関するもの 

児童・生徒や保護者から不信感を持たれ苦悩す

る教師への支援、学級指導・学習指導等の好まし

い指導や経営のあり方と視点、諸事情で不登校に

なってしまった児童への支援のあり方、児童生徒

の発達障害等に関する適切な指導及び保護者と

の連携の取り方等についてである。 

③学校と家庭・地域との関わり 

保護者・地域の方からは、児童生徒の諸問題に

対する学校対応、学級担任の指導、特に担任の心

ない言語行動でショックを受けた等の苦情があ

る。何れも管理職や担任との対話不足からくるも

のが多い。お互いの誤解を解消し、よりよい信頼

関係構築の模索を切に依頼した。 

就学時の指定変更については、通学路上の危険
性や本人の友人関係等で不安を抱える保護者が
頼って来所される。事情を十分に聴き、支援教育
課学事担当に教育的配慮を願い出る。 
 

平成 24 年度内容別相談件数 （年度末統計） 

相 談 内 容 件数（人数）

学校経営・管理職に関するもの 54

学級経営・教職員に関するもの 22

学校と家庭・地域に関するもの 26

合  計 102
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 教育の情報化 

 

 

 

教育の情報化概要 

  「情報教育」「教科指導における ICT 活用」

及び「校務の情報化」の一層の推進・充実のた

めに、各種の取組を行った。 

（１）平成 22 年度で全ての小中学校、特別支援学

校の普通教室、特別教室等への校内 LAN の敷設

と ICT 機器の整備が完了したことに伴い、各種

の ICT 機器を、児童生徒・教職員が有効に活用

することを目的とした各種研修を実施した。 

（２）平成 23 年度から校務支援システムの運用を

開始したことに伴い、システムを使っての成績

データの入力や通信簿、指導要録などの帳票出

力について、各学校への訪問研修や教育研究所

内での集合研修を実施した。なお、校務用 PC

については、平成 22 年度までに教職員一人一台

の整備を完了している。 

（３）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキ

ュリティに対する意識の醸成については、教職 

員一人に 1 冊ずつガイドラインの冊子を配付す

るとともに、各学校を訪問して実態に関するヒ

アリングを行うなど、情報の取扱に関するルー

ルの周知と啓発を行った。 

（４）教育情報化支援員（民間委託）を各学校は

派遣することにより、教育の情報化に関する支

援を行った。 

 

１ 研修事業 

研修成果の向上をめざし、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。本年度は小学校前期校に

おいて PC 教室の機器更改が行われた。そこで、新

規に導入したソフトウェアとハードウェアの操作

研修を小学校 23 校で実施した。 

教育研究所等を会場として実施する集合研修、

各学校を会場とした訪問研修をあわせ、延べ 857

名（平成 25 年１月現在）が参加した。 

(１)ICT 活用実践研修講座［参加者数：130 名］ 

 情報教育上必要な基礎的・基本的知識及び技能

に関する具体的内容を取り上げ、技術力の向上と

ともに教育の情報化を推進するために、６回の研

修を実施した。 

 ①授業で生かすパワーポイント［19 名］ 

  ・パワーポイントの基本的な使い方、及び

簡単な教材作りに関する研修。 

 ②教育の情報化の推進［37 名］ 

  ・横浜国立大学野中陽一教授を講師とした教

育の情報化に対する理解を深める研修。 

 ③教室で ICT を活用しよう［32 名］ 

  ・実物投影機やプロジェクタなどの ICT 機

器の基本的な操作方法及び、授業におけ

る効果的な ICT 活用に関する研修。 

 ④教科指導における ICT 活用（家庭科）［10 名］ 

 ⑤教科指導における ICT 活用（国語） ［17 名］ 

 ⑥教科指導における ICT 活用（社会科）［15 名］ 

  ・教科指導における ICT 活用の具体的な方

法や場面について、各教科の具体的な事

例をもとにした研修。 

(２)初任者対象研修［参加者数：74 名］ 

市内及び校内ネットワークの理解とともに、ICT

を活用した授業について研修を実施した。 

(３)１年経験者対象研修 ［参加者数：80 名］ 

５年経験者対象研修 ［参加者数：63 名］ 

20 年経験者対象研修 ［参加者数：20 名］ 

情報教育（子どもたちの情報活用能力の育成）、

教科指導における ICT 活用（各教科等の目標を達

成するための効果的な ICT 機器の活用）、校務の

情報化（教員の事務負担の軽減と子どもと向き合

う時間の確保）について、これらを通して教育の

質の向上を目指すための研修をした。教科指導に

おける ICT 活用では、具体的に横須賀市立学校に

整備された ICT 環境を活用しての市内の授業実践

例からその効果を学習した。 

(４)訪問研修 ［参加者数：490 名］   

小学校 27 校、中学校９校において、各学校を会
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場とし、ICT 機器整備の状況及び先生方のニーズ

に応じた研修を実施した。 

(５)校内授業研究 

 各学校における「ICT を活用した授業づくり」

について、指導主事が相談に応じる方法で実施し

た。校内研究のための指導案作りや校内研修にお

ける助言等を行った。 

(６)小学校 PC 教室機器更改にともなう操作研修 

 PC 教室における学習活動を充実させることが

できるよう、小学校 23 校において実施した。新規

に導入したハードウェアやソフトウェアの操作方

法を中心とした研修を行った。 

(７)情報教育研究会との関わり 

 情報教育研究会主催で「情報の主体的な活用を

めざした学習活動」をテーマとした ICT 機器の活

用に関する学習会が開催された。 

(８) 情報セキュリティの向上 

 管理職対象情報セキュリティヒアリングを行

い、各学校から聞き取りを実施した。意識の高ま

りとともに、取扱いについて管理が徹底されてき

ている様子がうかがえた。 

 

 今後も児童生徒・教職員が ICT 機器やコンピュ

ータネットワークを安全かつ有効に活用するよう

に周知していく必要がある。 

 

２ 校務の情報化推進事業 

 情報セキュリティ保持のため、前年度同様セキ

ュリティ月間を３回設定した。この中で、「学校

の保有する情報の取り扱いに関する基準」の配付、

ポスターやセルフチェックシートをもとにした注

意喚起を行った。この結果、前年度同時期よりも

USB メモリを介したウィルスアラート事案が半減

した。 

校務支援システムによる校務の省力化、ICT の

活用、情報教育、学校からの情報発信の手段検討

など、横須賀の学校における情報化の推進に関す

る検討組織として、学校情報化推進部会を設置し、

それぞれについて検討を進めてきた。また、ここ

での意見要望をもとに各部署と連携を取りながら

施策を展開した。 

 第１分科会（名簿管理・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱについて） 

 第２分科会（成績管理について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT 活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀の校務の情報化を進め、教職員が子ども

に向き合う時間を作り出すための環境整備に伴う

取組の一つとして、教職員向けの集合研修・訪問

研修を実施した。これにより運用上必要な伝達事

項の徹底と、スムーズな活用につなげることがで

きた。開設した研修は次のとおりである。 

【集合悉皆】 

 ・新教頭研修   （４/17） 

 ・調査書作成研修  （11/７） 

 ・管理職(教頭)対象（２/22～３/１） 

 ・教務等対象研修 （２/19～３/６） 

【集合選択】 

 ・新教務担当研修（５/９,11） 

 ・校務支援操作研修（５/16,18） 

【訪問研修】 

 ・各種校内研修    （随時） 

 ・通信簿作成研修 （７/20～９/７） 

 ・指導要録作成研修（１/８～３/４） 

  

３ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

平成 22 年度から導入している CMS（コンテンツ

マネジメントシステム）の効果により、各学校の

ホームページの更新件数が前年度の倍に増加し

た。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

「久里浜の気象」「三浦半島の植物」「三浦

半島の地層･地質」「三浦半島の野鳥」「教具的

民俗資料」などがある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ 

ージ集。PC 版と携帯版の２種がある。) 

定期的な更新や全面リニューアルなど、各学校 
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において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターサイト訪問件数 

平成 24 年（平成 24 年 1 月～12 月）＝833,791 件 

平成 23 年（平成 23 年 1 月～12 月）＝898,074 件 

(２）よこすかスクール携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各方

面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16 年６

月１日、携帯電話から閲覧できる「よこすかスク

ール携帯ネット」を開設した。 

利用回数(訪問者数)は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 24 年（平成 24 年 1 月～12 月）＝82,962 件 

平成 23 年（平成 23 年 1 月～12 月）＝152,441 件 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲示

板を有効に活用することで、校務処理の効率化を

図ることができた。 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の担

当者が集まり、「教育の情報化推進」という視点

から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

本年度は、２回開催された。その他に、専門

委員会が３回、事務局会が２回開催された。 

②当該ネットワーク設置の経緯（資料） 

「先進的教育用ネットワークモデル地域事業

（文部省・郵政省、平成 10 年）」と「教育情報

通信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」によ

って、平成 14 年１月に三浦半島地区教育ネット

ワーク内の全ての学校（横須賀市、三浦市、葉

山町）が、よこすか教育ネットワークセンター

経由 100Mbps でインターネットへ接続する環境

が確立し、大容量情報の高速化と低コスト化を

実現したことが発足の端緒である。 

 

４ 教育情報化支援員派遣事業 

学校におけるICTを活用した授業づくりと校務

全般での支援を目的に、平成 20 年度までの ICT

学習サポーター事業に代わる事業として、平成 21

年度から取り組んでいる。一定レベルの技能を持

った支援員を幅広く確保するため、雇用から派遣

まで、外部委託で行った。総派遣回数は 1,008 回。

１校あたりの平均派遣回数は 11 回で、学校希望に

応じた派遣となった。 

支援内容は、ICT を活用した授業において、機

器・ソフトウェアの操作に関する児童生徒のサポ

ートや校内のパソコン教室及び普通教室設置パソ

コンについて、簡単な環境整備が行われた。 

 また、支援員を講師にして、教員向け研修を実施し

た学校もあり、機器操作やソフト活用の技術を高める

ことにつながった。 

 

５ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全なインターネッ

ト環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT 環境を提供する。 

・Web を通した積極的な情報公開 
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・ネットワークの構築と保守・管理 

 (２)教育用ＰＣ整備関連 

①コンピュータ教室機器 

教育用コンピュータとして、小、中、ろう、

養護の各学校にパソコン教室を整備している。 

平成 24 年度は小学校前期校(23 校)のコンピュ

ータ教室機器等の更改を行った。 

②普通教室用校内 LAN 及び ICT 機器 

小、中、ろう、養護の全ての普通教室用校内

LAN と各学級１台のパソコンのほか、各学年２

学級に１台のプロジェクタ整備が平成 22 年９

月に完了した。 

平成 24 年度は、小学校２年生の 35 人学級対

応等のため学級数が増えた学校に、パソコン５

台の追加整備を行った。 

(３)校務用 PC 整備関連 

①校務用 PC 

平成 22 年 12 月に教職員一人１台体制となる

整備が完了した。教育研究所と市内各学校の間

に結ばれた 100 メガバイトの光ファイバーを介

して、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

平成 24 年度は、古くなった校務用パソコン

370 台を更改し、各学校に新しいパソコンを整

備した。 

②校務支援システム 

平成 21 年度の「文部科学省：学校情報通信技

術環境整備事業費補助金」により、小、中、ろ

う、養護学校に校務支援システムの導入を進め

ており、平成 22 年度に導入の周知及び運用研修

を行い、平成 23 年４月から本格運用を開始し

た。 

平成 24 年度は、校務支援システムの運用２年

目となり、前年度と同様に指導要録や通信簿の

作成、調査書の作成を行った。この結果、一部

の校務について省力化が進んだ。 
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  関係機関との連携 

 

 

■ 神奈川県教育研究所連盟  

本年度、新倉邦子所長が委員を務め、５月18日(金)

の総会は高橋日出夫主査・指導主事が出席した。 

（１）指導主事研修講座 

７月11日(水)、県立総合教育センターで実施され、

横浜国立大学教育人間科学部附属教育デザインセンタ

ー 米澤利明准教授の講演（「今改めて問う 教師力と

は何か？」）があった。高橋日出夫主査･指導主事、白

井宏一、増田喜明、高橋直樹、原口尚延、関口 満の各

指導主事が参加し、人材育成部会の運営を増田指導主

事が担当した。 

（２）第59回県教育研究所連盟教育研究発表大会 

10月12日(金)、川崎市合教育センターの主催で川崎

市高津市民会館において、千葉大学 天笠 茂 教授によ

る記念講演（「10年先を見通した学校の在り方」）と、

10分科会38テーマの発表及び報告があった。 

本研究所からは、平成24年度横須賀市教育研究所長

期研修員の太田泰義教諭と教育政策担当｢授業研究｣研

究員会の小田耕生教諭が研究発表を行った。新倉邦子

所長、高橋日出夫主査･指導主事、白井宏一、増田喜明、

高橋直樹、原口尚延、田島信幸、重田 太、関口 満の

各指導主事、橘 恒仁長期研修員が参加した。 

（３）教育課題部会 

１月18日(金)、愛川町教育開発センターの主催によ

り愛川町文化会館で開催された。愛川町教育研究所キ

ャリア教育推進委員より「０から始める職場体験」の

実践報告があり、キャリア教育アドバイザー（元横須

賀市立浦賀中学校長）細野 裕 氏の講演(「働く大人は

みんなこども達の先生」)が行われた。白井宏一指導主

事が参加した。 

（４）教育相談・支援教育部会 

１月29日(火)、綾瀬市教育研究所の主催により綾瀬

市本庁舎で開催された。綾瀬市教育研究所研究員より

「ソーシャルスキルトレーニングの実践とプログラム

開発」のテーマで研究報告があり、芝浦工業大学 岡田

佳子 准教授の講演（「学級集団アセスメント

(hyper-QU)を活用した事例検討」）が行われた。原口

尚延指導主事が参加した。 

（５）調査研究部会 

２月５日（火）、秦野市教育研究所の主催により秦

野市立渋沢公民館で開催された。秦野市教育研究所幼

小中一貫防災教育研究部会より「幼少中一貫した防災

教育とは ～防災教育指導計画と実践プログラム～」の

テーマで研究報告があり、東京大学 目黒公郎 教授に

よる講演（「いま学校で求められる防災教育」）が行

われた。白井宏一指導主事が参加した。 

（６）人材育成部会 

１月24日（木）、本研究所の主催で開催された。増

田喜明指導主事により「人材育成の促進を図るこれか

らの学校とは」のテーマで研究報告とグループ協議を

行い、その後、兵庫教育大学 浅野良一 教授の講演

（「『これからの学校づくり」）が行われた。18機関

36名（別に講演のみ参加の市内管理職・教諭等９名）

の参加があった。 

■ 関東地区教育研究所連盟 

本年度、新倉邦子所長が市区町村特別委員会委員長

を務め、「教育研究所（教育センター）の現象と課題

～教職員の人材育成を図る研修・支援のあり方～」を

テーマに調査研究を行った。 

（１）関東地区教育研究所連盟第1回委員会・総会・

研究協議会（群馬大会） 

５月10日(木)、11日(金)、群馬県総合教育センター

が主管し、ホテルメトロポリタン高崎で開催され、新

倉邦子所長が第１回委員会・総会に出席し、研究協議

会市区町村部会で市区町村特別委員会の本年度の活動

計画の提案、情報交換を行った。 

（２）第84回研究発表大会・第２回委員会（静岡大会） 

10月26日(金)、静岡市教育センターで開催され、高

橋日出夫主査・指導主事が第２回委員会に出席し、市

区町村特別委員会の活動報告を行った。 

■ 全国教育研究所連盟 

（１）全国教育研究所連盟第20期共同研究・第３回全

国研究集会（愛知大会） 

11月８日(木)、９日(金)、愛知県総合教育センター

で開催された。「実践的な指導力の向上を図るこれか

らの教員研修の在り方」を研究主題に、３分科会12テ

ーマの研究発表があり、グループ協議が行われた。原

口尚延指導主事が参加した。 

（２）全国教育研究所連盟教育課題研究協議会（鳥取

大会） 

11月21日(水)、22日(木)、鳥取県教育センターで開

催された。「次代の教育力を支える教育センターの在

り方」を大会テーマに独立行政法人教員研修センター 

高岡信也 理事により基調講演（「『学び続ける教師像』

の確立をめざして」）の後、２分科会に分かれ、２日

間にわたり研究協議が行われた。高橋直樹指導主事が

参加した。 

■ 県内教育センター、教育研究所等との連携  

県内４つの教育センターと、行政枠を超えて研修受

講者を受け入れるための調整を行った。また、横浜国

大教育人間科学部附属教育デザインセンターの客員教

授を高橋直樹指導主事が務め、連携を深めた。 
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人事と予算 

◆平成 24 年度の教育研究所は、所長および職員の

15人で組織した。係長として金子裕樹が市民部窓口

サービス課から、指導主事として関口満が荻野小学

校から、美術館運営課から横川由美が着任した。 
 主査の草野純也が総務部情報システム課係長に、

指導主事の伊藤英幸が荻野小学校総括教諭に、指導

主事の長谷川貴子が大塚台小学校教諭に、主任の神

崎智子が土木部傾斜地保全課へ異動した。 
非常勤職員は、五ノ井文男が退職した。研修補助

として相場俊広が、理科教育として伊藤満が着任し

た。 
臨時職員は、猪俣友洋が退職した。後任に藤島邦

喜が着任したが７月末に退職、後任に山本実が着任

した。 
長期研修員として津久井小学校教諭橘恒仁が着

任した。 
 

◆人的構成  
所  長   新倉邦子（教育研究所の総括） 
主査・指導主事   
 高橋日出夫（研究・研修担当の総括） 
係 長 金子裕樹（ICT活用推進係の総括） 
 〃   若山信之（管理運営係の総括） 
指導主事  増田喜明（研究・研修） 
 〃   高橋直樹（研究・研修） 
 〃   原口尚延（研究・研修） 
 〃   白井宏一（理科教育） 
 〃   田島信幸（校務支援運用・推進） 
 〃   重田 太（校務支援運用・推進） 
 〃   関口 満（情報教育） 
主 任 濱田広治（管理運営） 
 〃   本石篤志（ICT活用推進） 
 〃   林 聡久（ICT活用推進） 横川

由美（管理運営） 

非常勤職員 赤池由記子（研修事務） 
 〃   伊藤 満（理科教育） 
  〃 大久保静香（教育史，よこすか 

          教師塾） 
〃 鈴木安則（学校・学級経営相談， 
         よこすか教師塾） 
〃 相場俊広（研修補助・よこすか 
   教師塾） 

 〃   柏木崇子（教育情報化支援） 

非常勤職員 千葉和恵（教育情報化支援） 
 〃   渋谷 香（研究・研修補助） 
臨時職員 藤島邦喜 （７月末退職） 
 〃   山本 実 （９月着任） 
 加藤美由紀 
   〃  雑賀奈津子 
 〃   河合陽子 
 
◆教育研究所運営委員 

＜委 員 長＞ 大場智和（浦賀中学校長） 
＜副委員長＞ 岩上一成（小原台小学校長） 
＜委  員＞ 外川昌宏（横須賀総合高等学校長） 
＜ 〃  ＞ 濱田芳子（衣笠小学校長） 
＜ 〃  ＞ 山下 実（長沢中学校長） 
＜ 〃  ＞ 小峰憲弘（教職員代表） 
＜ 〃  ＞ 渡辺 文（教育指導課長） 
 
◆予算 （平成24年度当初予算） 
合計  517,571 

・給与費  161,711     

・教育調査研究事業費  425  

・資料情報提供事業費  1,756   

・理科教育研修費  1,034 

・情報教育研修費  3,502 

・よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 262,549  

・ICT活用教育推進事業費  48,211  

・教員研修事業費  6,525  

・学校・学級経営相談事業費  78  

・教育研究所管理運営費  31,780  

           （単位千円） 
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指導の目標と重点 
学校には、子どもの「生きる力」を育成すること 

が求められている。また、本市では、平成22年度に

「横須賀市教育振興基本計画」を策定し、育てたい

「横須賀の子ども像」として新たに【人間性豊かな

子ども】を掲げ、学校・家庭・地域で連携して子ど

もを育むことを目指している。 

 
【人間性豊かな子ども】 
○自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けてい
る 

○生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持
っている 

○心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 
○自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力し
ている 

○社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に
貢献している 

○郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

◆指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画「学校教育編」の４つ
の目標を基に、学校としての「指導の目標」を掲げ
るとともに、これらの目標を実現するための取組も
示した。 

１ 子どもの学びを豊かにする 

(1)学校教育目標の実現に向けて、創意工夫を 

生かした教育課程を編成する 

(2)教科等の指導内容の確実な定着を図る 

(3)健康の保持増進と体力の向上を図る 

(4)学び合い、互いに高め合う集団を育成する 

(5)一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育 

を充実させる 

２ 学校の組織力や教職員の力を高める      

(1)教育活動が有効に機能する組織づくりに努 

める    

(2)組織的な校内研究・研修、自己研修を充実 

させる 

３ 学校・家庭・地域で連携して子どもを育む  

(1)家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築する  

(2)地域の教育資源や学習環境を一層活用する 

(3)学校間や関係諸機関との連携を図る 

４ 教育環境を整備し、充実させる  
(1)安心して生活できる安全な環境を整備する 

(2)学習環境を整備し、効果的に活用する 

                      ◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示し

た重点課題、また本市の学校や子どもの実態を踏まえ、

学校と教育委員会が重点化して取り組むべきことを、

本年度の「指導の重点」として次の２点に設定した。 

重点１ 

「組織的な取組により、学力の向上を図る」 
 
平成21年度より、「学力向上に向けた組織的な取組

を推進する」を重点として位置付け、取組の推進を図

ってきた。各学校では、計画的・継続的に取組を進め

てきている。今後も共通理解のもと、各学校、市全体

として組織的に取り組むことで成果が期待できる。 

そこで、引き続き本年度においては、子どもに「確

かな学力」を育むために、基礎的・基本的な知識・技

能の定着、思考力・判断力・表現力の育成、学習意欲

の向上、学習習慣の確立を目指し、次のような取組を

行う。 

○計画・実践の検証方法確立と、検証結果を踏まえた

工夫改善 

○取組内容の重点化と取組の構造化 

○学びの系統性・連続性の重視 

○家庭・地域との連携 

重点２ 

「人との関わり合いを大切にして、認め合い高め合う
関係を築く力を育てる」 
 
学校では、子ども一人一人が、自立して自信をもっ

て社会で生きていくことができるように様々な教育活

動に取り組んでいる。しかしながら、社会の変化、価

値観の多様化等を背景に、子どもの現状として、人間

関係を形成する力の低下、自分自身をコントロールす

る力や自分に対する自信の欠如、規範意識の希薄化等

が指摘されている。 

 このような状況においては、今まで以上に学校教育

では、子どもが自分自身に関することのみならず、他

者や集団、社会との関わりに意欲と関心を持つことが

できるような実践が求められている。 

 そこで、学校教育における「生きる力」の育成の基

盤となる学級、学年をはじめとする集団に改めて目を

向け、教職員の共通理解を図り、子どもの実態に応じ

て次のような指導を充実させる。 

○人と関わるよさや集団で活動する価値を、実感する 

ことができる指導 

○集団や社会と関わることを通して、子どもに規範意 

識や社会性を身に付けさせる指導 

○一人一人が他者の考えや思いを理解し、集団の一員 

として自分の力を発揮することができる指導 

学 

校 

教 

育 
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 教  科  
 平成 24 年度、本市は「組織的な取組により、学力の向上を図る」「人との関わ

り合いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力を育てる」の２点を指導の

重点に掲げ、人間性豊かな子どもの育成をめざしてきた。 

各学校は、自らが作成した学力向上プランのもと、組織的に学力向上に向けて

の取組を推進し、また、学校関係者評価を取り入れた学校評価の積極的な取組や

キャリア教育への取組、さらに学校教育支援ボランティアを活用した取組など、

創意ある教育課程の編成と魅力ある教育活動の実践を進めてきている。 

また、研究委託の具体的な内容として、「教科等研究」「言語活動の充実」「指

導と評価」「支援教育」「学力向上」「登校支援」等の取組が各学校で積極的に

進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

 

国    語 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、「読むこと」における説明的な文章

を題材にした授業提案を行った。２日目は、「書

くこと」における文書提案を行った。 

〔中学校〕 

１日目は、「伝統的な言語文化と国語の特質に

関する事項」を「読むこと」及び「書くこと」に

位置付けて授業提案を行った。２日目は、「書く

こと」における文書提案を行った。 

◎夏季研修講座 

８月９日に、青山学院大学教授小森茂氏に、「な

ぜ『言語活動の充実』なのか～言語活動を通して

国語の力を育成する授業のあり方～」をテーマに、

これからの国語科指導の在り方について多くの示

唆をいただいた。 

◎小学校国語研究会 

研究テーマは次のとおりである。 

「適切に表現する力、正確に理解する力の育成

を図る授業作り～言語活動の充実を通して～」 

領域別の研究組織を構成して、例年行っている

夏のワークショップに加えて、前年度に引き続き

本年度も領域別基礎講座や研究授業、実践交流等

を通して、数多くの成果をあげた。また、課業時

間外に自主的学習の場「国語塾」を運営し、教員

のニーズに答えた実践的な学習会を行った。 

◎中学校国語研究会 

『「伝え合う力」を育む国語科教育の創造 

～社会生活の基盤となる言語能力の育成～』 

このテーマに基づき、授業研究部（「話すこと・

聞くこと」領域・「書くこと」領域・「読むこと」

領域）、伝統的な言語文化研究部の組織的な活動

の中で研究授業や提案発表に取り組んだ。 

また、本年度も小中学校の研究会合同で、年度

末研究発表会をもち、現在求められる力・実践研

究について学習会をもった。 

 

社    会 

〔小学校〕 

平成 24 年度研究テーマは、前年度に引き続き、

「社会とのかかわりを実感し、自分自身を考えて

いく社会科学習」である。社会的事象と自分の生

活とのかかわりに気付き、社会的な見方・考え方

を広げ、将来にわたって自分と人、さらに社会と

のよりよい関わりについて考えられるようにする

ことを大切にした研究を行った。 

教育課程研究会の１日目は、池上小学校の加藤

拓也教諭の公開授業、３年「わたしたちのまちは

どんなまち」をもとにした研究協議会が行われた。 

教育課程研究会の２日目は、第１部として、野

比小学校の松田敏幸教諭から、４年「火事を防ぎ、

地震にそなえる」の実践提案が行われ、第２部と

して、城北小学校の若林啓之教諭による「副読本

『よこすか』を活用した授業作り」の提案を基に

グループ協議を行った。 

夏季研修は、７月 27 日に時代考証家の山田順子

先生に「江戸にくらす～時代考証家に聞く昔の人

の本当の暮らし」というテーマで歴史を学ぶ楽し

さについてのご講演をいただいた。 
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〔中学校〕 

平成 24 年度研究テーマは、『生徒を主人公とす

る授業の創造～主体的に思考する・判断する・表

現する力を促す指導の充実～』である。生徒の関

心・意欲を高めながら着実な知識・理解を促し、

これをもとにしっかりとした思考へとつなげ、適

切に表現する単元計画や評価等についての研究を

行った。 

教育課程研究会の１日目は、馬堀中学校の川瀬

智晴総括教諭による２年の地理的分野「中世を大

観する」授業の提案をもとに研究協議会が行われ

た。 

教育課程研究会の２日目は、常葉中学校の岡田

祐之総括教諭による「生徒の「考える力」「表現

する力」を高める授業と評価のあり方」の文書提

案を基に、評価についてワークショップ型のグル

ープ協議を行った。 

 

算数・数学 

◎研究テーマ 

〔小学校〕 

「学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして」 

・基礎・基本の確かな定着を図る。 

・算数的活動を通して、自らが課題を持ち、見方  

考え方を育てる。 

・目標の明確化とそれに応じた指導と評価をする。  

・効果的な少人数指導の実践と検証をする。 

・確かな学力の定着の検証をする。 

＜24 年度重点目標＞ 

 「算数的表現を用いて、自分の考えを整理し、 

互いに学び合う力を育成する」 

〔中学校〕 

「学び合いを通して、数学的な見方や考え方の育成」 

 ～学び合う喜びを感じとれる授業の創造～ 

 ＜育てたい姿＞ 

・数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の学習して

きたことを振り返ろうとする態度を育成する。 

・自ら課題を見つけ、その課題を解決しようと

粘り強く取り組む態度を育成する。 

・学び合いの中で、育まれた数学的な見方や考

え方を深めようとする態度を育成する。 

・数学的な見方や考え方を活用して問題解決し

ていこうとする態度を育成する。 

・数学的な方法によって、伝えようとする態度 

を育成する。 

◎教育課程研究会 

 小学校は野比東小学校より「中学校へのかけ橋を

使った実践を通して｣、平作小学校より「自分の考

えを分かりやすく表現できる子を目指して」、中

学校は、不入斗中学校より「学び合いを通して、

数学的な見方や考え方の育成」、研究部（「数と

式・統計」領域）より｢文字の有効性を感じること

のできる授業の創造｣の文書提案を基に研究協議

を行った。 

◎夏季研修講座 

 常葉学園大学教授 黒澤俊二先生の講演会を実

施した。 

◎第 61 回神数連大会 

 横須賀大会を開催した。 

 

理  科 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「子どもの思いを大切にする問題解決の学習 

～思考をうながす言語活動～」を研究テーマに、

１日目は小原台小学校の庭田教諭による研究授

業、２日目は浦郷小学校の中村教諭と豊島小学校

の大橋教諭による文書提案が行われた。 

１日目は、言語活動の充実を図るための手立て

について提案する研究授業であった。 

２日目は、問題解決の活動に取り組むことの意

義、問題解決の活動と言語活動との関連を図った

授業づくりについての提案が行われた。 

〔中学校〕 

「響き合い深め合う 学びを拓く授業の創造」

を研究テーマに、１日目は常葉中学校の小泉教諭

の模擬授業による提案、２日目は鷹取中学校の細

貝教諭と田浦中学校の関根教諭による文書提案が

行われた。 

１日目は、机上の学習で終わりがちな「遺伝」
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の単元で、どのように実験・観察を通した体験を

組み込むかという課題について、メダカを用いた

単元構成が提案された。模擬授業による提案をも

とに、活発な協議が行われた。 

２日目は「思考力・表現力を高める授業の在り

方」という柱を定めて提案・協議を行った。提案

資料には、子どもたちの書いたノートやワークシ

ートの記述内容がふんだんに盛り込まれ、思考の

様子を見取る手立て、そこから見えてくる子ども

の思考の状況などがよくわかり、今後の実践の参

考となった。 

◎小学校理科研究会 

中・高各学年ブロック別に研究が進められ、研

究授業が実施された。また、教師向けの研修会や、

「横須賀子ども科学賞」上位入賞者の発表会など、

理科への興味関心を高める活動が行われた。 

◎中学校理科研究会 

研究会主催の授業研究会や研修会を実施し、授

業力の向上を図る取組が行われた。また「神中理

横須賀大会」に向けて、研究テーマの吟味、提案

内容の検討、教材研究などが行われた。 

 

生 活 科 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「楽しむ・はたらきかける子どもを育てる生活科」 

＜１日目＞ 

大楠小学校、第２学年「ふしぎ たんけん ふ

れあい たんけん」の授業を通して研究を深めた。 

 ねらいは、自分たちの町の探検を通して、町で

生活したり働いたりしている人や町の様子などを

調べることで、自分たちと地域との関わりに関心

をもち、気付いたことや思ったこと等を身近な人

々と様々な方法で伝え合う活動を行い、関わるこ

との楽しさが分かり進んで交流することができる

ようになることである。この研究単元では、内容

（３）「地域と生活」を中心に構成している。 

大楠小学校の学区は広く、地域で暮らす人々、

自然・施設や産業など様々な特徴があり、自分の

住んでいる地域との違いから様々な発見をしてほ

しいと考えた。また、新しい発見や探検の楽しさ、

知っていることを教える楽しさも味わわせたかっ

た。伝え合う活動を工夫して、身近な人々と関わ

ることの楽しさが分かり、進んで交流できるよう

にすることを目指した。 

協議では、子ども同士が自分の発見を伝え合う

ことについて、多く議論された。繰り返し探検を

行い充実させることと、探検に行く時に、教師の

「五感を働かせて見つけよう。」という投げかけ

たことにより、探検の視点が明確となり、子ども

が自信をもって探検についての交流活動が行えた

のだろうという意見が出された。またその中で、

子どもが伝え合う姿を教師がタイミングよく価値

づけることが大切であることが確認された。 

＜２日目＞ 

２本の文書提案がなされた。 

一つ目は、野比小学校第２学年「気付きの質を高

める授業づくり～「おもちゃづくり」の単元を通し

て、科学的な見方・考え方の基礎を養うことをめざ

して～」である。この研究単元では、身近な自然

を利用したり身近にあるものを使ったりなどし

て、動くおもちゃを作り、その面白さや自然の不

思議さに気付き、みんなで遊びを楽しもうとする

単元である。これは、３年生の理科内容Ａ「物質

・エネルギー」での単元と深い関わりを持つ。様

々な事象と十分に触れ合い、体験を積み重ねてお

くことが、次年度の理科に生きると考えた。子ど

もが自ら見つける・比べる・たとえるなどの活動

が行えるような工夫を行い、気付きの質を高める

ようにすることで、科学的な見方・考え方の基礎

を養うことができると考えた。活動を通して、身

のまわりのものへ関心を寄せたり、自然物に疑問

を抱いて追究したりする姿が生まれることを願

い、単元を構成した。 

 協議では、おもちゃづくりは、子どもにとって

楽しい活動であり、夢中になって遊ぶ活動をたく

さん行った中から願いや思いが生まれ、様々な気

付きが生まれてきていることが意見として出され

た。また、活動だけで終わるのでなく、教師がそ

の気付きに価値付けを行うことが大切であること
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も共通理解された。 

 二つ目は、大楠小学校第１年「小１プロブレムの

解消を目指したスタートカリキュラムの取組」で

ある。 

入学後間もない子どもたちが、学校生活への適

応が図られることを目指して行った取組である。

この取組の中でも、単元名「がっこう だいすき」

を取り上げて提案が行われた。友だちと仲良くな

るために、自分の名前を書いたカードを交換する

ことを目的として、名前を書く練習をする。これ

は、生活科・国語・特別活動の合科である。また、

小１プロブレムの解消をめざした学級づくりとし

て、教室内の環境や日常生活に生かされる学習の

進め方の工夫をした。さらに、人との関わりが大

きく、保護者や地域の方々にも協力を得た。 

協議はグループで行い、スタートカリキュラム

への理解を深められるようにした。学習意欲を持

続させるために合科的な学習を取り入れ、１つの

活動から広げていく組み立て方が大切であること

が出された。また、年間指導計画の見直しを図り、

学校の状況に合わせてスタートカリキュラムを学

校体制で作り、小１プロブレムの解消に繋げてき

きたいという意見もあった。 

 

音  楽 

◎教科テーマ 

〔小学校〕 

「音をつなぐ、心をつむぐ」 

―音楽的な高まりをめざし、 

生涯にわたり音楽を楽しめる子を育成する― 

〔中学校〕 

「幅広い音楽活動を通して、 

生涯にわたって音楽を愛好する心情を育てる」 

―３年間を見通した指導と評価の工夫・改善― 

◎教育課程研究会 

＜１日目＞ 

〔小学校〕 

２年「リズムにのってあそぼう」（汐入小学校） 

 今回の学習指導要領で重要視されている「音楽

づくり」の授業実践の提案であった。  

低学年における「音楽づくり」の活動では、音

遊びや簡単な音楽づくりを十分に楽しむことが重

視されている。本提案では、動物に関連する楽し

い曲にふれ、体を動かしたり、言葉遊びをしたり、

２拍子や４拍子の流れにのってリズム遊びをす

る。また、歌のリズムに合わせた手拍子やリズム

打ち、つくったかけ声を入れるなど、自分たちで

つくりかえていくという発展的な学習も行う授業

実践が提案された。 

〔中学校〕 

「和楽器（三味線）に親しもう」（武山中学校） 

三味線の特徴を感じ取り、基礎的な奏法や読譜

の方法を理解した上で鑑賞することで、音色や演

奏の特徴を感じ取ることができるという提案であ

った。 

この題材では長唄三味線の基本的な奏法を身に

つけ、奏法を工夫することによって表現される音

色や雰囲気を感じ取り、自ら工夫して演奏するこ

とができるようにねらいをもっておこなった。 

１年次には箏、２年次にはギターを学習させ、

三味線は一人１丁をそろえる事ができたので体験

学習の効果は大きかった。 

＜２日目＞ 

〔小学校〕 

「ボイスアンサンブルにより音の重なりや組み合

わせを楽しむ音楽づくり」  （根岸小学校） 

 音楽づくりを通して子どもたちが音楽のよさや

面白さを感じ取り、つくって表現することの楽し

さを感じながら活動することを大切にしてテーマ

に迫った授業実践の提案であった。 

題材の流れは、簡単なリズム遊びからはじめ、

楽しむことで、学習への意識を高めるように構成

されており、言葉やリズムなど音の重なりを工夫

してボイスアンサンブルをつくる活動を行った。 

お互いがつくったアンサンブルを聴き合い、音

楽の縦と横の関係を聴き取ったり、音の重なりや

組み合わせを楽しんだりして表現の工夫する子ど

もの姿がみられた。 

〔中学校〕 

「器楽領域における思考力・判断力・表現力の育
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成『和楽器に親しもう』の展開」 

（器楽部会・武山中学校） 

（６月の授業とその後の実践について） 

和楽器の授業は、生徒に先入観・苦手意識が少

なく、本物の楽器に興味が持てること、音楽的特

徴を感じ取ることや奏法の工夫ができるなど活動

しやすく、他領域との関連も持たせることができ

るという提案であった。授業実践では、学習カー

ド、座席チェックシートを活用し、それらの内容

から評価の観点へとつなげ見取ることができた。 

今後の課題として、活動の見取りや時間配分な

ど、授業展開の工夫があげられた。 

「９年間の学びの中で『思考力・判断力・表現力』

を深めるための授業展開」 

（小中の学びをつなぐ研究委員会） 

９年間を通して学びの系統性・連続性を重視し、

思いや意図を考えさせ、繰り返して段階を追って

いくことで、思考力・判断力・表現力等が磨かれ

さらに深めることができると考え、小学校でつけ

た力を中学校でどう育てていくか、小中の学びを

つなぐ指導資料は、学習指導要領を基に、９年間

にわたりどのように指導したいかがまとめられ

た。 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱部会、器楽部会、音楽づくり部会、鑑賞部

会で、研修研究。また、本年度は、音楽づくりに

ついての研修会も開催した。県連合音楽会には、

鷹取小学校、山崎小学校が参加した。 

◎中学校音楽教育研究会 

鑑賞部会で授業研究会、創作の授業づくりにつ

いて研修会が実施された。８月 19 日に「子どもの

ための音楽会」、８月 25 日に「中学校音楽研究会

音楽会」、10 月７日に「スクールバンドフェステ

ィバル」が行われた。県連合音楽会には、常葉中

・池上中学校が参加した。 

 

図画工作・美術 

◎研究テーマ 

テーマ「豊かな心を育てる造形教育―子どもに

よりそい、おもいをかたちに―～であう・あじわ

う・つくりだす～」に基づき研究を進めた。 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 

第１日目は、黒澤 正道教諭（北下浦小学校）が

「曲げて！ねじって！・・・そして！」を題材と

して映像メディアとの出会いをテーマに授業提案

を行った。２日目は、五島 永幸教諭（山崎小学校）

が、工作に表す「何ができるかな」を題材として

「造形遊びからの発展・学び合いを軸に」という

テーマで実践報告を文書提案にて行った。 

〔中学校美術〕 

１日目は、古谷 尚教諭（武山中学校）が「工芸

作品の鑑賞」を題材とし、他者を意識したデザイ

ンについて考えを深める授業の文書提案を行っ

た。２日目は戸上 史絵総括教諭（鴨居中学校）が

「学校におけるピクトグラムを考えよう」を題材

に、説明し合い批評し合う活動を制作活動の中に

組み込むことで、デザインにおける発想・構想を

深めていく活動の文書提案を行った。 

いずれも、新学習指導要領のねらいを踏まえつ

つ、特に学びの過程を意識した指導のあり方や〔共

通事項〕の視点、言語活動の充実を重視した指導

について扱ったものだった。 

◎夏季研修講座 

聖徳大学教授の奥村 高明先生をお招きし、「子

どもの世界を鑑賞するまなざし～図工・美術の現

場から～」というテーマで実技を交えたご講演を

いただいた。 

 

体育・保健体育 

 新学習指導要領の改訂の趣旨を理解しながら運

動領域、体育分野の要点であるア．指導内容の体

系化、イ．指導内容の明確化、ウ．体つくり運動

の充実、エ．運動の取り上げ方の弾力化、オ．知

識に関する領域の改善、保健領域、保健分野の改

訂の要点を踏まえ、指導計画・指導方法・評価の

工夫・改善についての研究・実践を行った。 

◎教育課程研究会小学校 

授業提案が６年生「器械運動」（マット運動、

浦郷小学校）では、指導と評価の一体化を図った
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学習の工夫について、文書提案は５年生「水泳」

（大塚台小学校）における指導内容を明確にした

学習の工夫について提案され、協議を深めた。 

中学校は、授業提案が２年生「武道」（剣道、田

浦中学校）における指導と評価の一体化を考えた

学習指導の工夫について、文書提案は１年生「体

育理論」（野比中学校）の実技種目との関連を図

った指導の工夫について提案され、協議を深めた。 

◎小学校体育研究会 

年間３回の授業研究会の開催をはじめ、各部が

実践研究を行った。また、県教育課程研究会では、

大澤照司教諭（長井小学校）県児童体力つくり研

究発表大会では、稲貴史教諭（望洋小学校）、県

学校体育研究連合会研究大会では、元榮一志教諭

（大塚台小学校）が提案を行った。 

◎中学校保健体育研究会 

各研究部が２年継続１年目の実践研究発表会を

行った。また、県生徒体力つくり研究発表大会で

は、市内研究部（教育課程）松永純也教諭（大矢

部中学校）下城塁教諭（神明中学校）が提案した。

関東ブロック東京大会には中体連と共に組織的に

参加した。 

◎市体力つくり実践研究発表会 

２年継続研究の２年目の平作小学校「どんな場

面でもできる体力つくり～授業・休み時間・食

事に関する取り組み～」、浦賀中学校「生徒の

体力向上の取り組みとその結果分析～体力テス

ト、保健室生活アンケートを通じて～」の実践

報告を行った。また、横須賀市児童生徒健康・体

力向上推進委員会担当部会から、各学校で活用で

きる資料を作成し配付した。 

 

家庭、技術・家庭 

〔小学校家庭科〕 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「よりよい生活を進んで創り出す子どもを 

めざして～なりたい自分・できる自分・生かす

自分」  

 

＜１日目＞ 

 荻野小学校において６年生の「思いを形に 生

活に役立つ物」の授業を行った。 

 題材のねらいは、５年生で身に付けた手縫いに

必要な基礎的・基本的な技能を生かし、自分のた

め家族のために必要なものを見つけ、使う人や場

面に合ったものを製作することで作る楽しさを実

感し、達成感を味あわせることである。 

 物を作ることは苦労や技術を伴うが、家族や友

達に認めてもらえたり、喜んでもらえたりするこ

とで、学習に意義を見出し、喜びにつなげていく

ようにしたい。そのために「誰のために」「どん

なものを」「どんな材料を使って」ということを

自ら考え計画を立て、製作することを経験させる

ことで、家族の一員として生活をよりよくしよう

とする実践的な態度を育てたい。 

 協議においては、丁寧な話合いや計画を小学校

で経験していると、中学校では「生活を豊かにす

るもの」というテーマで学習する際に更に高度な

作品や工夫を目指すことができるとの意見が出さ

れた。しかし、児童の思いを大切にすると製作種

類が広がり、種類の分だけ指導が難しくなるとの

課題も残った。今後はゲストティーチャ―や保護

者ボランティアを有効に活用できるとよい。 

＜２日目＞ 

「見直そう食事と生活のリズム～グットなリズム

でグットモーニング」 

自分たちの生活を見つめ直し、心身ともに健康

で豊かな食生活を送ることができることを目指

し、アンケート調査や「朝食調べ」を行ったあと

に、栄養バランスを考えて調理実習を行った夏島

小学校 6 年の取組が提案された。そのような実践

的・体験的な学習活動を取り入れたことで、朝食

を食べていなかった児童が朝食を毎日食べるよう

になるなど、生活に活かすことができるようにな

った。また調理実習を 3 組で行い、班の人数を少

なくすることで、主体的に実習に取り組むように

なった。学習のまとめとしてパンフレット製作を

行い、気付きや学びを振り返らせ、考えを深めさ

せることができた。協議では、パンフレットの作
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成が言語活動の充実にもつながっており、家庭や

地域を巻き込むこともできるという意見が出た。

家庭での実践によって、知識・技能の習得、達成

感や満足感を味わい、家庭生活の大切さに気付き

関心を持たせることができる提案であった。 

〔中学校技術・家庭科〕 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「生活に活きる実践力をはぐくむ技術・家庭科教

育」 

＜１日目＞ 

野比中学校より、技術・家庭分野の提案がされ

た。技術分野は 1 年の『材料と加工に関する技術』

で「両刃のこぎりの使い方」、家庭分野は 2 年の

『食生活と自立』で「日常食の献立～1 日分の献

立を考えよう～」の提案がされた。 

技術分野ではＣＤラックの製作で両刃のこぎり

の使い方を学習させる場面で、「なぜ？」の疑問

を「わかった！」の実感につなげるために、成功

例と失敗例を取り上げ、切った感覚・音・切り口

の様子などから考えさせる授業の工夫が提案され

た。 

家庭分野では栄養を考えた食事の計画としてオ

リジナル丼を作り、2 回の実習を通して、全体的

なバランスを考えることの大切さや難しさの実感

を伴って体験できるように工夫した。小学校の「1

食分の献立を考える」学びのつながりを意識した

取組であった。 

限りある時間の中で工夫し創造する能力の育成

をするには、課題解決的な学習をどこにどのよう

に位置付けるかを考えなければならない。また思

考力・判断力・表現力を育成するための手立ての

1 つとなる言語活動の充実については、話し合い

活動が中心になりがちだが、それが教科や題材の

ねらいを達成するための手段となっているか見極

めることが大切である。 

＜２日目＞ 

 技術分野・家庭分野共に大津中学校と大楠中学

校から文書提案がされた。 

技術分野は両校共に『材料と加工に関する技術』

の「工具の使用方法」として「かんな」と「差し

金」を用いて、材料に適した加工方法の知識や技

術を身に付けるための授業の工夫が提案された。 

製作に入る前に工具の使用方法を学習し、班で

学び合いと技能の高め合いを行った。  

家庭分野は『家族・家庭と子どもの成長』から

「ガイダンス」についてと、『衣生活と自立』か

ら「衣服と社会生活とのかかわり」についてが提

案された。ガイダンスでは、発達段階を踏まえ、

学習内容やねらいを理解させ、３年後に目指すイ

メージを明確に描けるようにしていた。また、衣

生活では、着る目的を考えさせるために、洋服と

和服の構成の違いを学び、特徴やよさについて考

えさせた。 

今後は学習した知識と技能を活用して、生活を

よりよくしようと工夫する力や生活の課題を解決

する力を身に付けさせるための研究に取り組みた

い。 

 

外 国 語 

◎教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学

習指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに、１

日目は、田浦中学校の鶴田教諭、奥田教諭、萩原

教諭による提案および協議が行われた。 

２日目は、浦賀中学校の萩原教諭、大矢部中学

校の龍崎教諭、衣笠中学校の平川教諭、公郷中学

校の萬俵総括教諭、池上中学校の早川教諭、常葉

中学校の岩佐教諭による文書提案が行われた。ま

た、小中の学びをつなぐ研究員会から、資料につ

ての説明が行われた。 

 １日目、２日目とも、新しい学習指導要領にお

ける英語科の課題である「各技能の総合的な指導

の在り方」や英語科における「思考力・判断力・

表現力等の育成の在り方」について、提案・協議

が行われた。 

＜１日目 提案テーマ＞ 

◆外国語活動の成果を生かした授業実践 

◆ネイティブスピーカーを効果的に活用した授業

づくり 
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◆主体的なリーディング（活動）を促し、複数技

能につなげる工夫 

＜２日目 提案テーマ＞ 

◆『コミュニケーションへの関心・意欲・態度』

の観点における指導と評価の実際   

◆週４時間体制で『より高めたい力』とは 

◆外国語活動との学びの系統性を意識した授業実

 践 

◎中学校英語研究会 

 各研究部がそれぞれの研究内容の趣旨を踏まえ

た研究や活動を行った。 

授業研究部、「スキルアップセミナー（研修）」

を５回開催し、新しい教科書の研究や様々な先生

方からのアイディアをもとに研究を深めた。また、

武山中学校における「外国人英語教員活用研究発

表」と併せて、研究会主催の授業提案および協議

を行った。 

 教育課程研究部は、教育課程研究会２日目にお

いて、各学校からのアンケート結果をもとに基調

報告を行った。 

会報部は、本年度の研究会の成果と課題を集約

した「会報」を作成した。 

◎外国人英語教員活用研究 

本年度は、以下の５校に外国人英語教員が配置

され、ネイティヴスピーカーの効果的な活用に関

わる研究を行った。 

坂本中学校 ・不入斗中学校・大津中学校 

久里浜中学校・武山中学校 

また、以下の授業者により、活用研究に関わる公

開授業および研究協議が行われた。 

坂本中学校 Daniel Francis 玉澤玲奈 

不入斗中学校  Candice Clarke   嘉山 透 

大津中学校 Christian Roscoe 中村 真理子

久里浜中学校 Joel Northan 鈴木 愛 

武山中学校 Florimel Watanabe 松本 竜生 

公開授業および研究協議を通して、ネイティヴ

スピーカーの効果的な活用について、理解を深め

ることができた。 

 

◎横須賀市英語教育推進プロジェクトチーム 

横須賀市の小学校・中学校・高等学校で実施さ

れる 12 年間の英語教育を充実・発展させるため、

『横須賀市の外国語（英語）教育の推進』に係る

取組について、分析・検証を行い、横須賀市の英

語教育の取組の方向性や方針について協議を行っ

た。 
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 教 科 外  

   教育の大きな変革期に対応し、さまざまな教育課題を解決するため、各研究 

  会は、研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行ってきて 

  いる。こうして得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重要な 

  ものとなっている。 

 

 

小学校道徳 

 本年度も「豊かな心で未来を拓く児童を育てる

道徳教育」を主題とし、昨年の課題である「人間

のよさ」を資料を通して学ぶという視点から、い

かに読み深めていくのかを意識し取り組んだ。 

 その中で道徳教育・道徳の授業についての悩み

を「Ｑ＆Ａ」として作成中である。また「資料を

どのように読んだらいいのか」を淑徳大学名誉教

授新宮弘識先生に、指導助言をいただきながら研

究を深めた。次年度も継続していく予定である。 

 教育課程研究会１日目は鴨居小学校で研究協議

のみ（台風の影響のため）２日目は夏島小学校と

沢山小学校が文書提案を、道徳教育連携推進講座

では粟田小学校が授業公開を行った。授業公開後

「小中学校における道徳教育のあり方」を新宮弘

識先生に講演していただいた。 

 

中学校道徳 
 本年度より、研究テーマを「心に響く授業づく

り－読み物資料の効果的な活用と工夫」(３年計画

の１年目)とし、市の指導の重点２を意識して研究

に取り組んだ。研究推進校による授業公開（池上

中学校・浦賀中学校）と文書提案（野比中学校・

常葉中学校）が行われ、各校の取組において、道

徳の時間において「人としての生き方やあり方を

考え、それを生活の中で実践できる力にどうつな

げていくか」を問う取組が発表された。 

 昨年同様、各校道徳教育推進教師を中心に、全

校体制で事前の準備（プレ授業・指導案検討等）

が念入りに行われていた。研究会として本年度、

「道徳授業づくりの学習会」を２回開催することが

でき経験の浅い先生方を中心に多数の参加者があ

ったことは大きな収穫であった。 

 

小学校特別活動 
 子どもたちによりよい人間関係の在り方を学

ばせ、自治的な活動を通して自主的・実践的な態

度を育てる特別活動は、「生きる力」を育成する

上で大変有効な領域である。そこで、本年度も「集

団活動の中で、関わり合う力を」～認め合い 高め

合える 関係づくり～を研究テーマとして研究を

進めてきた。本年度は、８月に学校行事の全国大会、

12 月に特別活動の関ブロ大会の提案への取組があ

り、研究実践の話合いが有意義に行われた。教育課

程では、１日目に５年のキャンプを取上げて学校行

事と学級活動との有効な連携の在り方についての

提案、２日目には、児童会活動に自発的に取り組ま

せるための「委員会カード」の活用について提案が

あった。これからも子どもたちに付けたい力を明確

にした指導と評価の一体化が課題である。 

  

中学校特別活動 
本研究会は「生徒が主体的に活動できる特別活動

はどうあるべきか」を研究テーマとして、学活研・

生指研・進路研の各研究部会が、それぞれの課題に

沿って研究を進めている。教育課程研究会では、１

日目に大楠中（生指研）が授業公開を、２日目は馬

堀中（学活研）と武山中（進路研）が文書提案を行

った。また県特別活動研究会相模原大会の学校行事

分科会では大楠中が防災教育の実践を発表し、高い

評価を得た。本年度は、生徒の自主的・実践的な態

度と想像力を育む活動の事例やよりよい人間関係

を形成する実践例等を基に研究協議を行い、研鑽を

深めた。今後も、各研究部会との連携を密にし、各

教科、道徳及び総合的な学習の時間との有機的な関

連を図り、全ての生徒に「生きる力」を培う教育活

動を展開していきたい。 

 

小学校総合的な学習の時間 
 前年度に引き続き、研究テーマを｢生きる力を

育てる総合的な学習～自ら学ぶ喜びを実感する学

習活動を目指して～｣とし、本年度の重点課題に

『探究的な学習につながるカリキュラムづくり』

を新たに位置付け、授業実践を通して研究を進め

てきた。 

 横須賀地区教育課程研究会においては、提案と

運営にかかわっての協力、８月には、観音崎フィ
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ールドレンジャーの方を講師に招いた研究会主催

の学習会（観音崎フィールドワーク）の開催、１

月には、望洋小学校（稲 貴史教諭）での授業研

究会を行うなど、より質の高い学びを創出する授

業を目指して研究・研修を深めることができた。 

 また、各校で参考となる実践事例集「総合的な

学習実践ガイド 2013 年度版」を作成した。次年度

の教科外総会で担当者に配付する予定である。 

 

中学校総合的な学習の時間 

 今回の改訂における総合的な学習の時間は、「基

礎基本は大事だけど、知識を活用する。」や「課題

を探究することが大事だ。」という両者のバランス

をとる方向になっている。今回のキーワードは「探

究と協同」で、特に探究にウエイトがかかっている。   
 そこで本研究会は、本年度より「地域性や学校の

特性をいかした探究的・協同的な学習を通して、学

び方やものの考え方が身に付けられるような指導

方法の追求」を研究テーマにした。各学校が課題と

なっている探究的な活動の実態調査を行い、探究的

活動への導き方を研究会として整理をし、啓発し

た。今後は、各学校で実践している行事や地域での

活動を通して、生徒に「～したい、～する」といっ

た自発的な考えを持てるようにすることが探究的

な活動に繋がることを教師間で共通理解を図り指

導にあたることが求められる。 

 

児童生徒指導研究会 

 前年度に引き続き「発達障害に対する学習・生

活面における支援のあり方」をテーマに「発達の

遅れがもとで学習困難になっている生徒への対

応」についての研修及び事例報告会を行った。研

修会では、構成的グループエンカウンターの実習

やユニバーサルデザインについての事例報告・実

践報告が行われ、積極的な質問や問題提起がなさ

れた。また毎年、総合高校にて行われている定例

研修会を４回行い「不登校・問題行動の児童生徒

への対応について」の事例報告をもとに、横須賀

共済病院のカウンセリング専門医馬渕佳代子先生

を講師として指導・助言をいただいた。 

少しずつではあるが、不登校の数も減少してい

る報告を受けている。今後も、不登校・問題行動

児童生徒減少に向けての活動を続けていきたい。 

 

特別支援教育 

本研究会は、「社会的自立を目指す指導」を共通

テーマにして、小・中学校（いずれも知的、自閉症

・情緒、肢体不自由、弱視が対象）、肢体不自由、

聴覚、視覚、難聴・言語、病弱、支援教育コーディ

ネーターの各研究部が、定例研究会・授業研究会・

施設見学会・研修会等を通じて、理解を深め研究を

重ねてきた。また、小学校の各部会での交流会・中

学校合同交歓会・宿泊学習（情報交換）・ふれあい

作品展（前年度より市主催）等の行事も実施し、児

童生徒が多くの仲間と楽しく元気に活動ができた。 

本研究会は組織が障害別になっているなど、改善

をしなければならない点が多い。次年度から支援教

育の本質により迫るためにも、小中学校を含めた地

域ブロックでの活動を基盤とする組織に改編を行っ

ているところである。 

 

情報教育 

情報教育研究会は、新聞教育・視聴覚教育・統

計教育の各研究部がそれぞれの活動を推進し、同

時に情報教育研究会として共通する活動も積極的

に行っている。夏のワークショップは神奈川新聞

社の佐藤将人記者に実際の取材をしている立場か

らの「記事の読み方・書き方」の講演をいただき、

多くの先生方や指導主事にも大変好評だった。 

各部の活動としては、統計グラフ指導者講習会、

コンクール入賞作品集作成、学校・学級新聞展、

授業研究会、研究会会報発行等を行った。新聞展

は会場が総合福祉会館に変更になったが多くの保

護者・市民の方に見ていただくことができた。 

授業研究はパソコンのソフトを使って 1 年生算

数の「時計のよみかた」を行い、ICT 機器の効果

を実感した。 

 １年間の活動の記録は紀要「わたしたちの情報

教育」として刊行する。 

 

学校図書館 

 本年度の活動は「豊かな心をはぐくむ主体的・

意欲的な読書活動の充実」を研究テーマに、授業

研究会、研修会、先進校視察等を実施した。また、

読書感想文・読書感想画の審査を行うとともに、

読書感想文集の発行や横須賀市読書感想画展を教

育委員会と共催した。 

 本年度の授業研究は、諏訪小学校の海部教諭に

よる「国語科 説明文を書くために学校図書館を

活用した学習」、北下浦小学校 川端総括教諭に

よる「学校図書館コーディネーターを活用した授

業」を行った。研修会では、「学校図書館の本の

簡易修理の方法」を元教育研究所学校図書館活性
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化担当古内さんより教えていただいた。先進校視

察は、大和市立林間小学校を見学し、読書に親し

む環境作りや様々な読書活動の工夫を学んだ。 

 

学校保健 

 学校保健研究会は、健康安全部会と養護教諭部会

がともに「生きる力」を育む研究活動に取り組んだ。

健康安全部会は「組織的・計画的な学校保健・安全

教育の進め方」のテーマのもと、前年度から全ての

部会で安全、防災をテーマに研究を進め、本年度は、

より実効性のある防災教育等に力点を置き、３部会

及び７部会が研究発表を行い、熱心な協議が行われ

た。授業研究会では、野比小学校の中島由起子養護

教諭（T1）と伊藤規子教諭の（T2）で「けがの防止」

の授業公開を行い、授業後の協議も熱心に行われ

た。 

 また、養護教諭部会では、部会再編２年目という

ことで、研究も継続され、研究協議会において、健

康教育、教材研究、健康課題等について有意義な討

議や情報交換が行われた。 

 今後も各部会ともに、児童生徒の実態に即した研

究を深めていきたい。 

 

国際教育・小学校外国語活動 

本研究会は、「国際性豊かな児童・生徒の育成―

ちがいを知り認め学び合う子ども・英語を通じて積

極的にコミュニケーションを図ろうとする子ども」

をテーマに研究を進めた。６月の教育課程研究会で

は、走水小学校の佐々木崇浩教諭、高木菜穂子総括

教諭と ALT による公開授業から「進んで話す、聴く

態度を育てる授業づくり」について、８月は、城北

小学校の荒井美保教諭等の提案による「高学年の児

童が主体的に取り組むための手だて」、長井小学校

の加藤敦子教諭等による「子どもたちが達成感を感

じる外国語活動のあり方」の二つの実践報告に基づ

いて協議を深めた。 

また、授業研究部の活動として、11 月には国際

教育の視点で、武山小学校の小和田直樹教諭による

国際理解教育の授業、１月には、外国語活動の視点

で、桜小学校の長島涼教諭と ALT トレーナーによる

小学校３年生の公開授業および研究協議の場を設

定した。その他、調査研修部は、１月に国際教育コ

ーディネーターの平塚淑子氏を講師として招き、

「外国につながりのある児童生徒への指導と支援」

をテーマに、支援教育の観点から、日本語や文化の

理解に励む外国籍児童生徒への支援の在り方を学

ぶ研修会を実施した。 

 

食教育 

 食教育研究会の研究主題は「豊かで楽しい学校

給食をめざして」である。この研究主題に基づい

て、好ましい人間関係の育成を図るための給食指

導の研究と、よりよい食教育を進めるための栄養

指導の計画と実践に取り組んでいる。 

 本年度は、鷹取小学校６年の授業実践（家庭科

「まかせてね今日の食事」）をもとにして、ねら

いや評価、実践化などの話合いをもち、研究を深

めた。子どもたちが考えた家族が喜ぶ一食分の献

立が、栄養のバランスや視覚的な面などからどう

なのか、また、食事作りに欠かせないポイントは

何なのか話し合った。授業研究は毎回栄養教諭（栄

養士）と学級担任で授業を行っているが（TT）、

両者の良さを生かした授業の在り方についても研

究を重ねていきたい。 

 

学校事務 

 事務研究会では、世代交代の中での学校事務を 

「どのように継承していくか？」が課題であるた

め、「継承と変革～明日につなげる学校事務～」

とテーマを設定した。部会ごとのサブテーマに沿

って自由な発想や形式で、次年度までの２年間で 

研究をすすめている。 

 １部会 最新版新採用事務職員ハンドブック 

 ２部会 学校事務の現状と未来像  

 ３部会 学校で働く非正規職員の仲間たち 

     ～雇用の現実を職として学ぼう～ 

 ４部会 あなたの悩み解決します 

 ５部会 年度初めの仕事マニュアル 

経験豊富な世代が伝え教え、若い世代の感性やス

キルと連携させ、日常の事務実践に生かせるよう

にしていきたい。 
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小学校校長会 

本年度の研究テーマは、「確かな学力と豊かな心、

健やかな体で主体的に生きる児童の育成」とし“学

校経営上の諸問題と校長のリーダーシップ”をサ

ブテーマとし研究を進めてきた。 

組織は、３研究部（学校経営・教育課程・児童課

題）、３対策部（施設予算・健康安全・修学旅行）、

１特別委員会の７委員会体制で各テーマのもと研

究に取組、成果を冊子等にまとめた。 

本年度、地区管理運営研究会で教育課程委員会・

健康安全委員会が発表し、県校長研究会で教育課程

委員会が発表を行った。教育問題研究会で、特別委

員会が、防災について発表した。 

特に本年度は、子どもたちと向き合う時間の確保

ためにも学校経営上、市レベルの標準化・共通化共

有化に取組、確実に前進させた。 
 
 

中学校校長会 

 新学習指導要領の完全実施年にあたり、各校と

も特色ある学校づくりの教育課程に取り組んだ。

校長会としても「人間性豊かな子ども」の育成を

目指し、新しい時代の流れ、特に教育の将来を展

望しつつ、地球的視野に立って学校教育の充実・

改善を図るべく、組織的に研究・研修に取り組ん

だ。その成果として、各校実態に即した実践に繋

げられたことは意義あるものであった。 

しかしながら、「学力向上」や「子どもと向き

あう時間の確保」に向けた取り組みをはじめ、「い

じめ」・「体罰」の問題など、課題は山積してい

る。次年度に向け、更に学校教育の充実が図れる

よう学校運営を展開し、信頼ある学校づくりに努

めていきたい。 

 

 

小学校教頭会 

「豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざ

して」という研究主題のもと、教頭力の向上を図る

ための取組を精力的に行ってきた。全教頭が、教育 

課程・研究・調査・小中連携委員会に分かれ研究

を推進し、本年度は、プロジェクトチームを立ち

上げ「思考力・判断力・表現力の育成を中心とし

た授業づくりのために」指導・助言のポイントと

いう冊子を作成した。これは、各教科や教科外な

どにおいて指導のポイントが掲載され、授業や学

級経営に使えるようにまとめたものである。各学

校の授業づくりに役立ててもらいたい。 

また、今年度は、教育長に、全部会教頭会に来

校していただいたことに感謝申し上げます。 

教頭会の取組に対して、学校教育賞、実践企画

部門の「教育振興賞」をいただくことができた。

今後も、教頭力を高め、関係機関との連携を大切

に学校の教育課題の解決に努めていきたい。 

 

 

中学校教頭会 

役員会と５つの対策委員会が年間計画に基づき

企画運営・研究にあたった。 

 日常的な情報交換を継続的に行うとともに、定

例教頭会では各対策委員会からの報告や必要に応

じた研修や事例研究を通して、教頭としての力量

を高め、円滑な学校運営の改善を図った。 

 県教頭会では、市教委の全面的なバックアップ

をうけ、～人との関わり合いを大切にして、認め

合い高め合う関係を築く力を育てる～「美しく生

きる」をテーマに２年間研究をしてきた成果を発

信することができた。また、「きまり」について

市小学校教頭会と合同研修を行い、理解を深める

ことができた。逗葉三浦地区中学教頭会と連携・

協力し、横浜国大の高木展郎教授より「学校組織

としての授業」のテーマで研修し成果をあげた。 
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特 別 支 援 教 育  

 

１ 特別支援教育の動向 

（１） 市立ろう学校は、幼稚部２学級、小学部４学級、

中学部１学級、高等部２学級となり、合わせて９

学級となった。 

市立養護学校は、小学部単一学級２学級・重複

学級８学級・訪問教育０学級、中学部単一学級１

学級・重複学級６学級・訪問教育０学級となり、

合わせて17学級となった。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級     46校47学級 

   自閉症・情緒障害特別支援学級 45校47学級 

   肢体不自由特別支援学級    ９校 ９学級 

   視覚障害特別支援学級     １校 １学級 

   病虚弱特別支援学級      ２校 ２学級 

（４）中学校の状況 

知的障害特別支援学級     23校24学級 

   自閉症・情緒障害特別支援学級 23校26学級 

   肢体不自由特別支援学級    ４校 ４学級 

   視覚障害特別支援学級     １校 １学級 

（５）第２回児童生徒ふれあい作品展 

11月30日（金）～12月３日（月） 

横須賀市文化会館 

  来場者総数 ： 1,247 人 

（６）第35回中学校合同交歓会（特別支援学級） 

10月12日(金)      南体育会館 

（７）支援教育コーディネーター 

支援教育コーディネーターの研修と情報交換の

ために「支援教育コーディネーター連絡会」全

体会を５回、地域別グループ会を1回の合計6回

開催した。全体会の中では、幼稚園・保育園の発

達支援コーディネーターの参加する回も設定し、

機関連携や支援教育の体制整備と充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

２ 就学教育支援委員会の活動 

「就学教育相談会」および「通級相談会」を開催し、

園児・児童・生徒の学校での支援内容や進路について

の審議を行った。 

（１）就学教育相談会    20回： 225人 

（２）通級相談会      ４回  ： 44人 

 

３ 支援教育夏季研修 

（１）８月１日（水）   SEAホール 

  「 ユニバーサルデザインを活かした授業 」 

 【講師】 

   筑波大学附属小学校 

              桂  聖  先生 

（２）８月１日（水）    ヴェルクよこすか 

  「 児童生徒理解のための 

アセスメントを生かした学級づくり 」 

 【講師】 

   逗子市教育研究所 所長 

              鹿嶋 真弓 先生 
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人  権  教  育  

 

 人権は、人が人であることに基づいて、生まれなが

らにして当然に有する権利である。 

 平成12年の「人権教育及び人権啓発の推進に関する

法律」に基づき、平成14年３月に「人権教育・啓発に

関する基本計画」が閣議決定され、さらに、平成 16

年６月には人権教育の指導方法等に関する調査研究会

議より「人権教育の指導方法等の在り方について」の

第一次とりまとめ、平成18年１月に第二次とりまとめ

が、そして平成20年３月に第三次とりまとめが出され、

今まで以上に人権尊重の精神を貫いた実効力のある教育

が求められている。 

 人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自由

であり、平等であるという人類普遍の原理を実現する

ために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性について

の自覚を深め、人と人との間に存在する実践力を育成

するところにある。 

 人格の完成を目指す教育が、人権問題の解決に大き

な役割を果すものであることを深く認識し、人権教育

のさらなる推進に努めているところである。 

 今年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした研

修講座３回と、２年を１つの期間とした人権教育指導

者養成講座を年３回開催した。 

 

■ 人権教育担当者研修講座 

 １回目  ５月30日（水） 

 「学校から考える人権教育」 

   教育指導課 人権教育担当指導主事 

 

 

 

２回目 ７月24日（火）～８月10日（金） 

 ※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

  1講座を選択 

 

３回目 12月11日（火） 

「学校現場におけるセクシュアリティ」 

  宝塚大学 看護学部 

准教授 日高庸晴 

 

■ 人権教育指導者養成講座（８期１年目） 

１回目 ６月13日（水） 

「人権教育の視点を生かした授業づくり①」 

教育指導課 人権教育担当指導主事 

 

２回目 10月31日（水） 

「人権教育の視点を生かした授業づくり②」 

教育指導課 人権教育担当指導主事 

 

３回目 ２月13日（水） 

「人権教育の視点を生かした授業づくり③」 

   教育指導課 人権教育担当指導主事 
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 移 管 事 業 の 推 移  

【学校図書館活性化事業】   教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 本年度は、２名の非常勤職員は小学校４校、中学

校２校に1年間週に 1日ずつ勤務した。臨時職員２

名は、学校からの要請に応じて随時訪問し、学校図

書館の支援を行った。 

（１） 非常勤職員派遣校の取組 

・授業に活用するための資料の収集、魅力的なコー 

ナーづくり 

・書棚や閲覧机の配置替えなどの環境整備 

・児童が図書を積極的に利用できるような配架や表 

示の工夫 

・図書館ボランティアと連携し、図書館活性化への

支援 

 

（２）訪問派遣の内容 

 要望のあった13校を 70回訪問した。支援内容は、

次のとおりである。 

・分類表、表示板、案内図の作成 

・本の配架、配置についての支援 

・魅力的な本のコーナーづくり 

・本のラベル貼りや修理 

・新着図書や廃棄など、効果的な本の整理方法 

 

２ 司書教諭研修講座 

本年度発令された司書教諭を中心に、司書教諭以

外の希望も募って実施した。 

回 内容 講師 日時 

1 

 

子どもが育つ 

学校が変わる 

 学校図書館活用 

教育 

元山形県鶴岡市立 

朝暘第一小学校 

学校司書 

五十嵐 絹子 

7月30日

（月）

 

 

３ 読書活動の推進  

４月23日｢子ども読書の日｣に関する取組として、

「本を楽しもう展」を開催した。この催しは、読書

活動の推進のために、前年度の読書感想画コンクー 

ルへの応募作品を、地域のコミュニティセンターに

展示するものである。北下浦コミュニティセンター、

西コミュニティセンター、南図書館の３会場に、会 

 

場近隣の児童生徒の読書感想画を展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想文 

コンクール」「読書感想画コンクール」を開催した。 

読書感想文コンクールの入賞作品を掲載した読書感

想文集55号を発行した。 

 

４ 学校図書館ボランティア養成講座 

生涯学習課主催、市のPTA協議会、図書館が連携

し「学校図書館ボランティア養成講座」を３回開講

した。絵本の読み聞かせや、簡単な本の修理につい

て実技を交えて行った。 

 

【外国語活動】       教育指導課 

◎外国語活動研修講座の開催 

平成 20年度より２年計画で実施した「英語活動推

進者養成研修講座」を継承し、外国語活動の指導に

必要な知識・技能を身に付ける講座として、平成22

年度から新たに開講した。選択研修ということで、

外国語活動担当者のみならず、外国語活動の指導に

おいて課題を抱える全ての指導者が参加できた。本

年度は、「子どもが主体的に参加できる授業づくり」

をテーマに全７回開催した。 

 

◎横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイム』の

編集・提示 

 各学校の児童や状況に合わせて、アレンジできる

ように横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイ

ム』を編集し、イントラネットを通じて、各学校に

提示した。本年度は、新たな外国語教材である『Hi, 

friends!』の内容を踏まえるとともに、横須賀市独

自の活動内容も充実させた。 

 

◎外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図れるように外国語活動アドバイザーの派

遣を行った。模擬授業の実施や活動内容に関わるワ

ークショップなどを通じて、外国語活動の指導に必

要な知識や技能等を習得することを目的とした。 
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【学校支援員派遣事業】    支援教育課 

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善支援

員派遣事業』を引き継いだ、平成23年度からの実施

事業である。学校支援員３名で、市立全学校・幼稚園

を担当する。 

＜目的＞ 

 各学校・幼稚園の状況把握及び教員の指導力向上

を支援することにより、学校・園の円滑な運営を図

る。 

＜業務内容＞ 

○定期的に担当校を訪問し、授業参観及び相談業務

を通して、各学校の状況把握に努める。 

○学校からの要請に基づいて、支援が必要な学級の

正常化を図るための活動を行う。 

○必要に応じて、巡回相談に関わる。 

＜支援の状況＞ 

（1）学校訪問回数（平成25年 1月 31日現在） 

  ①幼稚園 ···················· 13 回 

  ②小学校 ··················· 415 回 

  ③中学校 ··················· 205 回 

  ④高等学校 ··················· 6 回 

  ⑤特別支援学校 ·············· 16 回 

（2）支援内容（平成25年 1月 31日現在） 

  ①授  業 ·················· 825 件 

  ②学級経営 ··················· 9 件 

  ③教職員対応 ················ 90 件 

  ④児童生徒指導 ·············· 38 件 

  ⑤保護者対応 ················· 7 件 

  ⑥その他 ····················· 8 件 

＜事業実績＞ 

○月 1回の定期訪問を通して、学校・幼稚園の状況

把握が的確に行われた。その情報をもとに、支援

教育課を中心とした早期支援を行うことができ

た。 

○学校長からの要請に基づいて、学年・学級に短期

集中的に関わることで、学年・学級が落ち着きを

取り戻すことができた。 

○研修機会が限られている臨時的任用職員・非常勤

講師への相談・指導が効果的に行われ、授業力の

向上や円滑な学級経営をもたらした。 

 

 

【研究員会】     総務課教育政策担当 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を把

握し、現在の教育課題の解決と学校教育の一層の充

実に貢献すること、調査研究の成果を学校に還元す

ることを重視し、横須賀市の学校教育の改善や発展

に役立てることである。 

 本年度は、前年度から継続の研究員会〔(1)小中の

学びをつなぐ研究員会①～⑩〕に加えて、新規の研

究員会〔(1)小中の学びをつなぐ研究員会⑪～⑬、(2)

授業研究研究員会〕を発足させ、研究員84名と担当

指導主事14名が、各研究員会において研究テーマを

掲げ、調査研究に取り組んだ。 

 

(1)小中の学びをつなぐ研究員会 

（義務教育９年間を一体として捉え、具体的 

な実践を通して、学びの系統性・連続性を重 

視した教育の充実について研究する。また、 

幼小の学びや育ちの連続性については、生活科

を中心として研究する。） 

〔①国語、②社会/(生活)、③算数/数学、 

④理科/(生活)、⑤音楽、⑥図工/美術、 

⑦体育/保健体育、⑧家庭/技術･家庭、 

⑨小学校外国語活動/外国語、 

⑩幼稚園/生活、⑪道徳、 

⑫総合的な学習の時間、⑬特別活動〕 

(2)授業研究研究員会 

（授業改善のための授業研究の在り方につい 

て校種を交えて研究する。） 

 

研究成果の還元については、担当者会での発表や研修

会での紹介等、有効な還元方法を工夫する一方で、教育

情報センターイントラネット上に研究員会のページを

立ち上げ情報発信に努めた。 

｢(1)小中の学びをつなぐ研究員会①～⑩｣において

は、研究成果を冊子『小中の学びをつなぐ指導資料』に

まとめ、市立の小学校・中学校・幼稚園に配付した。 

なお、小中一貫教育研究委託校(６小学校、４中学校)

には、全職員数分の冊子を配付し、各学校における研修

会等の場で活用しながら、内容についての検証を進めて

いる。 
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◇授業研究研究員会 

よりよい授業づくりや授業力向上のための望まし

い授業研究の在り方について研究する。 

研究１年目は、研究員それぞれの学校の校内研究

体制についての分析を行った。課題を洗い出し、今

後の授業研究の改善のアイデアを検討した。 

また、各研究員が授業実践を行い、映像や授業記

録をもとに研究協議を重ねた。そこで、授業を構成

するために有用な観点シートなどを作成し、改善の

ポイントを明確にしていった。 

そして、授業記録を実践事例集としてまとめ、授

業を振り返ることの意義を明らかにすることができ

た。 

次年度に向けて、授業改善のポイントをまとめた

資料づくりを行った。 

 

◆教育研究所研究員総会 

 ５月 16日（水）に、研究員総会を市役所正庁にて

開催した。 

第一部の全体会では、教育政策担当課長挨拶と研

究員の委嘱、研究員会の目的と進め方、研究委託料

の取扱いについての説明を行った。  

実践を通して具体的な研究を進め、効果的に研究

成果を発信することによって、横須賀市の学校教育

の改善や発展に役立てていくことの確認を行った。 

また、個人情報の取扱い等について、十分注意す

ることの確認も行った。 

第二部の研究成果の発表では、「支援教育研究員

会」が、平成22～23年度に進めた研究『一斉指導と

個別指導の融合 ～授業のユニバーサルデザインを

追究する～』の成果について発表した。 

第三部の分散会では、研究員会ごとに研究テーマ

や今後の取組内容、活動計画について話し合いを行

った。 

 

■研究員 

＜小中の学びをつなぐ研究員会＞ 

【国語】：宮崎沙也香（根岸小）北村幸子（小原台小）

髙坂祐樹（明浜小）三宅豊（田浦中）西ヶ谷純子（常

葉中）阿部智子（大津中） 

【社会/(生活)】：加藤拓也（池上小）藤崎陽介（大津小）

髙橋啓一郎（望洋小）髙野哲（池上中）石橋由紀子

（浦賀中）水島和正（武山中） 

【算数/数学】：後藤さやか（桜小）府中高助（明浜小）

小和田直樹（武山小）太田政典（浦賀中）小日向真

（神明中）北井友理（武山中） 

【理科/(生活)】：松本修（追浜小）市下啓嗣（望洋小）

瀧本和樹（野比小）佐藤扶美子（追浜中）熊谷卓行

（大矢部中）金澤和彦（鴨居中） 

【音楽】：小泉姿子（船越小）齋藤史成（北下浦小） 

関口和子（荻野小）岡部厚子（田浦中）古矢智子（大

津中）三橋玲子（野比中） 

【図工/美術】：迫田麻衣（根岸小）川坂俊一（明浜小）

黒澤正道（北下浦小）伴野孝輔（大津中）清水清美

（神明中）古内久（長沢中） 

【体育/保健体育】：吉岡幸徳（田戸小）伊東誠司（平

作小）坪井清弘（森崎小）落合洋俊（浦賀中）加藤

万里絵（北下浦中）吉田友美（大楠中） 

【家庭/技術･家庭】：小関さおり（大塚台小）富山なほ

み（粟田小）長塚正子（津久井小）淺見浩（公郷小）

瀧裕一（富士見小）増田功（長沢中）石井伸一（長

井中）平山玲子（坂本中）新谷美紀（野比中）櫻田

智美（衣笠中） 

【小学校外国語活動/外国語】：佐久間文恵（鶴久保小）

松尾優美（望洋小）武石太一郎（神明小）萩原淳一

（田浦中）諸田英久（久里浜中）楯木佑子（大楠中） 

【幼稚園/生活】：梶山千弘（諏訪幼）原田真紀（大楠

幼）目時幸子（公郷小）林田夏恵（大塚台小）佐藤

あやか（大楠小） 

【道徳】：水野哲弥（望洋小）森本美穂（大塚台小） 

根本哲弥（神明小）水出眞由美（不入斗中）香西由

美子（池上中）永易美和子（大矢部中） 

【総合的な学習の時間】：渡辺真也（船越小）池田和晃

（津久井小）小松岳彦（大楠小）奥田牧子（田浦中）

神村勇輔（神明中）掛波久美子（北下浦中） 

【特別活動】：天野隆（汐入小）瀧本佳世（馬掘小） 

星野文音（野比東小）平野智幸（馬掘中）家村亮（久

里浜中）名和田周介（大楠中） 

＜授業研究研究員会＞ 

本間俊介（衣笠小）津﨑永幸（明浜小）吉村修一（長

沢中）松井直樹（武山中） 
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【学校教育賞】    総務課教育政策担当 

□学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24 年度から実

施されている。学校教育の発展振興を図るために設

けられたもので、本年度で62回目を迎えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信する

ために、研究論文を条件とする研究部門と実践報告

的研究または企画提案を条件とする実践・企画部門

を設定した。 

なお、本業務は次年度、総務課教育政策担当から

教育研究所に移管する予定である。 

 

□本年度の応募状況 

実践・企画部門に１点の作品応募があった。 

 

□審査 

指導主事等で構成する審査準備委員会（第一次審

査会）を開き、審査を行い、原案を作成した。 

また、教育長が審査委員長を務める審査委員会

(第二次審査会)でさらに審査をし、次の賞が決定し

た。 

 

（実践・企画部門） 

◆教育振興賞 

○「豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校づくり 

～教頭力の向上～」     小学校教頭会 

 

《コメント》 

教頭会として、教頭力を向上させ、各学校の学習
指導や人材育成に生かせるよう、冊子『「思考力・
判断力・表現力の育成を中心とした授業づくりのた
めに」 指導・助言のポイント』を独自に開発した。 
 その内容は、言語活動や体験的・問題解決的な学
習の充実を視点とし、単元・題材の流れ、中学校へ
のつながりなど、共通項を設定して編集されてい
る。 

 

□学校教育賞授与式 

平成 25年２月22日(金)に教育長室において授与

式を行った。 

受賞された小学校教頭会会長 福田倫弘教頭、同

副会長 平野 邦好教頭、黒川 理美教頭に教育長よ

り賞状及び副賞が手渡された。 
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 平成24年度/｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、これまでの｢学校

教育課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」として発行している。本年度は昨年 

度の取り組みを継続しながら、年間４回の特集号を組み、テーマに沿った紙面を作成した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 
 

(13号)  

特集号 『本年度のスタート・学級開きに、大切にしたいことや心掛けたいこと』 

・自分の新たな可能性を感じさせる（教育指導課：渡辺課長）  ・家庭学習啓発リーフレットに係るＱ＆Ａ（教育指導課） 

・教師と子どもの信頼関係を築く～学級びらきにあたって～（教育指導課）  ・教材とのより良い出会いを！（教育指導課）  

・新1年生の指導と支援 ～まずは学級集団の確立を＆子どものプラス面こそ「使える」情報～（支援教育課） 

・「第２次子ども読書活動推進計画」の策定について（児童図書館） 

５月 
 

(14号)  

特集号 『安全で安心な学校生活のための、危機管理や緊急時の対応のポイント』 

・安全で安心な学校づくり（支援教育課:小田部課長）  ・学校事故防止のための安全指導 

・横須賀市立学校における防災教育（教育指導課）  ・危機管理！学校事件・事故対応のさしすせそ （支援教育課） 

・「学校事故防止への願い」安全で安心な学校生活のために（学校保健課）  ・安全に関する留意事項（スポーツ課） 

６月 
 

(15号)  

・教師の喜び（教職員課：高橋課長）  ・【学級経営で大切にしていること】私の学級づくり  

・校内研究が支える日々の子どもの育ち～『研究テーマ』に基づく連続性のある研究を～（教育指導課） 

・「思考力・判断力・表現力の育成」を共通の視点として～小中学校教育課程研究会 第1日目～（教育指導課） 

・学習指導要領で求められる授業づくり（数学編・美術編）（教育指導課） 

・グローバル社会・知識基盤社会・高度情報化社会で生き抜く子どもたちのために（教育研究所） 

７月 
 

(16号)  

特集号 『人材育成の必要性とその在り方～OJTの意味とその実践』 

・今こそ「技」の伝承を（教育研究所：新倉所長）  ・人材育成Ｑ＆Ａ（教育研究所）  ・人材育成の推進（教育研究所）  

・教師が育つ元気な学校（教育研究所）  

・人材育成の役割（教職員課） ・OJT を通して実践の共有を（教育政策担当） 

８月 
 

(17号)  

・「生きる力」を育むために（支援教育課：品田指導主事）  ・若手を育てる Ｑ＆Ａ 

・検証方法の確立と検証結果を踏まえた授業の工夫改善 ～『学習状況調査の活用』～ （教育指導課）  

・子どもが育つ 学校が変わる 学校図書館活用教育について （教育指導課） 

・支援教育の視点を生かした授業づくり ～授業のユニバーサルデザイン～（支援教育課） 

９月 
 

(18号)  

・「遊び」を考える（スポーツ課：前島指導主事）  ・教員が子どもと向き合う環境づくりに向けた取り組み（教育政策担当）  

・「思考力・判断力・表現力等の育成」～教育課程研究会１日目・２日目～  

「学びのプロセス」を想定 ～図画・工作部会/美術部会より～ 「活用する場」の設定～外国語活動部会/外国語部会より～（教育指導課）  

・教育課程研究会「特別支援教育研究部会」より～未来を目指した実践～（支援教育課） 

10月 
 

(19号)  

特集号 『健やかな体をつくるために』 

・今こそ健康教育を！（学校保健課：山崎指導主事）  ・近年の健康課題は？（学校保健課） 

・平成23年度横須賀市児童生徒体格、体力・運動能力テスト結果（スポーツ課） 

・体力向上と推進を目的とした取り組みの実践（スポーツ課）  ・食育の推進を！（学校保健課） 

11月 
 

(20号)  

・先人の知恵と情報教育 （教育研究所：田島指導主事）・【学級経営で大切にしていること】私の学級づくり  

・フロンティア研究発表に託す ～研究発表会を前に～（教育指導課）  ・横須賀市の『相談支援チーム』をご存じですか？（支援教育課） 

・“プラス ICT”で分かりやすい授業を（教育研究所） 

12月 
 

(21号)  

・先生たちも学び合って （教育政策担当：河野指導主事）  ・【学級経営で大切にしていること】私の学級づくり  

・全ての子どもが家庭学習に向かえることを目指して ～第２回横須賀市学力向上シンポジウム開催～（教育指導課） 

・インターネットの書き込みトラブルの対処について（支援教育課）  ・子どもを大切にした授業づくり（教育研究所） 

１月 
 

(22号) 

・厳しいことを言ってください（教育指導課：梶川指導主事）  ・授業づくりで大切なこと Ｑ＆Ａ （教育政策担当）  

・研究発表を機会に、さらなる研究の充実を ～フロンティア研究発表を通して～（教育指導課） 

・平成24年度 「指導の重点」総括に向けて（教育指導課）  ・「本人・保護者と共につくる支援シート」（支援教育課） 

２月 
 

(23号) 

・「ことばで伝える。ことばから感じとる」（支援教育課：小谷主査・指導主事）  ・子どもとの関係の改善 Ｑ＆Ａ（教育政策担当） 

・平成 24年度小中一貫教育シンポジウム（教育政策担当） 

・データから横須賀市の支援教育の状況を考察してみましょう（支援教育課） 

・教科指導における ICT 活用 ～授業のねらいにせまるICT活用の在り方を探る～（教育研究所） 

３月 
 

(24号) 

・成長するときの美しさ（教育指導課：杉戸指導主事）  ・【学級経営で大切にしていること】私の学級づくり  

・今、改めて「指導の重点」を考える（教育指導課） 

・支援教育のめざすもの～「自分を知り、自分を高める」（支援教育課） 

・自らを成長させ、ともに育つ学校 ～教職員の同僚性を高める～（教育研究所） 

・授業実践から学ぶ ～平成24年度優秀授業実践教員表彰～（教職員課）  ・平成24年度横須賀市学校教育賞 結果報告（教育政策担当） 
 
 

【発行の趣旨】 学校教育の関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙A3二つ折 4面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 教育総務部総務課教育政策担当 
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指 定 研 究 概 要  

本市教育委員会の指定研究は、各学校の委託希望を尊重して行われている。本年度

の指定研究は、フロンティア研究委託（Ａ-小学校４校、中学校４校、特別支援学校

１校／Ｂ-小学校４校、中学校７校、幼稚園１園）、チャレンジ研究委託（Ａ-小学校

28 校、中学校６校、高等学校１校、幼稚園１園／Ｂ-小学校 11 校、中学校６校、特別

支援学校１校）である。その他、体力つくり２校、運動部活動モデル校１校、外国人

英語教員活用研究拠点校５校、小中一貫教育、４中学校区ブロック（小学校６校、中

学校４校）、人権教育１校である。 

 

＜フロンティア研究委託Ａ＞ 

教科等教育               

                   野比小学校 

フロンティアＡ研究委託を受けて２年目の平

成 24 年 11 月 16 日、生活科・理科の公開授業・

研究発表会を行った。１年「秋となかよし」４年

「ものの温度と体積」６年「水溶液の性質」特別

支援学級「育てた野菜で調理をしよう」の授業後、

分科会を行い、その後の全体会は矢野英明先生

（本研究のスーパーバイザー）がコーディネータ

ーを務めてくださり、充実した時間とすることが

できた。パネリストや参会の方から「子どもから

の願いや問題を生み出す生活科・理科の学習」に

ついて貴重なご意見等をいただくことができた。 

２年間の取組の結果、成果と課題が見えてき

た。「ズレ」や「カベ」から生まれた願いや問題

を、子どもたちの学び合いや高め合いに繋ぐには

どうするか。校内研究への取組が、授業力を磨く

ための絶好の機会となると改めて実感した。 

教科等教育              

                   田浦中学校 

 本校では、全教育活動において道徳教育の視点

をもつことと、要である道徳の時間との有機的な

つながりをもたせることを研究の重点課題として

学校研究２年目に取り組んだ。２回の校内研究授

業と 12 月の研究発表を通して、育成する視点とし

て以下の３点を掲げた。 

① 規律を尊重し主体的に学習する姿勢の育成 

② 助け合い認め合う人間関係を作る態度の育成 

③ 学んだ知識を基に考えたり、判断したり、表現    

したりしようとする態度の育成 

これらを目標としていた水準まで高めることが 

 

 

できたととらえている。 

 スーパーバイザーの田沼茂紀教授（國學院大

學）からは温かく丁寧なご指導とともに、今後の

進むべき方向性についても具体的なご示唆をいた

だいた。 

言語活動の充実           

馬堀小学校 

馬堀小学校が考える「言語活動の充実」とは、

「話したい・聞きたい・話してもよい」という学

級の環境のもとでなされるものと考える。その上

で、子どもたちが自ら思いや考えを表出したくな

るような、教材・発問・課題・場面の設定・授業

形態の工夫が必要になってくる。子どもたちがや

ってみたい、考えたいと思える場面を想定し、授

業づくりをしていくことが大切である。子どもの

「表出したい」という意欲を高めるための教材研

究は欠かせない。子ども同士の関わり合いによっ

て深まったり広がったりするような学び合いにつ

ながるためには、誰にでもわかるように話す力と

友だちの考えを素直に聞き、自分の考えに取り入

れようとすることができる力が求められる。そう

することで思考力・判断力・表現力を高めていき

たい。 

指導と評価           

               大塚台小学校 

 本校では、平成 23・24 年度の研究テーマを「学

び合う楽しさを味わう子どもを目指して～言葉や

思いを大切にし、お互いが高め合う授業～」とし、

「算数科」を通してテーマの追究を目指してきた。 

 本年度は、より学び合いを深めるための課題設

定や発問、教材教具、支援の仕方などの具体的な
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手立てを考え、児童の学習の状況や他の児童との

関わり方などを細かく見取っていった。全学年が

研究授業を行い、事後の研究協議では、小グルー

プによるワークショップ形式で、具体的な子ども

の姿から成果や課題について議論を重ねた。また、

児童の実態を基に、学び合いを支える基礎・基本

の力を分析し体系化した。 

 11 月の研究発表会では、これらの成果を広く発

信することができた。 

支援教育           

               大矢部中学校 

２年間の研究を終え、教室前面の整理や、それ

に伴う連絡用ホワイトボードの活用など、環境整

備の点でユニバーサルデザインを進めることがで

きた。授業のユニバーサルデザインについては、

チョークの色使いを全教科で統一し、生徒にとっ

て理解しやすい仕組みづくりを行った。一方で、

教科指導の技術については、視覚・聴覚・運動覚

に訴えかける授業を目標に掲げ取り組んできた

が、個々の教師がそれぞれの授業の中で模索を続

けている段階である。 

 今後は、生徒にとって分かりやすい授業のユニ

バーサルデザイン化に主眼を置き、教科や世代を

超えて、授業や評価について、お互いに磨き合う

仕組みづくりに取り組む必要があると感じてい

る。 

支援教育             

                 ろう学校 

 「子どもの実態に配慮した授業の工夫 ～ 一人

ひとりの子どもに応じた教育的支援 ～」をテーマ

に、前年度から３年継続のフロンティアＡの委託

研究に取り組んでいる。本校には０歳から18歳ま

で幅広い年齢層の子どもたちが在籍しており、聴

力も聞こえ方も、コミュニケーション手段も一人

一人異なる。そこで、個々の子どもたちの実態に

配慮した授業を行うための研究に取り組んだ。  

本年度は、校内研修に筑波技術大学をはじめ、

筑波大学附属聴覚特別支援学校等の外部講師を招

き、研究を深めた。毎月の学部の研究会には、国

立特別支援教育総合研究所や特別支援学校等から

講師を招き、指導助言をいただいた。  

今後も子どもたちの「確かな学力」の定着と「自

立」の力の育成をめざして研究に取り組みたい。 

学力向上            

               津久井小学校 

 前年度に引き続き、研究テーマを「自ら考え、

行動する子の育成をめざして」とし、取り組んで

きた。「授業づくり」「学級づくり」「学習習慣

づくり」の３本柱と、本年度から共通で「きく」

ことを大事にして研究を進めた。「授業づくり」

では、言語活動を充実させるとともに、理解力を

高めるために、まず「きく」力を育てるようにし

た。「学級づくり」では、「あたたかくきく」態

度を育て、グループを作って、Ｑ―Ｕの結果を生

かすような手立てを話し合い、実践した。「学習

習慣づくり」では、宿題など家庭学習に取り組む

ための手立てを工夫し、「きく」能力・態度両面

の育成に日常的に取り組み、「当たり前のことを

当たり前に」行えるように、意識や生活習慣等の

改善、啓発に努めた。 

学力向上            

               不入斗中学校 

 本年度は、生徒の意識調査により明らかになっ 

た｢授業はわかるが家庭学習習慣がないため学習 

内容が定着しない｣ということを課題の一つとし

て、前年度のテーマに加えて取り組むこととし

た。そこで『基礎的・基本的な知識・技能の確実

な定着を図るための取組』という大きな主題を支

えるものとして｢各教科等における言語活動の充

実を図った授業展開の工夫｣｢家庭・地域と連携し

た学習習慣の確立｣という二つの柱を設け、研究

主題とした。一つ目の柱においてはグループ学

習、二つ目の柱では｢家庭学習カレンダー｣の取組

が中心となった。これらの取組は日常的なものと

なっている。私たち教師は、グループ学習での学

びが家庭学習の定着につながるよう、授業におい

ては課題の吟味、また、自主学習が充実するよう

な 

宿題の出し方の工夫をしていく必要がある。 
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登校支援              

                公郷中学校 

 「小中のつなぎを生かし、支援教育を基盤にし

た、安全・安心な学校づくり ～登校支援の充実と

学力の定着・向上を図る～」をテーマに進めた。

研究の成果は（１）全職員が組織的な協働体制で

研究に向かうことができた（２）個別学習支援シ

ステムを構築し、個別学習支援教室を設置した

（３）不登校生徒が減少した（４）小中連携部を

立ち上げ、学区小学校との連携に当たれた（５）

確かな学力をつけるための取組を強化した（６）

「楽校のココロ」（受け容れよう・話しあおう・

傷つけない・自分づくり）を校訓に設置し、 安全

・安心な学校づくりを継続した（７）支援教育の

観点から生徒指導を考える必然性が認識できた 

（８）多くの学びを得ることで、教師の意識改革

ができ、授業改善・授業力向上につながった。以

上の８点である。 

 

＜フロンティア研究委託Ｂ＞ 

自分の考えをもち、表現できる児童の育成 

                豊島小学校 

豊島小校内研究の特徴は、平成 24 年度、市の教

育方針及び学校教育目標の達成と、平成 23 年度学

校評価結果の課題解決を校内研究の深化によって

図りながら、その中に学力向上と指導力向上も位

置付けていることである。（教育課程・総則部会

で提案） 

生活科・理科の全員授業、理科室等の環境整備、

複数の講師を招聘した研修会、KJ 法による研究協

議の充実等を行い、的確な課題把握と検証並びに

指導観と評価観の共有を図ってきた。 

 また、豊島小オリジナル教具の開発を行うこと

で児童の興味・関心の喚起も図った。これらによ

り、メインテーマ「自分の考えをもち、表現でき

る児童の育成」の達成に近づいてきたと考える。 

来年度の研究発表に向けて、今後も PDCA による

校内研究の一層の深化を図りたい。 

 

 

 

豊かに読みを広げる子どもの育成  

～単元構成の工夫と子どもたちの交流を通して～ 

鶴久保小学校 

標記主題を追究することとしたのは、「豊かに 

読みを広げる」ことで子どもたちが自分の世界を 

広げ、考えを深めることができると考えたからで 

ある。子どもたちは学習材との対話、友だちとの

対話を通して、自分の考えを育み、同時に充実し

たコミュニケートの時間を味わっていく。文学的

文章を読み深め、読みを広げる学習過程は、魅力

ある言語活動を主軸とした単元構成的学習となる

よう工夫した。 

登場人物の心情を丹念に追っていく「詳細な読

み」でもなく、学習材の本質や価値に深く切り込

むことのない、いわゆる「活動主義」に陥ること

も避けるよう心がけた。 

追究の過程で教師自身が学習材と深く対話する

ことを迫られ、「読み」と学習材分析の視点を身

に付けることができたことは望外の収穫であっ

た。 

学ぶ楽しさを感じさせ、確かな学力の育成を目

指す ～国語科における交流を通して～ 

野比東小学校 

本校では、本年度、国語科“読むこと”領域「交

流」を中心に据え、主体的に友達と関わり合った

り、伝え合ったりする力を育てることを通して学

ぶ楽しさを感じられ、確かな学力の育成につなが

る授業改善に取り組んできた。 

研究授業、協議を重ねる中で、主体的に学習に

取り組むとともに、身に付けたい力にふさわしい

言語活動を単元を通して設定することなど、国語

科の授業づくりについて理解を深めることができ

た。また、「授業力を向上させよう」という教師

の意識が最も大切であるということを改めて痛感

し、身に付けたい力を明確にした指導案作成の仕

方や教師自身の課題を明らかにする協議の進め方

などにも工夫を重ねた。 

次年度も確かな学力の育成を目指し、研究を進

めていきたい。 
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「伝え合う力を高め豊かな心」を育てるために 

富士見小学校 

 本年度は、学校教育目標重点項目の一つである

「豊かな心を育む」ことに目を向け、児童が「豊

かな心」を持ち続けるには、どんな授業づくりを

したらよいのかを課題とし、道徳を通した研究を

行った。 

〈成果〉 

① 学校全体で組織的に研究を進めていくことに

より、得たことがとても多かった。 

② 授業を組み立てる上での大切なことに気付く

ことができた。 

③ 少しずつだが児童の変容を感じた。 

〈課題〉 

① テーマとのズレの再考 

② 年間を見通した計画の必要性 

③ 授業以外の場での道徳指導 

次年度も、上記のことをふまえた上でさらに多

くのものを得る研究を進めていきたい。 

 

主体的に学びあう生徒の育成 ～基礎基本の定着

と主体性･創造性の育成を目指して～ 

追浜中学校 

本年度はフロンティアＢ研究委託のまとめの年

であり、年度当初に各学年がそれぞれのテーマを

設定し、目的意識をしっかり持ちながら、授業実

践を重ねてきた。何よりも「美しく生きる」とい

う学校教育目標が職員の間に定着し、一人一人が

目標を念頭に置きながら生徒に接することができ

たのが大きな収穫であった。 

11月には本校において、研究発表会を開催した。

多くの先生方にご来校いただき、貴重なご意見を

うかがうことができた。また、指導主事の先生方

によるパネルディスカッションや講演は今後の教

育活動に大いに参考になる内容であった。この場

をお借りして、改めて感謝申し上げたい。研究は

今回で一区切りがついたが、その成果を充分に生

かせるように引き続き努力をしていきたい。 

 

 

 

学力向上 ～見て・聞いて・考えて 

・説明できる子どもの育成～ 

常葉中学校 

上記のテーマについて、これからの時代が求め

る学力を次の２つに示し、研究に取り組んだ。 

①基礎的・基本的の習得とそれらを活用する思 

考力、判断力、表現力の育成 

②コミュニケーション能力の育成（考えたこと 

を相手に伝わるように表現） 

研究を進めるにあたり、次の内容を具体的な取

組として、校内研修を進めた。 

①学習指導要領趣旨の理解を図るため年間指導

計画・評価計画の見直しを各教科毎に進めた。 

②基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るた

め始業５分前学習の定着、家庭学習の啓発及び

各単元毎に定着度の確認を進めた。 

③思考力、判断力、表現力の育成を育むため研

究授業を参観しグループ毎に協議会を行い授業

改善を進めた。また、早稲田大学教授小林宏己

先生をお招きし指導いただく中で、生徒と教師

の対話的協同的な学びを大切にした学習展開の

構築を学び、積極的に取り組んだ。 

④指導内容の明確化・指導と評価の一体化を図

るため各教科各単元毎の指導案を作成すること

で身に付けさせたい力を明確にし、授業の中で

どの観点をどう評価するかを明示した。 

⑤各教科の関心・意欲・態度の評価の研修を、

桐蔭横浜大学教授日野宏先生、鹿屋体育大学教

授佐藤豊先生をお招きし指導いただく中で見え

にくい学力の評価の方法を明確にできた。 

この研究を通して、生徒の学ぶ姿勢に次の変容

が見られた。「落ち着いた学習態度」「聞く、待

つ、考えをまとめて発言する姿」「意欲的な学習

姿勢」これらのことにより、学校生活全体に、心

豊かに人と接する姿や主体的に活動に取り組む姿

が多く見られるようになった。また、校内研修に

おいては、ベテラン教師が実践事例を通し、経験

の浅い教師に指導する機会が増えたことにより、

授業に対する意識の向上、授業改善が図られ、教

職員の資質・力量の向上と組織力の向上に繋がっ

た。次年度は、本年度の研究を土台としてさらに

推進していきたい。 
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「個を理解し、個にせまり、個を生かす」 

～個の学びの深まるグループ学習の研究～ 

池上中学校 

本校では、長年の研究テーマ『個を理解し、個

にせまり、個を生かす』から、この数年、「個の

学びの深まるグループ学習」を授業の中に取り入

れた研究を推進している。 

 本年度は、年間 22 回の校内研修（12 回の研究

授業）を計画し、カルテ取り、学習カード、グル

ープ活動を取組の重点項目とし、ねらいを明確に

した授業、子どもが主体的に活動する授業を具体

的に実践することで、研究テーマに迫った。  

また、新たな試みとして、指導主事を招いての

事前検討会、ワークショップ形式の研究協議を取

り入れた。来年度は、これまでの成果と課題を踏

まえ、「教科指導」をより意識した「教科グルー

プでの研究授業」を実施していく予定である。 

支援教育を基盤にした、わかる授業の展開 

～授業のユニバーサルデザイン化をめざして～ 

衣笠中学校 

 生徒の学びにくさを少しでも解消し、生徒の視

点から「わかる授業」の構築をめざし、ユニバー

サルデザインの考え方を取り入れた研究を本年

度より２年計画で始めた。 

研究を進めるにあたり教育委員会や研究先進

校（公郷中・大矢部中）の先生方には校内研修の

講師としてユニバーサルデザインとは何かとい

う基本的なところから指導・支援をいただいた。 

授業改善の視点として、授業の構造化を図ると

ともに、生徒間の学び合いを重視し、視覚・聴覚

・運動覚的な手だてを工夫することとした。この

視点を取り入れたことにより安心して学べる環

境が整った。 

今後の課題は、教師の授業力の向上と授業の質

の向上を図ることである。 

「わかった」「できた」「学んだ」実感のある

楽しい授業づくり ～聴き合うことを通じて～  

野比中学校 

研究の３年目となる本年度は、次のような取組

を行った。 

①年間７回の全員研究授業 

②前時までの見取りに基づく座席表指導案 

③ワークショップ型の研究協議会の充実 

④スーパーバイザーによる研究の方向付け 

⑤個人テーマの設定、実践、振り返り 

⑥生徒アンケートの実施、共有、振り返り 

「楽しい」と感じる授業が学校づくりの基盤で

あるという共通認識のもと、「聴き合うこと」を

手がかりとして学校全体で取り組んだ。全員が研

究授業に取り組んだことで生徒の見取りやテーマ

の実践に一定の成果を上げた。次年度も教科の枠

を超えて、生徒の視点に立った研究協議を行い、

日々の授業に生かすべく、研究を継続していきた

い。 

思考力・判断力・表現力を高める指導方法の研究 

 ～学びの連続性を意識して～ 

武山中学校 

本校は、平成 21 年度・22 年度とフロンティア

研究委託Ａを受け、「小中連携」の研究に取り組

んできた。学区３小学校との学習・児童生徒指導

等の連携を重ねつつ、成果を上げてきた。 

また、引き続き前年度・本年度と新学習指導要

領に則り、スーパーバイザーに帝京大学教職大学

院教授の矢野英明先生をお迎えし、小中連携を視

野に入れた「思考力・判断力・表現力」の向上を

目指した授業研究に取り組んでいる。 

年間３回の授業研究会を通し、全教科・全教員

が、自教科における「思考力・判断力・表現力」

とはどのようなものかを模索しつつ、それらの力

を育成するための授業作りに取り組んできた。 

次年度は、２年間の成果の上にさらに我々の授

業力を向上すべく課題を設定していきたい。 

一人ひとりの学びを保障する 

大楠中学校 

本校では、平成 14 年度より研究委託を受け、

継続的に研究を重ねてきた。前年度は、２年計画

の２年目で「かかわり合いを通してみつける学ぶ

よろこび」をテーマとして授業作りを研究してき

た。本年度は、今までの研究の成果を生かし、学

習院大学佐藤学先生の「学びの共同体」の理論を

基に、スーパーバイザーに元川崎市立中学校長・

川崎学びの会顧問の馬場英顕先生をお迎えし、生
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徒の学びについて研究をしてきた。「一人ひとり

の学びを保障する」をテーマとし、一人年４回の

公開授業を行い（２回は学年での研修、２回は教

科・教科グループでの研修）毎時間に、小グルー

プの活動(４人班男女市松模様)を入れ、生徒同士

のかかわり合いを意図的につくり、生徒の学びに

ついて研究を行った。 

幼児一人一人の良さを生かしながら、協同して遊ぶ

ようになるためには、どのような環境の構成や教師の

かかわりが必要か 

大楠幼稚園 

 幼児が協同して遊ぶようになるためには、一人 

一人の育ちの積み重ねが大切である。協同的な遊 

びが可能になる時期（５歳児後半～）を分析し、 

仲間意識を高めるような話し合いをさせたり、役

割分担を意識させたりする機会を多く設けた。 

すると、幼児は友だちと刺激し合いながら、新 

しい考えや工夫を見い出し、共通の目的に向かっ

て最後まで頑張るなどの成長が見られるようにな

った。協同的な活動を経験した幼児たちは、主体

性向上心・創造性・最後まで頑張る力などを身に

付けつつある。このような力は、小学校以降の学

びに生かされることを期待している。 

また、発達には個人差があるため、協同的な活 

動が苦手な幼児も見られるので、今後も丁寧にか 

かわっていきたい。 

 

＜学校指定研究＞ 

体力つくり            

                平作小学校 

 市からの「体力つくり研究」委託２年目の本年

度は、前年度からの活動を継続させていくため、

全校で朝食調べを行った。内容は、１校時の授業

から良い状態で学習に臨むために、きちんと朝ご

飯を食べること、日光を浴びる・朝の手伝いをし

て体のスイッチを入れることを意識させるよう取

り組んだ。また、前年度までは新体力テストの学

校平均と全国平均と比較するようにしたが、本年

度はより細かく児童の体力の状態を見取るため

に、データの分布の分析を行った。その結果それ

ぞれの学年で弱い所が浮き彫りになり、その力を

高められるように意識して、各学年で活動を行っ

た。 

研究成果として、食育の大切さ、児童の体力を

科学的かつ丁寧な分析に基づく具体的取組が体力

の向上につながるということがよくわかった。 

体力つくり            

                浦賀中学校 

 前年度の研究結果をもとに、本年度の取組を行

った。前年度２度の新体力テストを行った平成

23 年度入学生の追跡調査を行った。結果として、

前年度課題としてとらえた敏しょう性の結果に

おいて、全国平均を上回る上昇率がみられた。ま

た、養護教諭が夏休みの生活アンケートを行い、

運動習慣や、食習慣、睡眠の習慣について調査を

行い、保健便りを通じて啓発を行った。 

 敏しょう性について、授業の中でも本校の弱い

体力であることを生徒に意識させ、教師も敏しょ

う性を高めるという共通意識をもって、授業等を

行った。教師と生徒が、目的意識を共有すること

が、苦手と思われる課題の克服につながるという

ことが認識できた研究結果になった。 

運動部活動モデル校        

                神明中学校 

２年間の「運動部活動モデル校の実践」や研

究委託を受け、今までフィジカルトレーニング

やフィールドテスト、栄養セミナーなどは、部

活指導をするにあたって大事なことだと思って

いたが、経費負担の関係から一歩が踏み出せな

かった。しかし、今回実際に行うことができ効

果も感じられた。特に栄養セミナー後には選手

だけでなく保護者の食事や栄養に対しての意識

も変わってきた。即効性のある取組ではないが、

続けることで結果にもつながると感じた。この

取組が神明中学校全体の部活に広がっていき、

各部が結果を残せるようにがんばっていきたい

と思う。同時に保護者の理解を得ながら教師自

身も勉強しながら取組を続けていきたい。 

 

外国人英語教員活用研究      

                坂本中学校 

本校は、FLTの拠点校として、外国人英語教員活



 

- 61 - 

用研究も２年目を迎えた。本年度より英語科の授

業が週４時間体制になったことで、１年生は週２

回、２・３年生が週１回と、充実した時数のTT授

業を行うことができた。また、部活動指導等、教

科指導以外においても生徒と様々な場面でコミュ

ニケーションをとることができた。  

 そのため、本年度の研究目標である「生徒の実

生活に即す題材内容を踏まえた、実践的コミュニ

ケーションの育成」は、効果的に達成することが

できた。特に skit や visual question など、FLT

独自の活動を取り入れることで、英語の４技能を

総合的に育成することに貢献できたと考えられ

る。本研究を生かし、生徒がより興味関心を持て

るような題材で英語活動に取り組んでいきたい。 

外国人英語教員活用研究    

               不入斗中学校 

本校は外国人教員の拠点校２年目としてFLTと

共に授業や教育活動を行った。  

各学年ともにTT授業を実施し、既習内容の復習

や新出表現を用いたSpeaking・Listening活動を、

生徒の実態や興味関心に基づき行ったことで英語

学習への意欲を高めることができた。１学年では

FLTとのインタビューテスト、２学年では週１回の

FLT中心の授業を展開、３学年では修学旅行での外

国人旅行客へのインタビュー活動を大きな活用の

柱として日々の授業を行った。２年目ということ

で活用の幅が広がり、より効果的に授業を行うこ

とができた。また、それだけではなく、日々の様

々な活動で生徒とFLTが触れ合うことで生徒が自

発的に臆せずFLTとコミュニケーションを図る姿

勢が見られるようになった。 

外国人英語教員活用研究     

               久里浜中学校 

 ２年目を迎えた外国人英語教育活用の研究を本

年度は全クラス週１回のFLTと JETの TT授業で展

開した。 

 特にバランスのとれた４技能の習得に力を入れ

た。①プロジェクタや絵などを使い、視覚に訴え

ながら英語をたくさん聞く。②FLT の質問に答え

る。③授業内容をまとめたストーリーを読み、問

題をとく。④その続きのストーリーを考えて英文

にする。という流れで授業を行った。また、リー

ディングやライティングの活動を４人単位のグル

ープにし、互いに教え合う機会を設定することで、

授業に積極的に参加するようになり、書くことに

対しての抵抗も少なくなった。書いた内容をどう

評価し、フィードバックさせるかが課題であり、

今後も工夫改善をしていきたい。 

外国人英語教員活用研究      

                武山中学校 

本校に FLT を迎え、２年が過ぎようとしてい

る。全学年全学級に週１時間を基本とし授業を行

っている。コミュニケーション活動を FLT の授業

と位置付け、FLT が主体となり、ゲーム形式や表

現活動など様々なスタイルを用いながら、生徒が

英語を使う機会を多く作り、生徒の興味関心を引

き出している。生徒は FLT が来るのをとても楽し

みにしている。 夏休みには計４回のサマースク

ールを開催し、復習やゲーム、クッキングなど

を楽しんだ。英検受験者には面接練習を行うな

どの補習授業も行い成果を挙げている。 

  日常生活において清掃や行事、部活動等で

FLT と英語を使ってふれ合うことも生徒にとっ

てよい刺激となっている。 

外国人英語教員活用研究       

                大津中学校 

 外国人教員の拠点校として FLT を迎え、1 年が 

経とうとしている。授業において、既習の文法事 

項や新出事項を用いたスピーキング・リスニング 

活動を様々なアクティビティーを通して行うこと 

により、生徒の学習意欲を高めることが出来た。 

 学年ごとで、FLT とともに計画的にプレゼンテ

ーションやスピーキングテストの機会を設定し、

回数を重ねるごとに表現力の向上がみられた。授

業以外では休み時間等を利用して暗唱文に挑戦す

る生徒が増えている。英検受験者の２次面接対策

や、夏休みの補習、スローラーナー対象の学習会

等も行い成果をあげている。２年目に向け、FLT

だからこそできるコミュニケーション活動やアク

ティビティーについてよく話し合い、FLTと JET が

更に連携を深め、授業を組立てていきたい。 
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小 中 一 貫 教 育 指 定 研 究 概 要 

          平成 23 年度から３年間、小中一貫教育の構築に向けた取組の一つとして、次の 

         ４中学校ブロックの学校(６小学校、４中学校)を研究委託校として指定いたしま 

         した。義務教育９年間を一体と捉え、発達の段階に応じて子どもの学びをつなぐ 

         教育の実現を目指して、様々な取組を進めており、成果等が見えてきました。 

 

 

常葉中学校ブロック 

（諏訪小学校、田戸小学校、常葉中学校） 
本年度は「学びの系統性・連続性を意識して、

豊かな学びを基礎とした確かな学力を身に付ける

ための授業改善と行事の工夫」のテーマのもと、

授業交流を中心に取り組み、実りある研修となっ

た。授業参観を通して、お互いが子どもの様子や

授業規律の現状を正確に把握することができ、中

学校の学習段階への円滑な移行を意識した指導内

容の充実・改善を図ることができた。多忙な中、

全ての教科が年度初めに立てた計画にそって、授

業交流と研修を進めることができたのは小中連携

に対する教員の意識が高かったことと研修内容を

絞り無理のない取組をしたことが要因と考えられ

る。更に、本年度の取組が授業交流だけにとどま

らず、小中の人的な交流にまで広まったことも大

きな成果である。次年度も、この雰囲気を大切に

取り組んでいきたい。 

  一方、課題としてあげられることは大きく次の

２点で、本年度に引き続き、早稲田大学小林宏己

教授にご指導いただきながら、次年度の研修の柱

として取り組んでいきたい。 

①授業交流を継続し、その質を向上させる。 

具体的には、授業交流シートを改善して「授

業を見る視点＆コミュニケーションカード」を

作成して活用する。また、小中合同で授業案を

作成し実践する場を設ける。 

②生活指導面での連携交流を深める。 

中学校の生活指導を念頭に置き、２小学校が

重点指導項目を立て、同じ方向性で事前指導を

行う。また、支援が必要な子どもに対して、小

中が連携してアプローチを行う、スクールカウ

ンセラーの先生を交えた事例研修を行うなど、

生活指導面での積極的な交流を図る。 

 

 

岩戸中学校ブロック 

（岩戸小学校、岩戸中学校） 

１ 研究テーマ 

 「学びをつなぎ、確かな学力を培う授業」 

２ 研究推進組織（小中一貫教育連絡協議会） 

 小学校：校長 教頭 教務 研究担当 

     小中一貫担当 

中学校：校長 教頭 教務 研究推進担当 

    地域連携担当 小中一貫担当 

３ 本年度の活動 

授業研究への相互の参加や合同研修会の実施、

小中一貫教育シンポジウムへの取組などを通し

て、小中間での生活と学びのつながりについて、

理解が深まった。担当者同士の連絡・情報交換を

密に（年６回）行い、全体の共通認識のもと、小

中一貫教育の意義を考えた活動を目指した。 

◎岩戸小学校会場で実施した主な取組 

７月 授業研究（６年・算数）中学校職員参加 

   中学校職員による出前授業（５・６年） 

10 月 授業研究（３年・算数）中学校職員参加 

11 月 授業研究（１年・体育）中学校職員参加 

２月 中学校職員が小学校で給食体験 

◎岩戸中学校会場で実施した主な取組 

５月 第１回 小中合同研修会 

６月 授業研究（１年・国語）小学校職員参加 

８月 中学校での授業・部活動体験（小学６年生） 

   第２回 小中合同研修会 

10 月 中学校の合唱・展示見学（小学６年生） 

11 月 研究発表会（１年・技術 ２年・家庭） 

              小学校職員参加 

12 月 第３回 小中合同研修会 

２月 生徒会による説明会（小学６年生） 

４ 次年度に向けての課題 

学習面では、「言語活動の充実」を軸に、９年

間の学びをつなぐ教育に取り組み、授業力・指導

力向上に努める。生活面では、小中職員全体の共

通認識を深め、９年間を見通した指導に努める。 
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北下浦中学校ブロック 

（北下浦小学校、津久井小学校、北下浦中学校） 

「確かな学力と豊かな心をはぐくむ 小中一貫

教育のあり方をさぐる」をテーマとした研究は２

年目に入った。本年度も、小中連携の取組として、

教職員間の授業公開と情報交換、生徒会執行部を

中心とする小学校訪問、部活動公開による小学生

の中学校訪問等を続けている。 

研究２年目となる本年度は、小中の垣根を越え

て教科グループごとの授業研究を行った。５月 15

日に北下浦中学校で３校教職員の顔合せ会を行

い、ブロックの経過報告と予定について話し合っ

た。さらに、第１回目の教科グループ打合せを行

い、公開する学年や単元、今後の予定を話し合っ

た。 

 合同研修会としては、８月 27 日に南足柄市教育

委員会より守屋亜津砂指導主事を講師に招き「９

年間の発達の段階に応じた学びと指導のあり方」

というテーマで講演をしていただいた。また、11

月８日授業公開後の研究協議、その後 12 月 13 日

は各グループから授業公開についての報告会を行

った。 

 本年度の成果は、小中の教職員が一緒に一つの

授業について検討した過程にあると考える。単元

を決定する際、「小中の学びをつなぐ指導資料」

を活用しながら、小学校と中学校の教科の領域や

学習内容が、中学校にどう繋がっていくのか考え

ることができた。「学び合い」をテーマに授業を

作っていく過程で、中学校の専門性の高さ、小学

校の研究授業への取組方など、お互いの良さに気

付くことができた。また、小中の指導観・授業観

の違いだけでなく、そこから見えてくる課題を見

つけることができたことも挙げられる。さらに、

小中の教職員が子どもの様子を交流する機会を多

くもつことができた。 

 今後の課題としては、教職員間の交流をさらに

深めていくとともに、２小学校の指導が中学校へ

適度な段差を残しながら緩やかに接続していくた

めの仕組みづくりが挙げられる。３校の校内研究、

学校のきまりなど、授業研究以外にも教職員の交

流の仕方を探り、子どもたちのために今までやっ

てきたことを膨らませていきたい。 

長井中学校ブロック 

（長井小学校、長井中学校） 
こ の 町 ・ 長 井 で 心 豊 か に 育 つ 子 ど も た ち 

～ ９年間の学びの系統性・連続性を 

重視した教育活動の実践 ～ 
 

【本年度の重点項目】 ＜前年度の反省から＞ 

１ 長井地区に根ざした「共生・共創」に基づき

小中一貫教育の展望を明確にする。 

２ ９年間の義務教育校としての学習指導，児童生

徒指導，防災・道徳教育など、「学びのつなが

り」のある取組に努める。 

３ 共通性のある教育課題の改善や小中一貫教育

の推進のあり方について、より具体的に計画し、

実践化に努める。 
 
 長井地区の子どもたちの育ちと学びに視点を置

いて取り組んできた小中一貫教育指定研究の２年

目が終了する。前年度は、お互いの文化の違いを

知ること、研究の方向性を探ることに多くの時間

を費やした。本年度は、１年目の反省を生かし、

上記の重要項目を踏まえた次の３点の徹底を図っ

た。 

①年度初めに両校の行事予定を照らし合せ、年間

計画を立て、展望を持って研究を進める。 

②小中一貫教育担当者会を原則月初めの金曜日と 

固定化し、ほぼ毎月それぞれのセクションの担

当者が集まり、次への見通しを話し合う。 

③全員が２つのセクションに所属し、毎月１回の

合同研修会を行う。 

その成果としては、小中の職員が定期的に行き

来し話をすることで、お互いの理解が深まったこ

とがあげられる。同じ子どもの成長を手助けする

仲間意識が強くなり、「本音」で話し合うことが

できるようになった。そのことで、９年間の学び

のつながりを意識した協同的な実践を行うことが

でき、手応えを感じることができた。 

【次年度の重点項目】 

１ 研究の集大成を迎えるからこそ、更なる小中

一貫教育の継続のため、システムづくりの構築

に努める。 

２ 学習指導を中心に「つながりのある授業研究」

の実践と改善に努める。また、児童生徒指導、

防災・道徳教育の具体的な取組を図る。 
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教 育 行 事  

作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次のとおりであった。 

《作詞の部》小 171 点 中  68点 計 239 点 

《作曲の部》小 225 点 中  64点 計 289 点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の西山淑子氏に依

頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と小

学校３点、中学校３点の準入選作品を選んでいた

だいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 55

集として発行した。 

なお、入選作品は、平成 25 年８月 18 日に開催

する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 19 日（日）に

開催された。今年は中学校 17 校の吹奏楽部員によ

る合同バンドが４月から５ヶ月間の合同練習を経

て、「合唱と吹奏楽のための組曲“横須賀”」を

はじめ、「メモリアルマーチ『わが街は…』」「風

を感じる街～yokosuka～」など、すばらしい演奏

を披露した。合唱の部には 16 校 116 名の中学生の

他、16 校 28 名の小学生も加わり、練習の成果を

披露した。 

 

小学校芸術鑑賞会 

 〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 
６月 28 日：１回公演 ６月 29 日：２回公演 

今回で第 17 回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮はドイツ・ヴュルテ

ンブルク・フィルハーモニー管弦楽団の音楽総監

督兼、東京交響楽団の正指揮者を務める飯森範親

氏であった。この会では、鑑賞するだけでなく、

「横須賀市歌」の全員合唱、「さんぽ」の全員合

奏という小学生が神奈川フィルハーモニー管弦楽

団と一緒に演奏するプログラムもあり、心温まる

演奏会となった。また、各楽器の紹介のコーナー

や飯森氏から子どもたちへメッセージを伝える場

面もあり、演奏はもとより様々な面で子どもたち

を魅了した。 

 〔劇団四季ミュージカル鑑賞会〕６年生対象 

 ７月９日：１回公演 ７月 10 日：２回公演 

劇団四季の「こころの劇場」を６年生対象に公演。

演目は、「ガンバの大冒険」。小学生も一緒に歌

う場面があり、ミュージカルの楽しさを十分味わ

っていた。 

 

 
児童生徒書写作品展 

本年度も、文化会館展示室を会場として実施し、

小学校・中学校・ろう学校・横須賀総合高等学校

（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は書

道作品）、約 1000 点を展示した。会期は、１月

18 日～22 日、約 3000 名の来場者があり、保護者

・家族・市民から高い関心が寄せられた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。展示作品を通して、児

童生徒の書写の能力を把握し、教師の指導の振返

りの機会とすることができた。また、小学校から

中学校への書写のつながりや、高等学校の芸術科

書道への発展に至る様子を見ることができた。 

 

学校文集募集 
小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 81 号を発行した。 

（小学校）「国語科の学習で培った力を生かし、

豊かに表現する」というねらいのもと、各学年別

にテーマを設定した。本年度は、詩の特集である。

学校文集における詩は、６年に１度の取組である。

募集作品 537 点の中から 60 点を選び、各学年２名

の審査員が評を加えた。 

（中学校）文章表現力を育てるための一つとして、

日常の国語科学習を通して生まれた作品を中心に

掲載した。創作俳句や短歌、随筆、小説、意見文、

生活文など文種は多岐にわたり、掲載作品 90 点

に、審査員による評を加えて発行した。 

 

読書感想文・画募集 

 読書感想文コンクールは、本年度で 58 回目を迎

え、例年通り各学校種に応じ、自由・課題の２つ

の部門で募集した。小学校 4058 点、中学校 1118

点、特別支援学校1点の合計5177点の応募があり、

審査会には学校代表 371 点が出品された。 

 横須賀地区第１次・第２次審査会で「優秀」「優

良」に選ばれた作品（小学校 38 点、中学校 10 点）

を掲載した「読書感想文集 56 号」を刊行し、市内

各学校に配布した。市内学校８名の教員が、書評

の執筆をし、編集に携わった。 

 読書感想画コンクールについては、小学校 47

校、中学校 12 校、特別支援学校 1 校から応募があ

った。小学校では教育課程の一部として取り組ん

でいる学校が多く、中学校では部活動等、課外活
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動において取り組んでいる。 

今後も、各学校で読書活動の意義を再認識し、

様々な機会を通して読書指導の機会を増やし、児

童生徒の読書への関心を高めていきたい。 

横須賀地区審査会での入賞作品 674 点は、「第

23 回読書感想画展」に展示した。平成 25 年１月

５日から 11 日までの６日間、横須賀市文化会館市

民第１ギャラリーを会場に、指定図書やこれまで

の読書感想文集、昨年度の県のコンクール入賞作

品も合わせて展示し、読書への関心を高める工夫

を行った。 

期間中は、入選者の家族を始め、一般市民が多

数訪れ、2773 名が来場した。 

 
 
児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第 65 回展は、１月 12 日～１月 28 日、横須賀

美術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育

―子どもによりそい、おもいをかたちに―～であ

う・あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・

小・中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品

約 2,600 点を展示した。会期中の美術館の観覧者

数は市民、保護者と子ども合わせて約 14,000 人。 

会期中の 1 月 23 日には、研究発表会および講演

会を開催した。 

発表者及び発表内容は、野比小学校 高木恵子

教諭「紙粘土の出会いから～“形・色”いきいき

造形活動」、不入斗中学校 奥山圭乃教諭「感情

を表すために～鑑賞の授業を通して～」。いずれ

も新学習指導要領で示されている新たな視点か

ら、指導の改善を図った実践の報告だった。 

講演会講師は横浜国立大学准教授 大泉義一先

生。演題は「美術・教師論」。教師の発話から見

えてくる指導の在り方について、具体的な例を示

していただきながらご講演をいただいた。 

 
中学校リーダースキャンプ 

平成 24 年度リーダースキャンプは８月 21 日～

23 日の期間、三浦ふれあいの村で実施され、横須

賀市の中学校生徒会事務局役員および各委員会の

リーダーたち、約 220 名が参加した。提案や意見

交換を通して、学校行事の企画、立案、運営や学

校生活にまつわる諸問題の解決や広報や合唱活動

など、自治的活動の在り方を主体的に学んだ。 

また、２日目の夜は体育館でキャンドルファイ

ヤーを盛大に行い、親睦を深めるとともに、創造

性ある活動の発表（各グループによるスタンツ）

を行った。３日目の閉会式では、いじめ撲滅を目

指して「横須賀市中学生の誓い」を参加者全員で

立てた。三日間を通してリーダーとしての資質の

育成、指導力向上に資する活動となった。この成

果を各学校の生徒会活動に生かすことが大変重要

である。 
 

中学生主張大会 

  隔年で市主催になる「中学生主張大会」が 10

月 13 日（土）の午前に、横須賀市立総合高等学校

SEA ホールにて行われた。約 250 人の聴衆を前に、

各校の代表生徒 23 名が堂々と自分の思いを主張

した。 

また、本年度は、この会の中でザンビアの子ど

もたちと、ビデオレターでの交流を行い、親交を

深めた。更に今年度は、この「中学生主張大会」

を神奈川県教育委員会との共催で、「かながわ子

どもスマイル（SMILE）ウェーブ」事業としてもお

こなった。次年度は「中学生主張の会」となる。 

 
中学校演劇発表会 

第 29 回横須賀市中学校演劇発表会が市内７校

の参加で実施された。 

各学校とも練習の成果が十分に発揮された発表

で、精一杯演じる姿は、観客に感動を与えた。 

最優秀校には、大津中学校の「タイトルは未定」

が選ばれた。同中学校の卒業生が創作した台本を

基に、部員全員がアイデアを出し合い作り上げた

オリジナリティ溢れる作品であった。テンポの良

い会話や場面転換の工夫は、見ごたえがあり、大

津中学校演劇部のチームワークの良さからもこの

発表を通して、仲間の大切さが存分に伝わる内容

であった。表現することの素晴らしさ、仲間で作

り上げることの価値を感じる発表であった。 

同校は、第 50 回神奈川県中学校演劇発表会に横

須賀地区の代表として出場し、神奈川県教育長賞

を受賞し、関東大会への出場を果たした。 

 
＜体育的行事＞ 

第 61 回中学校総合体育大会 

４月 21 日（土）、24 校の代表生徒 2,450 名が

整然と参加し、「夢が咲く努力の数だけ強くなる」

のスローガンのもと、横須賀アリーナで総合開会

式を行った。模範演技は、ナガセケンコーソフト

テニスチームを招き、華麗な技術を披露した。延

べ 7,600 名が、その後 13 種目にわたり技能を競い
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合い、交流を深めた。 

 

第 37 回小学校児童相撲大会 

 ５月 12 日（土）に市内小学校 42 校の５、６年

生 545 名（男子 307 名、女子 238 名）の参加のも

と、横須賀アリーナで室内土俵を使用し開催した。 

短パンの上に「簡易まわし」をつけ、多くの声

援に包まれながら、男女別団体戦と学年階級別個

人戦を実施した。 

 男子団体戦は大塚台小学校Ａ、女子団体戦は桜

小学校が優勝した。 

 

中学校スポーツ技術講習会 

市中体連との共催で、前期・後期の２回、前期

は北体育会館、後期は追浜中学校で開催した。 

前期は６月 23 日（土）、神奈川県警から講師を

お招きし、市内中学校の指導者と９校の代表生徒

70 名が技術指導と講習を受けた。 

後期は 12 月１日（土）、講師の日立ソフトウェ

アソフトボール部磯野稔監督、西山麗選手から、

市内中学校の指導者と９校の代表生徒 100 名が技

術指導を受けた。 

２回共に、学ぶ姿勢や態度の大切さ、技術向上

に必要な基本動作や総合的に体力を高める練習法

など多くのことをご教授いただいた。 

 

 

第 30 回表現運動・ダンス発表会 

 小中連携により開催されている発表会は、11 月

10 日（土）、横須賀アリーナで、中学校３校、小

学校３校、特別支援学級合同作品、教師作品、あ

わせて８作品を延べ 325 名の参加のもと開催し

た。児童生徒は日ごろの練習の成果を全身で表現

していた。また、講師の長津芳先生（国分寺市立

第七小学校校長）から、指導・講評をしていただ

いた。 

  

第 44 回小学校児童陸上記録大会 

 市内全小学校計 47 校の５・６年生の代表選手

993 名の参加のもと、10 月 13 日（土）に公認 400m

トラックの不入斗公園陸上競技場で開催した。

（男女５種目 16 競技） 

 トラック全体を取り囲む多くの観衆の中、楽し

く競技をすると共に交流を深めた。 

 

 

市内中学校駅伝競走大会 

 第 63 回市中学校男子駅伝競走大会及び第 29 回

市中学校女子駅伝競走大会を 10 月 20 日（土）国

道 16 号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～

大津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,500 名を

超える観衆が集まり、各学校の応援のぼり旗や横

断幕で埋め尽くされた中、熱い声援と爽やかな海

風を受けながら一本のタスキを繋いだ。全市立中

学校 23 校に横須賀学院中学校を加えた男女各 24

校から 407 名（男子 215 名、女子 192 名）の参加

があった。 

男子は浦賀中学校が優勝を果たし、久里浜中学

校・大津中学校がそれぞれ２位・３位に入賞した。 

女子は大津中学校が優勝を果たし，久里浜中学

校・池上中学校がそれぞれ２位・３位に入賞した。 

 

第 46 回小学校児童ボール運動大会 

12 月５日（水）に市内小学校８部会各会場にお

いて、６年生全員、3,680 人がミニバスケットボ

ールとサッカーを行い、日頃の体育学習の成果を

確かめ合うとともに、交流を深めた。 
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国 県・市 教育研究所 

 4. 1 大阪府、教育行政への知事の権限を強

化する「教育行政基本条例」や校長の

原則公募制などを盛り込んだ「府立学

校条例」が施行。今後の運用に注目集

まる。 

 4. 9 政府の国家戦略会議（議長・野田首相）。

大学の統廃合推進や「六三三制」見直

しなどを議論。 

 4.17 文科省、12 年度の全国学力･学習状況調

査(学力テスト)を全国一斉に実施。11

年度は東日本大震災で中止されていた

ため２年ぶり。従来の国語と算数･数学

に初めて理科を追加。国公私立小･中学

校合わせて２万5868校。81.2％が参加。 

 4.23 京都府で集団登校の児童らの列に無免

許の少年(18 歳)が運転する車が突っ込

み小学生と保護者ら３人が死亡、７人

が負傷。同府警は自動車運転過失致死

傷害容疑などで少年と同乗者ら６人逮

捕。通学路の安全確保が全国的な問題

に。 

 4.27 千葉県のバス停でバスを待っていた同

市立小児童の列に自動車が突っ込み、

小 1 男児が死亡、通学路の安全確保で

世論更に高まる。文科相、通学路の安

全確保を求める緊急メッセージを発

表。 

 5. 9 文科省、早期補修への教員報酬が PTA

費から支出されていたケースが沖縄県

などから発覚したことを受け、早朝や

放課後の補習では教員報酬を認めない

よう都道府県教委などに通知。 

 5.11 公立小･中学校の通常学級に在籍しな

がら障害に応じた教育を受ける「通級

指導」の対象者は６万 5360 人(昨年５

月時点)で過去最高に。文科省調査。 

 5.13 北九州市教委、本年度から月２日まで

小･中学校の土曜日授業を認める方針

を発表。 

 5.21 日本では25年ぶりとなる金環日食が観

察される。観察のため登校時間を遅ら

せたり早めたりする学校が多数に上る

など、日本中が天体ショーに沸く。 

 5.30 文科省、通学路の安全点検を実施する

よう都道府県教委などに通知。 

 5.31 大阪市教委が教職員の入れ墨調査実施

を決定。 

6. 4 文科相、優秀な生徒への高校の「早期

卒業制度」創設､小･中一貫教育の推進

など「六三三制」の柔軟化を盛り込ん

だ教育改革方針を政府の国家戦略会議

に報告。 

 6. 5 文科省、高等教育での障害者受け入れ

拡大に向け｢障がいのある学生の修学

支援に関する検討会｣を設置。 

 6.26 民主､自民､公明 3 党提出の、「認定こど

も園法改正案」が衆議院本会議で賛成

多数により可決。幼保一体の「総合こ

ども園」創設は見送りに。 

 6.21 大阪市教委、私立学校教職員に行った

入れ墨調査で、小学校教諭 1人、現業

職員９人に入れ墨があったと発表。 

 6.28 東京都教育庁、都立高校など 93 校で指

導要録 894 人分を紛失または誤廃棄し

 4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

教育委員会教育総務部長に経済部商業観光課

長より渡辺大雄就任。教育政策担当課長野間

俊行 土木部道路管理課長へ｡後任に生涯学習

課長平澤和宏教育政策担当課長へ就任。総務

課指導主事北原正子 横須賀市立逸見小学校

総括教諭へ｡後任に横須賀市立久里浜中学校

総括教諭河野和代 総務課指導主事就任。生涯

学習課長にこども育成部こども青少年支援課

長原田修二就任｡教職員課主査指導主事福島

淳 横須賀市立衣笠小学校教頭へ｡後任に教職

員課指導主事橘広基 教職員課主査指導主事

へ就任。横須賀市立大塚台小学校教諭筒井宜

行 教職員課指導主事へ。教育指導課指導主事

望月幸治 横須賀市立池上中学校教頭へ｡後任

に横須賀市立夏島小学校教頭 岩田嘉純教育

指導課主査指導主事就任｡教育指導課指導主

事三浦匡 横須賀市立岩戸中学校教頭へ｡後任

に横須賀市立野比中学校教諭杉戸美和 教育

指導課指導主事就任｡支援教育課主査指導主

事小菅哲也 横須賀市立田戸小学校校長へ。支

援教育課指導主事小谷亜紀 支援教育課主査

指導主事へ。支援教育課指導主事主査井上泉 

支援教育課主査指導主事へ。支援教育課指導

主事小板橋貴久 支援教育課主査指導主事へ。

横須賀市立夏島小学校教諭品田由貴支援教育

課指導主事へ。学校保健課指導主事鎌原徳宗 

横須賀市立大津小学校教頭へ｡後任に横須賀

市立鷹取小学校総括教諭山崎亨学校保健課指

導主事就任｡ 12月 31日付教育総務部学校管

理課長丸茂勉退職｡ 後任に平成 25 年１月１

日付教育総務部長渡辺大雄 教育総務部学校

管理部長事務取扱を兼任へ 

 

 4. 2 辞令交付 

 4. 3 学級編制説明会 

 4. 4 学年始休業終了 

 4. 5 始業式 入学式(小・中・ろう・養) 

 4. 6 入学式（高）教科用図書事務担当者会① 

学校体育指導員委嘱式 

学校体育・保健体育科担当者会 

 4. 9 入園式（諏訪・大楠） 

 4.10 学校保健事務説明会 ことばや聞こえ調査説

明会 

 4.11 中学校体育連盟総会・専門部会 就学奨励事

務担当者説明会 

 4.12 生徒指導担当者研修講座① 

 4.13 教科総会 

 4.16 横須賀市学習状況調査(実施期間 16 日～20

日) 

 4.17 学校給食事務説明会 学校予算事務説明会 

学校防災計画に関わる研修 

 4.18 教科外総会 

 4.19 児童指導担当者研修講座① 本を楽しもう展

[北下浦コミュニティセンター](5 月 6 日迄)

 4.20 支援教育 CD 連絡会① 

 4.21 第 61 回横須賀市中学校総合体育大会・総合開

会式 

 4.24 小学校修学旅行説明会 

教職員人事評価システム評価者研修会(新任

教頭①) 

       総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

4.25 学校安全指導担当者研修講座 

       学校保健会理事会① 

 4. 1 横須賀市教育委員会人事異動 

  主査草野純也 総務部情報システム課係

長へ 市民部窓口サービス課主査金子裕

樹管理運営係長就任。指導主事伊藤英幸

横須賀市立荻野小学校総括教諭へ 後任

に横須賀市立荻野小学校総括教諭関口満

指導主事就任。指導主事長谷川貴子 横須

賀市立大塚台小学校教諭へ。主任神崎智

子 土木部傾斜地保全課へ後任に美術館

より横川由美着任。理科教育担当五ノ井

文男退任 後任に伊藤満着任。研修担当に

相場俊広着任。臨時任用職員猪俣友洋退

任 後任に藤島邦紀着任。 

 

教育研究所の組織改編 

・管理運営係 

・研究・研修担当 

・ICT 活用推進係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4. 3 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

初任者研修校内指導教員研修講座① 

 4.17 初任者研修講座① 

養護教諭初任者研修講座① 

校務情報化研修講座①(新任教頭) 

 4.20 ICT 担当者連絡会 

 4.24 養護教諭２年・15 年・25 年経験者研修講

座① 

 4.27 理科夜間教材勉強会①       

4.28 スキルアップ研修講座① 
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ていたと発表。 

7. 4 昨年10月に自殺した滋賀県大津市立中

学校２年男子が「自殺の練習」などの

いじめを受けていたとする学校のアン

ケート結果を、同市教委が公表してい

なかったことが判明したと報じられ

る。いじめの自殺が一挙に社会問題に。 

 7.11 滋賀県警、いじめの自殺事件で大津市

教委と中学校を家宅捜索。学校関係者

や市教委幹部から任意で事情聴取。 

 7.13 文科省、いじめの自殺事件で調査や助

言のため大津市への職員派遣を決定。 

7.13 岡山県知事、いじめの自殺事件に関連

して教委制度を批判し、教委の任意設

置化を提案。教委制度の見直し論議に

も影響か。 

 7.17 東京都教委、大津市のいじめの自殺事

件を受け、全校公立学校で緊急調査を

実施すると発表。 

7.19 高松市で開催された全国知事会議では

大津市のいじめの自殺問題に関連し、

教委制度の見直しを求める意見が相次

ぐ。 

7.24 文科相、全国の全ての小中高校を対象

にいじめの緊急調査を実施する方針を

表明。 

7.25 大阪府警寝屋川署、同級生を集団で暴

行したとして、寝屋川市立中学校の３

年生２人を逮捕、２年生２人を補導。 

7.25 兵庫県警豊岡南署、同級生に暴行した

同県豊岡市内の中学２年男児２人を傷

害容疑で逮捕。 

7.25 神奈川県警津久井署、小２男児をいじ

めている映像を動画サイトに投稿した

相模原市立中学校３年男子２人を暴行

と軽犯罪法違反容疑で家裁送致。 

7.26 国の児童相談所が11年度に対応した児

童虐待の件数は５万9862件で過去最多

を更新、厚労省調査 

8. 1 文科省、大津市のいじめの自殺事件な

どを受けて「子ども安全対策支援室」

を設置。 

8. 1 文科省、いじめの件数や取組状況など

の緊急アンケートの実施を全国の教育

委員会などに通知。 

 8. 6 群馬県桐生市立中学校の３年男子(14)

がアルバイト先の工事現場でブロック

壁の下敷きに(７日死亡)｡学校が｢職場

体験｣としてアルバイトを容認してい

たことが問題に。 

8. 8 文科省、今春の全国学力･学習状況調査

(全国学力テスト)の結果を公表。初実

施の理科で、観察･実験の結果を整理分

析したり、説明したりする力が弱いこ

とが判明。 

 8.28 中央教育審議会、教員の資質向上方策

と大学教育の質的転換方策の二つを答

申。 

 8.28 文科相、大学入試改革と高大連携の強

化方策を中教審に諮問。 

8.24 東京都以外の道府県でも特別区設置を

可能とする大都市地域特別区設置法

が、参議院本会議で賛成多数により可

決･成立。橋下大阪市長の「大阪都」構

想が具体化。 

8.24 11 月１日を「古典の日」とする法律が

       小・中学校教育課程研究会運営委員会① 

       国際教室担当者会 

       学校開放奨励事業説明会 

       教職員人事評価システム評価者研修会(新任   

校長①) 

 4.27 本を楽しもう展[西コミュニティセンター]

（５月９日迄） 

外国語活動研修講座① 

教職員人事評価システム評価者研修会（新任

教頭②）  

(全県指導主事会議) 

 

 5. 2 小学校音楽科担当者会 

5. 8   総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

 5.10 生徒指導担当者研修講座② 

 5.11 小学校国語科担当者会 

外国人英語教員拠点校連絡協議会① 

 5.12 第 37 回小学校児童相撲大会 

第 29 回横須賀市中学校演劇発表会実技研修

会① 

 5.13 第 29 回横須賀市中学校演劇発表会実技研修

会① 

 5.16 学校プール運営・管理説明会 

研究員総会 

 5.18 ALT 活用連絡会 

 5.21 中学校修学旅行(６月 11 日まで) 

 5.23 学校保健会定期総会 

特別支援学級新担当者研修講座① 

 5.29 中学校保健体育科実技講習会 

 5.30 人権教育担当者研修講座① 

外国語活動研修講座② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 1 支援教育研修講座① 

作詞募集締切 

 6. 6 心肺蘇生法実技研修講座 

支援教育 CD 連絡会 

小学校体育科実技講習会 

（県中学校生徒指導担当教員研修講座） 

 6. 7 生徒指導担当者研修講座③ 

 6. 8 特別支援学級担当者会 

作詞審査会 

 6.13 教科用図書事務担当者会② 

人権教育指導者養成講座① 

 6.14 （全県帰国児童・生徒教育及び国際教室担当

者連絡協議会） 

（県小学校児童指導担当教員研修講座） 

 6.15 小(教科)・中(教科外)学校教育課程研究会一

日目 

 6.19 横須賀総合高校（定時制）修学旅行（６月 22

日まで） 

 6.20 小(教科外)・中(教科) 学校教育課程研究会

一日目 

 6.23 中学校スポーツ技術講習会 

 6.26 本を楽しもう展[南図書館](７月８日迄) 

 6.27 特別支援学級新担任者研修講座② 

就学前教育と小学校教育の連携研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 1 情報セキュリティ月間 

5. 8 初任者研修講座⑯-１ 

初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

5. 9 教職 10 年経験者研修講座① 

養護教諭 10 年経験者研修講座① 

校務情報化研修講座②-１（新教務担当者）

5.10 関東教育研究所連盟 第 1回委員会総会

    （群馬県総合教育センターにて） 

 5.11 教職 20 年経験者研修講座① 

理科基礎技術研修講座① 

教育研究所運営委員会① 

校務情報化研修講座②-２（新教務担当者）

    よこすか教師塾①（開校式） 

 5.15 横須賀市教育研究所運営委員会① 

初任者研修講座② 

学校情報化推進部会①-１ 

 5.16 教職 5年経験者研修講座① 

養護教諭 5年経験者研修講座① 

校務情報化研修講座③-１ 

 5.17 管理職研修講座①-１・２ 

 5.18 神奈川県教育研究所連盟総会 

校務情報化研修講座③-２ 

横須賀教師塾② 

 5.19 スキルアップ研修講座② 

 5.22 初任者研修講座⑯-２ 

学校情報化推進部会①-② 

5.25   情報科推進本部会議 

 5.29 初任者研修講座⑯-３ 

5.31   小学校 PC 室機種更改入札及び契約審査

会 

 

6. 1 よこすか教師塾③ 

6. 2 スキルアップ研修講座③ 

 6. 5 初任者研修講座③-１・⑯-４ 

6.11   津波避難訓練 

6.12 初任者研修講座⑯-５ 

 6.15 教科用図書展示会（６月 28 日まで） 

よこすか教師塾④ 

 6.16 スキルアップ研修講座④ 

理科基礎技術研修講座② 

 6.19 初任者研修講座③-２・⑯-６ 

 6.30 スキルアップ研修講座⑤ 
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参院本会議で可決･成立。 

9. 2 兵庫県川西市で県立高校２年男子(17)

が自宅で首つり自殺(17 日に学校側が

記者会見でいじめの存在を認める) 

9. 5 札幌市立中学校１年男子(12)が、いじ

めを示唆するメモを残して、自宅マン

ションから飛び降り自殺。 

9. 5  文科省、専門家によるいじめ問題等支

援チームの配置など「いじめ･学校安全

等に関する総合的な取り組み方針」を

発表。 

9.11  11 年度の小中高校生の自殺は前年度比

44 人増の 200 人と過去 25 年間で最悪

に、文科省の問題行動調査で判明。 

9.11 12 年 3 月末に教員免許更新を迎えた教

員９万 1475 人のうち(0.1%)が免許失

効。文科省調査で判明。 

 9.14 内閣府の障害者政策委員会差別禁止部

会、学校による障害者の入学拒否など

を差別と定義付ける提言をまとめる。 

 9.20 文科省､国土交通省、警察庁の３省庁、

公立小学校の通学路で対策が必要な危

険箇所は６万箇所に上がると発表。 

10. 1 滋賀県警、中３男子(15)を全裸にして

携帯電話のカメラで撮影した中 3 男子

２人(14)を暴行、強要の容疑で逮捕。 

10. 8 今年のノーベル医学･生理学賞に「人工

多能性幹細胞(IPS 細胞)」を開発した山

中伸弥京都大学教授(50)が受賞した。 

10.25 文科省の大学設置･学校法人審議会、経

営悪化する学校法人堀越学園（群馬県

高崎市）に対し、本年度末までに解散

を命じることが適当と文科相に答申。

在校生がいる学校法人への解散命令は

初めて。 

10.28 横浜市教委、通知表の記載ミス防止策

として、子どもや保護者に成績や出席

日数などを事前チェックさせるよう各

校に通知していたことが明らかに。学

校での責任放棄との批判も。 

10.30 東京都品川区教委、区立中学校１年男

子(12)が今年９月に自殺した問題で、

いじめが原因とする報告をまとめる。 

11. 1 大学設置･学校法人審議会秋田公立美

術大学など３大学の2013年度新設を認

めることを答申。 

11. 2 田中真紀子文科相、大学が増えすぎて

いることを理由に、設置審答申を覆し

て３大学新設不許可とすると発表。新

設答申の否定は極めて異例。 

11. 2 文科省、傷害など犯罪行為に該当する

いじめの警察への早期通報徹底を都道

府県教委などに通知。 

11. 5 田中文科相、３大学新設不許可の決定

に対して秋田市など関係者が一斉に反

発。自民党など野党も文科相を批判。 

11. 5 横浜市教委、市立小･中学校の通知表の

内容を保護者などに事前確認させるよ

う求めた通知の撤回を決定。通知の存

在がマスコミに報道され、市民などか

らの批判が相次いだため。 

11. 6 新潟県警江南署、同級生を殴ってけが

を負わせた新潟市内の中学２年男子

(14)を傷害と暴行の疑いで逮捕。 

11. 7 田中文科相、衆議院文科委員会で３大

学の新設を許可すると表明。不許可問

 6.28 小学校５年生芸術鑑賞会 

 6.29 小学校５年生芸術鑑賞会 

 6.30 ハートフルフォーラム 

 

 7. 4 学校図書館担当者会 

 7. 5 よい歯の図画・ポスター・標語審査会 

生徒指導担当者研修講座④ 

児童指導担当者研修講座② 

 7. 6 児童生徒体力つくり推進研修講座 

 7. 9 小学校 6 年生芸術鑑賞会 

 7.10 小学校 6 年生芸術鑑賞会 

 7.11 学校保健会理事会② 

支援教育研修講座② 

 7.18 就学時健康診断事務説明会 

 7.23 学校水泳指導法研修講座① 

 7.24 学校水泳指導法研修講座② 

 7.25 学校保健研修講座① 

 7.26 学校保健研修講座② 

小学校体育科研修講座① 

支援教育研修講座③ 

 7.27 学校保健研修講座③ 

小学校体育科研修講座② 

外国語活動研修講座③ 

社会科研修講座 

7.28 第 29 回横須賀市中学校演劇発表会一日目 

 7.29 第 29 回横須賀市中学校演劇発表会二日目 

 7.30 応急手当普及員研修講座①② 

外国語科研修講座①② 

司書教諭研修講座 

 7.31 応急手当普及員研修講座③④ 

 

 

 8. 1  応急手当普及員研修講座⑤⑥ 

支援教育研修講座④⑤ 

 8. 2  中学校教育課程研究会二日目 

 8. 3 小学校教育課程研究会二日目 

中学校全国・関東大会出場選手激励会 

 8. 6 就学前教育と小学校教育の連携研修講座② 

算数科/数学科研修講座 

道徳研修講座 

家庭科/技術・家庭科研修講座① 

8. 8 生活科研修講座 

総合的な学習の時間研修講座 

 8. 9 国語科研修講座 

家庭科/技術・家庭科研修講座②-1 

特別活動研修講座 

 8.10 音楽科研修講座 

家庭科/技術・家庭科研修講座②-2  

 8.16 体育科/保健体育科研修講座 

 8.17 図画工作科/美術科研修講座 

教職員球技大会(卓球) 

       

 8.18 第９回中学校創造アイデアロボット    

コンテスト 

 8.19 第 25 回子どものための音楽会 

 8.20 支援教育研修講座⑥⑦ 

 8.21 中学校連合生徒会役員宿泊研修会 

 8.22 中学校連合生徒会役員宿泊研修会 

 8.24 支援教育 CD 連絡会③ 

幼児教育研修講座 

 8.26 第 61 回中学校総合体育大会（水泳競技） 

 8.27 幼稚園教育課程研究会 

 8.29 夏季休業終了 

 8.31 防犯教室研修講座 

 

 

 

 

 7. 3 初任者研修講座④ 

学校情報化推進部会②-１ 

 7. 4 学校情報化推進部会②-２ 

 7. 6 よこすか教師未来塾⑤-１ 

 7. 7 スキルアップ研修講座⑥⑦ 

7.11  県教育研究所連盟指導主事研修講座 

7.13 よこすか教師希望塾⑤-２ 

7.19   三浦半島教育ネットワーク協議会 

7.23 理科基礎技術研修講座③④-１ 

教育課題研修講座① 

 7.24 夏季大学① 

理科基礎技術研修講座③④-２ 

 7.25 理科基礎技術研修講座③④-３ 

初任者研修拠点校指導教員研修講座③ 

初任者研修校内指導教員研修講座② 

 7.26 教育課題研修講座②③ 

理科基礎技術研修講座③④-４ 

 7.27 理科基礎技術研修講座⑤ 

教育課題研修講座④ 

学校づくり研修講座① 

 7.30 ICT 活用実践研修講座① 

スキルアップ研修講座⑧ 

夏季大学② 

コミュニケーション研修講座①-１ 

理科基礎技術研修講座⑥ 

 7.31 初任者研修講座⑤⑥ 

養護教諭初任者研修講座⑫⑬ 

ICT 活用実践研修講座② 

 

 8. 1 教職 10 年経験者研修講座②③ 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑥⑦ 

理科基礎技術研修講座⑦ 

夏季大学講座③ 

8. 3 よこすか教師未来塾⑥-１ 

8. 4  教員免許状更新講習 

8. 5   教員免許状更新講習 

 8. 6 総括教諭等学校運営推進者研修講座① 

小・中理科教材研究講座①-１・２  

学校づくり研修講座② 

 8. 7 総括教諭等学校運営推進者研修講座② 

学校づくり研修講座③ 

コミュニケーション研修講座②③ 

小中理科教材研究講座③④ 

 8. 8 科学教養研修講座① 

ICT 活用実践研修講座③④ 

 8. 9 コミュニケーション研修講座④⑤  

科学教養講座② 

 8.10 小中理科教材研究講座④-１・２  

教育課題研修講座⑤  

スキルアップ研修講座⑨ 

 8.17 総括教諭等学校運営推進者研修講座③ 

 学校づくり研修講座④ 

理科基礎技術講座⑧ 

 8.20 学校づくり研修講座⑤ 

スキルアップ研修講座⑩ 

ICT 活用実践研修講座⑥ 

 8.21 初任者研修講座⑦⑧ 

ICT 活用実践研修講座⑥ 

 8.23 教職 20 年経験者研修講座②③ 

学校づくり研修講座⑥ 

教育課題研修講座⑥ 

教職 1年経験者研修講座②③ 

 8.24 教職 5年経験者研修講座②③ 

養護教諭 5年経験者研修講座④⑤ 
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題は一転収集へ。 

11.14 東京大学、入学直後に留学やボランテ

ィアをする 1年間の特別休学制度を 13

年度から実施すると発表。秋入学移行

への布石か。 

11.17 大阪市教委、市立小学校５校で土曜日

事業を実施。13 年度から全市立小･中学

校で月２回土曜授業へ。 

11.22 文科省、大津市のいじめの自殺事件を

受けた緊急調査の結果を公表。全国の

公立学校のいじめは14万 4054件(４～

９月)に上ることが判明、うち生命に関

わる深刻ないじめは 278 件。都道府県

の把握件数の格差が課題に。 

12. 5 文科相、公立小･中学校の通常学校在籍

者の 6.5％に発達障害の可能性がある

との調査結果を発表。そのうち約 4 割

が特別支援を受けず。 

12. 6 神奈川県相模原署、同級生をいじめて

重傷を負わせたとして相模原市立中学

校の中３男子(15)を傷害容疑で逮捕。

学校はいじめによる傷害事件を市教委

に報告していなかったことが明らかに

(18､19 日にも別の中３男子がそれぞれ

逮捕され、逮捕者は計３人に) 

12. 7 文科省、13 年度の全国学力･学習状況調

査（全国学力テスト）の実施要項を発

表。期日は４月 24 日で、４年ぶりに国

公立は全校調査へ。 

12. 7 警察庁、12 年１～11 月の自殺者は２万

5754 人と発表。15 年ぶりに年間自殺者

数が３万人を下回る見通しに。 

12.11 文科省、11 年の「「国際数学･理科教育

動向調査」(TIMSS)の結果を公表。日本

は算数と数学がともに５位、理科は小･

中ともに４位で横ばい。平均点は上昇

したが学習意欲の低下傾向が続く。 

12.13 東京都教委、13 年度から高い指導力を

持つ教員などを対象に「指導教諭」の

職を設置することを決定。指導教諭の

全国的普及に期待も。 

12.16 第 46 回衆院選で与党民主党が惨敗。野

党自民党が圧勝し、約３年ぶりに政権

奪還へ。 

12.19 名古屋高裁、06 年にいじめを苦に自殺

した岐阜県の中２女子(14)の遺族が元

同級生らに損害賠償を求めた訴訟で、

一審を支持し請求棄却を判決。自殺後

の事実認定の難しさが課題に。 

12.19 浜松市教委の第三者調査委員会、６月

に自宅マンションから転落死した中２

男子(13)について、いじめが背景にあ

った自殺とする報告書をまとめる。 

12.24 11 年度の公立学校教員の病気休職者は

8544 人で 19 年ぶりに減少、ただし、う

つ病など精神疾患による休職者は 5274

人と４年連続で 5000 人を超える。文科

省調査で判明。 

12.27 滋賀県警、大津市の中２男子いじめの

自殺事件で逮捕された同級生の少年２

人を暴行容疑などで書類送検、当時 13

歳だった少年1人を児童相談所に送致。 

1. 1 厚生労働省、人口動態統計を発表。2012

年の人口減少幅は 21 万 2000 人で６年

連続減少。 

1. 8  大阪市教委、昨年 12 月に同市立桜宮高

 

 

 

 

 

 

 

 9. 3 給食開始 

 9. 4 読書感想文募集締切 

 9. 6 生徒指導担当者研修講座⑤ 

作曲募集締切 

 9. 7 図画工作科担当者会 

読書感想文一次審査会 

 9.12 美術科担当者会 

外国語活動研修講座④ 

 9.14 読書感想文二次審査会 

 9.20 小学生創意くふう展搬入 

 9.22.23 小学生創意くふう展 

 9.25 小学生創意くふう展搬出 

 9.26 支援教育研修講座⑧ 

特別支援学級新担任者研修講座⑤ 

作曲審査会 

 9.27 小学校修学旅行(10 月 10 日まで) 

 9.28 外国人英語教員拠点校連絡協議会② 

 

10．5 前期終業式 給食終了 

10. 7 スクールバンドフェスティバル 

10. 9.10 秋季休業 

10.11 後期始業式 

生徒指導担当者研修講座⑥ 

給食開始 

10.12 中学校特別支援学級合同交歓会 

10.13 主張大会 第 44 回小学校児童陸上記録大会 

10.14 第 44 回小学校児童陸上記録大会・予備日 

10.17 支援教育 CD 連絡会④ 

10.19 人事学校長会議 

10.20 第 63 回横須賀市中学男子駅伝競技大会 

第 29 回横須賀市中学女子駅伝競技大会 

10.21 駅伝競走大会・予備日 

10.24 特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

学力向上シンポジウム 

10.25 児童指導担当者研修講座③ 

10.31 支援教育研修講座⑨ 

人権教育指導者養成講座② 

武山中学校研究発表会 

 

11. 2 大矢部中学校研究発表会 

11. 6 追浜中学校研究発表会 

11. 7 小学校教育課程研究会総則部会二日目 

公郷中学校研究発表会 

11.10 第 30 回表現運動・ダンス発表会 

11.13 高等学校教育課程研究会 

外国語活動研修講座⑤ 

11.14 中学校教育課程研究会総則部会二日目 

11.15 生徒指導担当者研修講座⑦ 

11.16 野比小学校研究発表会 

11.19 読書感想画募集締切 

11.20 創造ものづくり教育フェア全国・関東大会出

場生徒激励会 

11.21 道徳教育連携・推進講座①（粟田小学校） 

11.27 道徳教育連携・推進講座②（浦賀中学校） 

11.29 児童生徒ふれあい作品展搬入 

不入斗中学校研究発表会 

11.30 児童生徒ふれあい作品展（12 月３日まで） 

読書感想画審査会 

大塚台小学校研究発表会 就学通知書発送 

教職 10 年経験者研修講座④ 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑩ 

コミュニケーション研修講座①-２ 

ICT 活用実践研修講座⑦ 

    よこすか教師希望塾⑥-２ 

 

9. 4   学校情報推進部会第３分科会 

9. 5   学校情報推進部会第１分科会 

9. 5   学校情報推進部会第２分科会 

9. 5   学校情報推進部会第５分科会 

9. 7 よこすか教師未来塾⑦-１ 

9.21 よこすか教師希望塾⑦-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 1 情報セキュリティ月間 

10. 5 よこすか教師未来塾⑧-１ 

10.12  神奈川県教育研究所連盟教育研究発表大

会（川崎市高津市民会館） 

10.19  よこすか教師希望塾⑧-２ 

10.23 初任者研修講座⑪-1 

10.25  三浦半島教育ネットワーク協議会提案授

業（津久井小学校） 

10.26  関東地区教育研究所連盟研究発表大会

（静岡市教育センター） 

10.27 理科基礎技術研修講座⑨⑩ 

10.30 初任者研修講座⑪-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 2 よこすか教師未来塾⑨-１ 

11. 6 初任者研修講座⑪-３ 

11. 8  全国教育研究所連盟全国研究集会（愛知

県総合教育センター） 

11.13 初任者研修講座⑫-１ 

11.16 よこすか教師希望塾⑨-２ 

11.27 初任者研修講座⑫-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 1  スキルアップ研修講座⑪ 
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校の２年生男子(17)が自殺した事件

は、部活動顧問教諭(47)による体罰が

自殺の原因だったと発表。教員やスポ

ーツ指導者による体罰をめぐり社会的

批判強まる。 

 1.10 政府、首相官邸に設置する｢教育再生実

行会議｣(仮称)のメンバー15 人を内定。

座長には鎌田薫･早稲田大学総長。 

1.11   文科相、大阪市立桜宮高校の体罰自殺

事件を受け、全都道府県教委に体罰の

実態調査を要請する方針を表明。 

 1.12 橋下大阪市長、桜宮高校の体罰自殺事

件で死亡した男子生徒の遺族宅を訪問

し謝罪。 

1.15   政府が｢教育再生実行会議｣(本部長･首

相)を首相官邸に設置することを閣議

決定。 

1.15   文科相、公立学校の土曜日授業の実施

について省内で検討を開始したことを

表明。 

1.15   橋下大阪市長、体罰自殺事件を受け桜

宮高校体育科などの今春の入試を中止

するよう市教委に要請。 

1.15   文部政務官、体罰自殺事件で大阪市教

委を訪問し今後の対応などを協議。政

務三役による直接指導は極めて異例。 

1.15   政府、学校の耐震化計画前倒しなどの

12 年度補正予算を閣議決定。 

1.16 橋下大阪市長、体罰自殺事件に絡み桜

宮高校の教員全員を異動させるよう市

教委に要請。 

 1.17   浜田純一東京大学長、主導していた秋

季入学への移行について、社会的条件

が整わず｢困難｣との見解示す。 

1.18   全国高校体育連盟、大阪市の体罰自殺

事件を受け、体罰根絶を各都道府県高

体連に通知。 

 1.21   大阪市教委、体罰自殺事件に絡み大阪

市長が要請していた桜宮高校体育科な

どの今春入試の中止を決定。 

 1.22   退職金引き下げを前に、埼玉県の公立

学校で教員 100 人以上が１月末で早期

退職を希望していることがマスコミ報

道などで明らかに。 

 1.23 大阪市立桜宮高校の体罰自殺事件で、

遺族が体罰を加えた顧問教諭を暴行容

疑で大阪府警に刑事告訴。 

 1.25   文科相、埼玉県などの駆け込み退職問

題で、教員を年度末まで慰留するよう

都道府県教委に指導する考えを表明。

教員の駆け込み退職は全国４県で 172

人に。 

1.29   政府、13 年度予算案を閣議決定。文科

省予算には全国学力テストの悉皆方式

化などが盛り込まれる。 

1.31   大津市の第三者委員会、同市立中学校

のいじめ自殺問題で、自殺の直接的原

因はいじめとする最終報告をまとめ

る。 

2.01 選手から暴力的指導などを告発された

柔道日本代表の監督が辞任。 

2.05  文科相、女子柔道界の体罰問題を受け

て、「スポーツ指導における暴力根絶に

向けて」と題するメッセージを発表。 

2.08   文科相、14 年度以降の全国学力･学習状

況調査(全国学力テスト)で学校別の成

12. 1 中学校スポーツ技術講習会 

12. 3 児童生徒ふれあい作品展搬出 

12. 5 第 46 回小学校児童ボール運動大会 

12. 7 支援教育研修講座⑩ 

第 46 回小学校児童ボール運動大会・予備日 

12.11 人権教育担当者研修講座③ 

12.12 鶴久保小学校研究発表会  

(学校選択制による指定変更申立締切) 

12.13 生徒指導担当者研修講座⑧ 

田浦中学校研究発表会 

12.14 学級編成説明会 

12.20 給食終了 

12.25 冬季休業開始 

 

 

 1. 4 読書感想画展搬入 

 1. 5 読書感想画展(１月 11 日まで) 

 1. 7 冬季休業終了 

 1. 9 児童生徒造形作品展搬入 給食開始 

 1.10 生徒指導担当者研修講座⑨ 

 1.11 読書感想画展搬出 

 1.12 児童生徒造形作品展(１月 28 日まで) 

 1.16 支援教育 CD 連絡会⑤ 

小中一貫教育シンポジウム 

 1.17 児童生徒書写作品展搬入 

 1.18 第 32 回横須賀市体力つくり実践研究発表大

会 

児童生徒書写作品展(１月 22 日まで) 

 1.22 児童生徒書写作品展搬出 

 1.23 造形教育研究発表会・講演会 

  総括教諭等学校運営推進者連絡会④ 

 1.25 外国語活動研修講座⑥ 

大楠幼稚園研究発表会 

 1.26 第 10 回大縄跳び大会 

中学校演劇発表会実技研修② 

 1.29 児童生徒造形作品展搬出 

 

 2. 1 スクールカウンセラー連絡協議会② 

 2. 6 学校保健大会 

国際教室担当者会 

外国人英語教員拠点校連絡協議会③ 

 2. 7 生徒指導担当者研修講座⑩ 

 2. 8 小中学校教育課程研究会運営委員会② 

馬堀小学校研究発表会 

 2.13 人権教育指導者養成講座③ 

 2.14 児童指導担当者研修講座④ 

 2.15 市制記念日(106 周年) 

 2.20 特別支援学級新担任者研修講座⑧ 

 総括教諭等学校運営推進者連絡会④ 

 

 

 

 

 

 

 3. 1 外国語活動研修講座⑦ 

 3.13 学校保健会理事会③ 

 3.14 大楠幼稚園卒園式 

生徒指導担当者研修講座⑪ 

 3.15 諏訪幼稚園卒園式 

給食終了 

 3.18 小学校卒業式(5～8 部会) 

 3.19 小学校卒業式(1～4 部会) 

 3.25 修了式 

 3.26 学年末休業開始 

 3.29 退職辞令交付 

12. 4 初任者研修講座⑫ 

12. 7 よこすか教師未来塾⑩-１ 

12. 8  スキルアップ研修講座⑫ 

12.14  よこすか教師希望塾⑩-２ 

12.18 学校情報化推進部会③-１ 

12.19 学校情報化推進部会③-２ 

12.25 教職 10 年経験者研修講座⑥⑦ 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑫⑬ 

12.26 理科基礎技術研修講座⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

1. 7 教職１年経験者研修講座④ 

教職５年経験者研修講座④ 

養護教諭 5年経験者研修講座⑥ 

教職 20 年経験者研修講座④ 

1.11   よこすか教師未来塾⑪-１ 

1.15 初任者研修講座⑭ 

 1.16 ICT 担当者連絡会 

1.18   神奈川県教育研究所連盟研究協議会 教

育課題部会（愛川町教育開発センター）

よこすか教師希望塾⑪-２ 

1.24   神奈川県教育研究所連盟研究協議会 人

材育成部会（横須賀市教育研究所） 

1.29   神奈川県教育研究所連盟研究協議会 教

育相談･支援教育部会（綾瀬市教育研究

所） 

1.30 第２回教育研究所運営委員会② 

       ICT 担当者連絡会 

 

 

 

 2. 1 情報セキュリティ月間 

    よこすか教師未来塾⑫-１ 

2. 5   神奈川県教育研究所連盟研究協議会 調

査研究部会（秦野市教育研究所） 

 2.12 初任者研修講座⑮  

養護教諭初任者研修講座㉒ 

 2.15 よこすか教師希望塾⑫-２  

 2.19 校務情報化研修講座④-１(教務等)  

初任者研修拠点校指導教員研修講座⑤ 

2.20 校務情報化研修講座④-２(教務等)  

 2.24 校務情報化研修講座④-３(教務等) 

 2.25 校務情報化研修講座⑤-１(管理職) 

 2.26 校務情報化研修講座⑤-２(管理職) 

校務情報化研修講座④-４(教務等) 

 2.27 校務情報化研修講座⑤-３(管理職) 

校務情報化研修講座④-５(教務等) 

 2.28 校務情報化研修講座⑤-４(管理職) 

 

 3. 1 校務情報化研修講座⑤-５(管理職) 

校務情報化研修講座④-６(教務等) 

3. 1   よこすか教師塾⑬ 

 3. 5 校務情報化研修講座④-７(教務等) 

 3. 6 校務情報化研修講座④-８(教務等) 

 3.12 学校情報化推進部会④-１ 

 3.13 学校情報化推進部会④-２ 
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績を自治体の判断で公表することを認

める方向で検討する考えを表明。 

2.08    横浜市教委、16 校の市立中で中３の授

業時数が不足し、年間必要時間数を満

たせない恐れがあると発表。 

2.13   大阪市教委、桜宮高校の体罰自殺事件

で体罰を加えたバスケットボール部の

男性教諭(47)を懲戒免職に。体罰によ

る懲戒免職処分は極めて異例。 

2.14   大阪府大東市の小学５年男児が通学す

る学校の統廃合中止を求めるメモを残

して電車に飛び込み自殺。 

2.15   文科相、第７期中央教育審議会委員 30

人を任命。 

2.20   文科省、朝鮮学校を高校無償化の適用

外とするよう省令を改正。朝鮮学校の

無償化適用問題に一応の決着。 

2.21   12 年度中に警察が検挙･補導したいじ

め関係事件は前年比 2.3 倍の 260 件、

警察庁の「少年非行情勢」で判明。 

2.26   政府の教育再生実行会議(座長･鎌田薫

早稲田大学総長)、いじめと体罰への対

策、道徳の教科化などを求めた第 1 次

提言を安倍晋三首相に提出。 

2.26   文科相、道徳の教科化に向けた学習指

導要領改定の検討を開始することを表

明。 

2.26   大阪市教委、13 年度から全市立小中学

校で土曜授業を実施することを決定。

実施回数は校長の判断で。 

2.26   滋賀県教委、大津市の中学生いじめ自

殺事件で当該校の校長を減給処分に。

校長は依願退職。 

2.27   第７期中央教育審議会がスタート。会

長には三村明夫新日鉄住金相談役が再

任。 

2.28   さいたま地裁熊谷支部、保護者からの

苦情で不眠になったとして埼玉県の小

学校教員が保護者を訴えた慰謝料請求

訴訟で、教員側の請求を棄却する判決。 

     警視庁のホームページに複数の学校を

襲撃するとの予告が書き込まれる。 

 

 3.31 学年末休業終了 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所    報 

 

第 74 号  平成 24 年度（2012 年度） 

編集・発行   横須賀市教育研究所 

 

〒239-0831  横須賀市久里浜 6-14-3 

TEL 046-836-2443 

FAX 046-836-2445 

 

URL http://www.edu.city.yokosuka.kanagawa.jp 

E-mail admini@kenkyu.yknet.ed.jp 

代表者  新倉 邦子 

 

 

 


	表紙

	巻頭言

	目次

	日本の教育

	横須賀の教育

	研究所概観

	研修概要

	教育の情報化概要 
	関係機関との連携 
	人事と予算

	指導の目標と重点

	移管事業

	指定研究概要

	小中一貫教育指定研究概要

	教育行事 
	教育年表

	奥付


